
年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：国 語 
科目：（前期）現代の国語 

（後期）言語文化 
履修年次： １年次 単位数 

前期：２ 

後期：２ 
レポート枚数 

前期：６ 

後期：６ 
必要時間数 

前期：３ 

後期：３ 

１ 学習目標 

学習目標（前期） 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して実生活に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的に考える力や共感したり想像

したりする力を伸ばす。また、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を身につける。 

学習目標（後期） 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に対

する理解を深める。また、他者との関わりの中で伝えあう力を深め、自分の思いや考えを広げたり深めたりする。 

使用教材・副教材 教科書：新編現代の国語 ／ 新編言語文化（東京書籍）  学習書：新編現代の国語 ／ 新編言語文化（ＮＨＫ出版） 

２ 学習計画 

学 

 

期 

単 元 学習内容 

スクーリング

実施日 

 

レポート 

No・期限日 

評価の観点 

評価の目安 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に 

学習に取り 

組む態度  日  水 

 

 

 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

オリエンテーション すべての学習道具使用 
レポートの約束事項、スクーリ

ングの受講の仕方等 

5/11 5/14 

    
 

【知識・技能】 

実社会に必要な国語の知

識や技能を身につけてい

る。 

 

【思考・判断・表現】 

論理的に考える力や深く

共感したり豊かに想像し

たりする力を伸ばし、自分

の思いや考えを広げたり

深めたりしている。 

 

【主体的に学習に取り組

む態度】 

自らの取り組み状況につ

いて振り返りをし、今後の

学習目標や見通しを立て

ている。 

１ 自己を見つめ 

  る 

『ルリボシカミキリの

青』 

 

･自分自身の好きなことについ

て伝える文章を作成する。 

 

１ 5/14 ○ ◎ ○ 

２ 他者に出会う 『水の東西』 ･「対比」の構成を用いて意見

文を書く。 6/1 6/4 ２ 6/4 ◎ ○ ○ 

３ 言葉と生活１ 異なる種類の文章を読

み比べよう 

・複数の文章を読み、それぞれ

の内容や、書き方の特徴を把握

する。 

6/22 6/18 ３ 6/22 ○ ◎ ○ 

４ 視野を広げる 

 

『無彩の色』 

 

・評論文を読み、本文や資料を

引用しながら自分の意見を論

述する。 

6/29 6/25 ４ 6/29 ○ ◎ ○ 

７ 世界とつなが

る 

 

『りんごのほっぺ』 

 

 

・本文の内容や戦争体験に関わ

ることについて紹介文を書く。 

 

7/6 7/2 ５ 7/6 ○ ◎ ○ 

８ 未来に目を向

ける 

『真の自立とは』 ・文章の論理展開を捉え、要旨

や要点を把握する。 
7/13 7/9 ６ 7/13 ○ ◎ ○ 

前期のまとめ 
レポート No.１～６の

復習 
 7/20 7/16     

評  価 
「知識・技能」「思考・判断・表現（話すこと・聞くこと、書くこと、読むこと）」「主体的に学習に取り組む態度」の三つの観点につい

て、試験・レポート・スクーリングの取り組みから総合的に ABCで評価します。 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

オリエンテーショ

ン 

すべての学習道具使用 レポートの約束事項、スクーリ

ングの受講の仕方等 

10/12 10/15 １ 10/15 ○ ◎ ○ 

 

【知識・技能】 

生涯にわたる社会生活に

必要な国語の知識や技能

を身につけている。 

 

【思考・判断・表現】 

論理的に考える力や深く

共感したり豊かに想像し

たりする力を伸ばし、自分

の思いや考えを広げたり

深めたりしている。 

 

【主体的に学習に取り組

む態度】 

自らの取り組み状況につ

いて振り返りをし、今後の

学習目標や見通しを立て

ている。 

１ 随筆 

２ 小説 

『さくらさくらさく

ら』 

『とんかつ』 

・随筆を読んで、筆者のものの

見方や感じ方を読み取る。 

・小説を読み、登場人物の心情

を読み取る。 

４ 小説２ 

 

『羅生門』 ・登場人物の心情の変化を理解

し、人の感情や善悪の概念につ

いて自分の思考を深める。 
10/19 10/22 ２ 10/22 ○ ◎ ○ 

古文編 

１ 古文入門 

２ 随筆 

古文に親しむ 

『宇治拾遺物語』 

『徒然草』 

・古文の特徴を理解し、歴史的

仮名遣いを習得する。 

・随筆古典の代表作を読み味わ

う。 

10/26 10/29 ３ 10/29 ◎ ○ ○ 

漢文編 

１ 漢文入門 

２ 漢詩 

 

訓読の基本 

故事成語『守株』 

『春暁』 

・訓点の付け方や書き下し文を

習得し、漢文に親しむ。 

・現在につながる故事成語や、

代表的な唐詩を学ぶ。 

11/9 11/12 ４ 11/12 ◎ ○ ○ 

３ 詩歌 

５ 小説３ 

『冬が来た』【詩】 

『柳あをめる』【短歌】 

『雪の深さを』【俳句】 

『夢十夜』 

・短歌・俳句および詩を学び、

深く味わう力をつける。 

・非現実的な物語を通して、夏

目漱石の描く独特な世界観を

学ぶ。 

11/30 11/26 ５ 11/30 ○ ◎ ○ 

古文編 

４ 物語 

漢文編 

４ 史話 

『伊勢物語』 

『曹公戦於白馬』 

・本文を読み、物語の展開や構

成について理解する。 

・史話の世界観を捉え、物語の

展開をおさえる。 

12/7 12/3 ６ 12/7 ○ ◎ ○ 

後期のまとめ 
レポート No.１～６の

復習 
 12/14 12/10     

評  価 
「知識・技能」「思考・判断・表現（書くこと、読むこと）」「主体的に学習に取り組む態度」の三つの観点について、試験・レポート・

スクーリングの取り組みから総合的に ABCで評価します。 

 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：国 語 科目：文学国語 履修年次： 
２年次 

３年次 
単位数： 

前期２ 

後期２ 
レポート枚数 

前期：６ 

後期：６ 

必要時間数 前期：３ 

後期：３ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標  言語による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成する。 

使用教材・副教材 教科書：高等学校 標準文学国語（第一学習社）   学習書：高等学校 標準文学国語（ＮＨＫ出版） 

 

２ 学習計画 

学期 単元 学 習 内 容 

スクーリング

実 施 日 レポート

No.期限日 

 評価の観点 

評 価 方 法 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 日 水 

前 
 
 
 
 

期 

第Ⅰ部 

 現代の小説（一） 

『デューク』 ・「少年」との交流による「私」の心理の

変化と、デュークの死を受け入れるま

での過程を読み取る。 

・多様な表現に触れ、語彙力を高める 

5/11 5/14 1 5/14 ◎ ◎ ○ 

スクーリング・レポート・

試験における取組状況 

第Ⅰ部 

 現代の小説（二） 

『相棒』 ・時間の経過とともに登場人物の心情

と行動に生じる変化を追い、題名にこ

められた意味を考える。 

5/18 5/21 2 5/21 ○ ○ ◎ 

第Ⅰ部 

 随想〈芸術〉 

『真珠の耳飾りの少女』 ・作品の解釈を踏まえ、人間社会、自然

などに対するものの見方、感じ方を深

める姿勢を養う。 

・文体の特徴や表現技法を理解する。 

6/1 6/4 3 6/4 ◎ ○ ◎ 

第Ⅰ部 

近代の小説（一） 

『鼻』 ・語句の意味や表現を理解する。 

・登場人物の心理の変化を読み取る 6/22 6/18 4 6/22 ◎ ◎ 〇 

第Ⅰ部 

 近代の小説（一） 

『こころ』 ・近代文学の代表作から複雑な人物関

係及び心情の変化を読み取る。 

6/29 

 

7/6 

6/25 

 

7/2 

5 7/6 ○ ◎ ○ 

第Ⅰ部 

 戦争と文学（一） 

『わたしが一番きれい

だったとき』 

『死んだ男の残したも

のは』 

・象徴的な表現の効果や作品世界にこ

められた心情を理解する。 

・作品の解釈を踏まえ、戦争に対する自

分のものの見方、考え方を深める。 

7/13 7/9 6 7/13 ○ ◎ ◎ 

前期のまとめ 前期試験前講習 前期試験対策及び不足知識の補充。 7/20 7/16  ○ ○ ○ 

評 価 観点別評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABCで評価します。評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

後 
 
 
 
 

期 

第Ⅱ部 

 現代の小説（三） 

『旅する本』 ・短編小説の特色を理解し本との再会

を繰り返す度に実感される「私」の変

化を読み取る。 

10/5 10/8 7 10/8 ○ ◎ 〇 

スクーリング・レポート・

試験における取組状況 

第Ⅱ部 

 近代の小説（二） 

『山月記』 ・表現の特徴が作品に及ぼす効果や、人

が虎になるという内容を踏まえて作

品の主題を考える。 

10/12 

 

10/19 

10/15 

 

10/22 

8 10/22 ○ ◎ ◎ 

第Ⅱ部 

 近代の詩 

『こころ』 

『永訣の朝』 

・文学詩に親しみ、多様な表現を通して

内容を解釈する方法を学び、解釈の多

様性について考察する。 

11/2 11/5 9 11/5 ○ ○ ◎ 

第Ⅱ部 

 現代の小説（四） 

『卒業』 ・作品に表れているものの見方、感じ

方、考え方を捉える方法を学ぶととも

に、作品の解釈を踏まえて、人間、社

会、自然などに対するものの見方、感

じ方、考え方を深める姿勢を養う。 

11/9 11/12 10 11/12 ○ ◎ ◎ 

第Ⅱ部 

 戦争と文学（二） 

『夏の花』 ・出来事の経緯や人物の発言をもとに

心理を読み取り、戦争の体験をどのよ

うに意味づけるべきかを考える。 

11/16 11/19 11 11/19 ○ ◎ ○ 

第Ⅱ部 

 創作をする 

『物語を創造する』 

『テーマを決めて短歌・

俳句を作る』 

・文体の特徴や表現技法に注意して、人

物の心情や情景を描写する方法を学

ぶ。 

12/7 12/3 12 12/7 ◎ ○ ◎ 

後期のまとめ 後期試験前講習 後期試験対策及び不足知識の補充。 12/14 12/10  ○ ○ ○ 

評 価 観点別評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABCで評価します。評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

＊評価の観点 

  知識・技能…社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けているとともに、日本語やその文化に対する理解を深めている。 

  思考・判断・表現…深く共感したり豊かに想像したりする力や創造的に考える力を養い、自分の思いや考えを広げたり深めたりし、伝え合う力を高めている。 

  主体的に学習に取り組む態度…言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、読書に親しむことで自己を向上させ、言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：国 語 科目：国語表現 履修年次： 
２年次 

３年次 
単位数 

前期：２ 

後期：２ 
レポート枚数 

前期：６ 

後期：６ 
必要時間数  

前期：３ 

後期：３ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標  言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を高める。 

使用教材・副教材 教科書：国語表現（大修館） 学習書：国語表現（ＮＨＫ出版） 

 

２ 学習計画 

 

学 

 

期 

単 元 学習内容 

スクーリング 

実 施 日 レポート

No.期限日 

評価の観点 

評価の目安 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に 

学習に取り 

組む態度 日 水 

 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

１ 言葉と出会う 

 

１ 言葉で遊ぶ 

・言葉と表記 

・整った文を書く 

・回文 

 

・仮名遣いや送り仮名など

の文法事項や、文章の書き

方について学ぶ。 

・言葉あそびに親しむ。 

5/18 5/21 １ 5/21 ◎ ○ ○ 
【知識・技能】 

実社会に必要な国語の

知識や技能を身につけ

ている。 

 

【思考・判断・表現】 

論理的に考える力や深

く共感したり豊かに想

像したりする力を伸ば

し、言語を通して自分自

身を表現することがで

きる。 

 

【主体的に学習に取り

組む態度】 

自分の取り組み状況に

ついて振り返りをし、学

んだことを実生活に活

かそうとしている。 

１ 言葉と出会う 

 

１ 言葉で遊ぶ 

・相手に応じた言葉遣い 

・わかりやすい文を書く 

・文のつなぎ方 

・アクロスティック 

・相手に伝わるように、分

かりやすい文章を作成す

る。 

・言葉あそびに親しむ。 

6/1 6/4 ２ 6/4 ◎ ○ ○ 

２ 伝える、伝え

合う 

 

・絵や写真を見て書く 

・マイニュース記事を書

こう 

・絵や写真を用いて、相手

に伝わるように書く方法を

学ぶ。 

6/8 6/11 ３ 6/11 ○ ◎ ○ 

４ 自己 PR と面 

  接    

・自分を見つめて 

・効果的な自己 PR 

・将来の自分を考えよう 

・面接にチャレンジ 

・自己について振り返り、

自分の特長等を書き出す。 

・自己 PR や面接の際に効

果的な文章を作る。 

6/22 6/18 ４ 6/22 ○ ◎ ○ 

３ 小論文・レポ

ート入門 

・小論文とは何か 

・反論を想定して書く 

 

・小論文の書き方について

学び、実際に筋道立てて小

論文を書く。 

6/29 

7/6 

6/25 

7/2 
５ 7/6  ○ ◎ ○ 

・レポートを書く ・客観的で説得力のあるレ

ポートを書く。 
7/13 7/9 ６ 7/13 ○ ◎ ○ 

前期のまとめ  ･前期試験内容の説明と試

験対策。 7/20 7/16     

評  価 
「知識・技能」「思考・判断・表現（話すこと・聞くこと、書くこと）」「主体的に学習に取り組む態度」の三つの観点について、試験・

レポート・スクーリングの取り組みから総合的に ABC で評価します。 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

５ メディアを駆

使する 

 

・通信文を書き分ける ・相手や目的に応じて様々

な通信文を書き、使い分け

られるようになる。 

 

10/12 10/15 ７ 10/15 ○ ◎ ○ 
【知識・技能】 

実社会に必要な国語の

知識や技能を身につけ

ている。 

 

【思考・判断・表現】 

論理的に考える力や深

く共感したり豊かに想

像したりする力を伸ば

し、言語を通して自分自

身を表現することがで

きる。 

 

【主体的に学習に取り

組む態度】 

自分の取り組み状況に

ついて振り返りをし、学

んだことを実生活に活

かそうとしている。 

５ メディアを駆

使する 

 

・電話を使いこなす 

・電子メールを活用しよ

う 

・日常生活で必要なコミュ

ニケーションの仕方を理解

し、自らの表現に活かす。 

10/19 10/22 ８ 10/22 ○ ◎ ○ 

６ 会話・議論・

発表 

 

・相手や場面に応じた会 

話 

・建設的な議論の進め方 

・場にふさわしい敬語表現

について学ぶ。 

・生産的で実りある話し合

いの進め方を学ぶ。 

10/26 10/29 ９ 10/29 ◎ ○ ○ 

６ 会話・議論・

発表 

 

・スピーチをしよう 

・プレゼンテーションの

工夫 

・テーマに沿って、自分の

伝えたいことをスピーチに

する。 

・プレゼンテーションの方

法とコツについて学ぶ。 

11/2 11/5 10  11/5 ○ ◎ ○ 

３ 小論文・レポ

ート入門 

・文章を読み取って書く 

－課題文型小論文 

・文章を読み、課題文の要

旨をつかむ。 11/16 11/19 11 11/19 ○ ◎ ○ 

・構成メモをもとに、小論

文を書く。 
11/30 

12/7 

11/26 

12/3 
12 12/7 ○ ◎ ○ 

後期のまとめ  ･後期試験内容の説明と試

験対策。 12/14 12/10     

評  価 
「知識・技能」「思考・判断・表現（話すこと・聞くこと、書くこと）」「主体的に学習に取り組む態度」の三つの観点について、試験・

レポート・スクーリングの取り組みから総合的に ABC で評価します。 

 

 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：国 語 科目：古 典 探 究 履修年次： ３年次 単位数： 
前期２ 

後期２ 
レポート枚数 

前期：６ 

後期：６ 

必要時間数 前期：３ 

後期：３ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標  言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成する。 

使用教材・副教材 教科書：高等学校 標準古典探究（第一学習社）  学習書：高等学校 標準古典探究（NHK出版）  

 

２ 学習計画 

学期 単元 学習内容 

スクーリング 

実 施 日 レポート 

No.期限日 

評価の観点  

知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に

学習に 

取り組む

態度 

評 価 方 法 

日 水 

前 
 
 

期 

古文編第Ⅰ部 

説話 

十訓抄 

『文字一つの返し』 

・説話という文章の種類や古典特有の表現

に注目し、内容を的確に捉える。 

・時代を超えて通じる人間の機微を読み取

り、説話のおもしろさを味わう。 

5/11 5/14 1 5/14  ○ ◎ ◎ 

スクーリング・レポート・ 

試験における取組状況 

漢文編第Ⅰ部 

故事・寓話 

『画竜点睛』 

『推敲』 

・現在使われている言葉の由来となった漢

文を読み、漢文が日本語に与えた影響につ

いて理解を深める。 

5/18 5/21 2 5/21 ○ ○ ◎ 

古文編第Ⅰ部 

随筆 

徒然草 

『よろづのことは頼

むべからず』 

枕草子 

『すさまじきもの』 

・日本を代表する随筆作品を取り上げ、それ

ぞれの作品の特徴について理解を深める。 

・作者のものの見方や考え方に触れ、現代と

比較し自分の考えを深める。 

 

5/25 5/28 3 5/28 ○ ◎ ○ 

漢文編第Ⅰ部 

 漢詩の鑑賞 

 

『絶句』（杜甫） 

『峨眉山月歌』（李白） 

『送夏目漱石之伊

予』（正岡子規） 

・漢詩の表現や技法への理解を深め、古代中

国や日本の人々が自然や人事に向けた思

いを通して考えを広げる。 

 

6/22 6/18 4 6/22 ○ ◎ ○ 

古文編第Ⅰ部 

和歌・俳諧 

『万葉集』 

『古今和歌集』 

『新古今和歌集』 

・現代の短歌の元とされる作品に触れ、短文

で表現される人々の生活を読み取る。 

・和歌の修辞について知り、内容を的確に捉

える。 

6/29 

 

7/6 

6/25 

 

7/2 

5 7/6 ○ ◎ ◎ 

漢文編第Ⅱ部 

諸家の思想 

『老子』 

『韓非子』 

・古代中国の思想を読み概要を理解し、そこ

から現代に通じるものの見方や考え方を

見つける。 

7/13 7/9 6 7/13 ○ ○ ◎ 

前期のまとめ 前期試験前講習 前期試験対策及び不足知識の補充 7/20 7/16  ○ ○ ○ 

評 価 観点別評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABCで評価します。評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

後 
 
 

期 

古文編第Ⅱ部 

物語 

大鏡 

『弓争ひ』 

『三舟の才』 

・歴史物語の構成や展開を把握し、登場人物

の行動や心情を詠み味わう。 

・敬語や助詞・助動詞の用法を学ぶ。 

10/12 10/15 7 10/15 ○ ◎ ◎ 

スクーリング・レポート・ 

試験における取組状況 

漢文編第Ⅰ部 

三国志の世

界 

十八史略 

『水魚之交』 

 

・群雄割拠の三国時代に活躍した人々の生 

き方や考え方を読み取る。 

・長文を読み、漢文への親しみを持ち、物語 

の展開を理解する。 

10/19 10/22 8 10/22 ○ ◎ ○ 

古文編第Ⅱ部 

評論 

無名抄 

『深草の里』 

・歌論という文章の種類や古典特有の表現

に注意して、構成や展開、内容を的確に捉

える。 

10/26 10/29 9 10/29 ○ ◎ ○ 

漢文編第Ⅱ部 

項羽と劉邦 

『鴻門之会』 ・登場人物の描写を読み解き、戦乱の時代を

生きた人々の人物像について考察を深める。 

 

11/2 11/5 10 11/5 ○ ◎ ○ 

古文編第Ⅱ部 

物語 

源氏物語 

『光る君誕生』 

『若紫』 

・長編物語の構成や展開を把握し、登場人 

 物の行動や心情を読み味わう。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

11/9 

 

11/30 

11/12 

 

11/26 

11 11/30 ◎ ◎ 〇 

漢文編第Ⅱ部 

名家の文章 

『猫相乳』 

『売油翁』 

・唐宋に活躍した人物の散文を読み、表現 

 や内容の展開を理解する。 

・作者の明快な考え方や洞察力、漢文独特 

の洗練された文章を読み取る。 

12/7 12/3 12 12/7 ○ ◎ ○ 

後期のまとめ 後期試験前講習 後期試験対策及び不足知識の補充 12/14 12/10  ○ ○ ○ 

評 価 観点別評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABCで評価します。評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

＊評価の観点 

知識・技能…古典に用いられている語句の意味や用法、文語や訓読のきまりに対する知識を身に付け、我が国の言語文化に対する理解を深めている。 

思考・判断・表現…文章の内容や構成、展開を的確に捉え、自分の思いや考えを深め、他者とのかかわりの中で伝え合う力を高めている。 

主体的に学習に取り組む態度…文法や表現技法、作品の時代背景等、作品について疑問を見つけ積極的に調べたり考察したりするとともに、作者の考えや登場人物の思いを読み取り、 

自分のものの見方や考え方を深めようとしている。 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：地理歴史 科目：地理総合 履修年次：２年次 単位数：２ レポート枚数：６ 必要時間数：３ 

１ 学習目標 

学 習 目 標 

(1) 地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解するとともに，地図や地理情報

システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作用，地

域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想し

たことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うととも

に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生

活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深める。 

使用教材・副教材 教科書：新地理総合（帝国書院），新詳高等地図（帝国書院），学習書：新地理総合（ＮＨＫ出版） 

２ 学習計画 

学
期 

単元 単元の目標 
教科書 

（学習書） 

レポート 
スクーリング実施日 学習評価・評定について 

番号 期限日 

前
期 

単元Ⅰ 

地図や地理情報シ

ステムと現代世界 

方位や時差，日本の位置と領域，国内や国家間の結

び付きなどを理解しよう 

pp.5-42 

(pp.10-54) １ 
5/18 

(日) 

5/11 

(日) 

5/14 

(水) 

◎レポートやスクーリング
の取組状況を基に，各単元
を，以下の３つの観点ごとに
Ａ・Ｂ・Ｃで評価します。 

〇知識・技能 
地理に関わる諸事象に関し
て，世界の生活文化の多様性
や，防災，地域や地球的課題
への取組などを理解してい
るとともに，地図や地理情報
システムなどを用いて，調査
や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめている。 
〇思考・判断・表現 
地理に関わる事象の意味や
意義，特色や相互の関連を，
位置や分布，場所，人間と自
然環境との相互依存関係，空
間的相互依存作用，地域など
に着目して，概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり，地理的な課題の解決に
向けて構想したり，考察，構
想したことを効果的に説明
したり，それらを基に議論し
たりしている。 
〇主体的に学習に取り組む
態度 
地理に関わる諸事象につい
て，国家及び社会の形成者と
して，よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題
を主体的に追究，解決しよう
としている。 
 

◎評定は，各単元の評価結果
と試験結果を，観点ごとに
Ａ・Ｂ・Ｃで総括し，その結
果を５～１の５段階で算出
します。 

地図や地理情報システムの役割や有用性などを理

解しよう 

地図や地理情報システムなどを活用し，現代世界

の様々な地理情報を収集し，読み取り，まとめる基

礎的・基本的な技能を身に付けよう 

単元Ⅱ 

生活文化の多様性 

と国際理解 

人々の生活文化が地理的環境から影響を受けた

り，影響を与えたりして多様性をもつことなどを

理解しよう 

pp.43-144 

(pp.56-215) 

２ 
5/25 

(日) 

5/18 

(日) 

5/21 

(水) 
人々の生活文化が地理的環境の変化によって変容

することなどを理解しよう 

３ 
6/1 

(日) 

5/25 

(日) 

5/28 

(水) 
自他の文化を尊重し国際理解を図ることの重要性

などを理解しよう 

単元Ⅲ 

地球的課題と 

国際協力 

地球的課題の各地で共通する傾向性や課題相互の

関連性などを広い視野から理解しよう 
pp.145-188 

(pp.216-280) ４ 
6/18 

(水) 

6/1 

(日) 

6/4 

(水) 
地球的課題の解決には持続可能な社会の実現を目

指した各国の取組や国際協力が必要であることな

どを理解しよう 

単元Ⅳ 

自然環境と防災 

地域の自然環境の特色と自然災害への備えや対応

との関わりなどを理解しよう 

pp.189-218 

(pp.282-301) ５ 
7/2 

(水) 

6/18 

(水) 

6/22 

(日) 

自然災害の規模や頻度，地域性を踏まえた備えや

対応の重要性などを理解しよう 

様々な自然災害に対応したハザードマップや新旧

地形図など各種の地理情報を収集し，読み取り，ま

とめる地理的技能を身に付けよう 

単元Ⅴ 

生活圏の調査と 

地域の展望 

地理的な課題の解決に向けた取組や探究する手法

などを理解しよう 

pp.219-227 

(pp.302-307) ６ 
7/13 
(日) 

7/2 
(水) 

7/6 
(日) 

7/9 
(水) 

7/13 
(日) 

【試験前講習】地理総合の学習内容の振り返り  
7/16 

(水) 

7/20 

(日) 

 ※学習の進め方のイメージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○レポートＮｏ.１およびＮｏ.５の範囲の学習において，教科書の地図や主題図のほかに，パソコンや学校のタブレットなどでハザードマップや地理院

地図などを活用する場面があります。 

○レポートＮｏ.６では，地理総合全体のまとめとして，皆さんの住んでいる地域の課題を調査し，自治体の首長に対して課題解決に向けた提言を考える

という探究活動があります。地理総合の学習と同時に，気になる新聞記事やニュースなどを集めておくと，レポートに取り組みやすくなります。 

 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：地理歴史 科目：歴史総合 履修年次：２年次 単位数：２ レポート枚数：６ 必要時間数：３ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 

(1)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代

の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2)近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，

概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想し

たことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，

多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重する

ことの大切さについての自覚などを深める。 

使用教材・副教材 教科書：新選歴史総合（東京書籍），学習書：新選歴史総合（ＮＨＫ出版） 

 

２ 学習計画 

学
期 

単元 小単元 
教科書 

(学習書) 

レポート 
スクーリング実施日 学習評価・評定について 

番号 期限日 

後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

単元Ⅰ 

歴史の扉 

【小単元１】歴史と私たち 
pp.7-11 

(pp.10-11) 

１ 
10/19 

(日) 

10/12 

(日) 

10/15 

(水) 

◎レポートやスクーリング

の取組状況を基に，各単元

を，以下の３つの観点ごとに

Ａ・Ｂ・Ｃで評価します。 

〇知識・技能 

近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について，世界とそ

の中の日本を広く相互的な

視野から捉え，現代的な諸課

題の形成に関わる近現代の

歴史を理解しているととも

に，諸資料から歴史に関する

様々な情報を適切かつ効果

的に調べまとめている。 

〇思考・判断・表現 

近現代の歴史の変化に関わ

る事象の意味や意義，特色な

どを，歴史的な見方・考え方

を働かせ，概念などを活用し

て多面的・多角的に考察した

り，歴史に見られる課題の解

決に向けて構想したり，考

察，構想したことを効果的に

説明したり，それらを基に議

論したりしている。 

〇主体的に学習に取り組む

態度 

近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について，国家及び

社会の形成者として，よりよ

い社会の実現を視野に課題

を主体的に追究，解決しよう

としている。 

 

◎評定は，各単元の評価結果

と試験結果を，観点ごとに

Ａ・Ｂ・Ｃで総括し，その結

果を５～１の５段階で算出

します。 

【小単元２】歴史の特質と資料 
pp.12-15 

(pp.12-13) 

単元Ⅱ 

近代化と

私たち 

【小単元３】近代化への問い 
pp.20-27 

(pp.20-25) 

【小単元４】18世紀のアジアの経済と社会 
pp.28-41 

(pp.26-34) 

【小単元５】工業化と世界市場の形成 
pp.42-51 

(pp.35-48) 

【小単元６】立憲体制と国民国家の形成 
pp.52-63 

(pp.49-63) 

２ 
10/26 

(日) 

10/19 

(日) 

10/22 

(水) 
【小単元７】列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容 

pp.64-77 

(pp.64-80) 

【小単元８】現代の諸課題の形成に関わる近代化の歴史 
pp.78-83 

(pp.81-86) 

単元Ⅲ 

国際秩序

の変化や

大衆化と

私たち 

【小単元９】国際秩序の変化や大衆化への問い 
pp.84-91 

(pp.88-91) 

３ 
11/2 
(日) 

10/26 
(日) 

10/29 
(水) 

【小単元 10】総力戦と第一次世界大戦の国際協調体制 
pp.92-107 

(pp.92-109) 

【小単元 11】大衆社会の形成と社会運動の広がり 
pp.108-111 

(pp.110-113) 

【小単元 12】国際協調体制の動揺① 

～第二次世界大戦の勃発前～ 

pp.112-121 

(pp.114-123) 

【小単元 13】国際協調体制の動揺② 

～第二次世界大戦の展開～ 

pp.122-127 

(pp.124-129) 

４ 
11/9 

(日) 

11/2 

(日) 

11/5 

(水) 
【小単元 14】第二次世界大戦後の国際秩序と日本の国際社会

の復帰 

pp.128-135 

(pp.130-135) 

【小単元 15】現代的な諸課題の形成に関わる国際秩序の変化

や大衆化の歴史 

pp.136-141 

(pp.136-139) 

単元Ⅳ 

グローバ

ル化と 

私たち 

【小単元 16】グローバル化への問い 
pp.142-149 

(pp.142-145) 

５ 
11/26 
(水) 

11/9 
(日) 

11/12 
(水) 

【小単元 17】国際政治の変容 
pp.150-157 

(pp.146-155) 

【小単元 18】世界経済の拡大と経済成長下の日本の社会 
pp.158-169 

(pp.156-169) 

【小単元 19】市場経済の変容と課題 
pp.170-177 

(pp.170-181) 

６ 
12/7 
(日) 

11/26 

(水) 

11/30 

(日) 
【小単元 20】冷戦終結後の国際政治の変容と課題 

pp.178-191 

(pp.182-205) 
12/3 

(水) 

12/7 

(日) 【小単元 21】歴史的な経緯を踏まえた現代的な諸課題の理解 
pp.192-197 

(pp.206-211) 

【試験前講習】歴史総合の学習内容の振り返り  
12/10 
(水) 

12/14 
(日) 

 ※学習の進め方のイメージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○【小単元３・９・16】では，問いを表現す

ることで，単元ごとの課題意識をもち，学

習を進めていきます。 

○【小単元８・15】では，【小単元３・９】で

表現した問いを考察したり，近現代の歴史

と「答えのない」現代の諸課題を結びつけ

て考察したりして，単元を振り返ります。 

○【小単元 21】では，歴史総合全体のまとめ

として，現代的な諸課題について，諸資料

を活用し探究する活動を行います。 



              年 間 学 習 計 画 表    

青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：地理歴史 科目：日本史探究   

単位数： 

   前期２  後期２ 
履修年次： 

 ３年次 

レポート枚数： 

 前期６  後期６ 

必要時間数:： 

前期３    後期３ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 
・日本の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに、諸資料から日本の歴史に

関する様々な情報を適切かつ効果的にまとめる技能を身に付ける。 

・日本史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などについて現在とのつながりなどに着目して多面的・多角的に考察したり、歴史に見

られる課題を把握し、解決を視野に入れて考察する力を養う。 

・よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探求しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して自国の歴史や文化と

ともに他国のなりたちや歴史、文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

使用教材・副教材 日本史探究（東京書籍）・日本史探究学習書（ＮＨＫ出版） 

 

２ 学習計画 

学

期 

 

 

単 元  

 

 

学  習  内  容 

 

 

スクーリング 

実 施 日 

 

レポート

No・ 

期限日 

 

評価の観点  

 

評価方法 

知 識 

技 能 

思 考 

判 断 

表 現 

主体的に

学習に取

り組む態

度 
日 水 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第１編 

先史・古代の

日本と東アジ

ア 

第１章 先史社会の生活

と文化 

第２章 歴史資料と先

史・古代の展望 

第３章 古代社会の形成

と展開 

・先史社会の生活と文化について資料を基に 

理解しよう。 

・古代国家の形成と展開、文化の特色を資料 

をもとに理解し、また、その成立の背景につ 

いて東アジア世界と関連付けて考えよう。 

・東アジア世界との関係の変化、荘園・公領 

の動きや武士の台頭など諸地域の動向に着 

目して理解しよう。 

5/11 

5/18 

5/14 

5/21 

１ 5/21  

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

・試験 

 

 

・レポート 

 内容の理解・関心 

技能 

表現 

 

 

 

・スクーリング 

 参加の姿勢 

取組状況 

表現方法 

 

6/ 8 

 

6/11 

 

２ 6/11  

○ 

 

◎ 

 

○ 

第２編 

中世の日本と

社会 

第１章 中世社会の成立 

第２章 歴史資料と中世

社会 

第３章 中世社会の展開 

 

・中世国家の形成過程や社会の仕組み、文化

の特色を資料をもとに理解し、また、その成

立の背景について考えよう。 

・東アジアとの関係や庶民文化の萌芽に着目

して、中世社会の展開について理解しよう。 

6/22 6/18 ３ 

 

6/22  

◎ 

 

○ 

 

○ 

6/29 

 

6/25 

 

４ 6/29  

○ 

 

◎ 

 

○ 

第３編 

近世の日本と

世界① 

第１章 近世社会の形成 

第２章 歴史資料と近世

の展望 

第３章 近世社会の展開 

・ヨーロッパ世界との接触やアジア各地との 

関係について考え、また、織豊政権と幕藩体 

制について理解しよう。 

・江戸時代の都市や農村漁村における生活や

文化の特色を資料をもとに理解し、また、そ

の成立の背景について考えよう。 

7/ 6 7/ 2 ５ 

 

 

7/ 6  

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

7/13 

 

7/ 9 ６ 

 

7/13  

◎ 

 

○ 

 

○ 

前期まとめ 

 

前期リポート 

№１～６の復習 

・配付された試験前講習プリントを使って復

習しよう。 

7/20 7/16  

  

○ 〇 ◎ 

 評  価 観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいてＡＢＣで評価します。評定は、各観点別評価（ＡＢＣ）にもとづいて５段階で評価します。 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

期 

 

 

 

 

 

 

期 

第３編 

近世の日本と

世界② 

４ 近世社会の成熟と幕藩

体制の動揺 

・幕藩体制の変容の背景を考え、また近代化 

の基盤が形成されたことについて理解しよ 

う。 

10/12 10/15 ７ 10/15  

◎ 

 

○ 

 

○ 

 

・試験 

 

 

・レポート 

 内容の理解・関心 

技能 

表現 

 

 

 

・スクーリング 

 参加の姿勢 

取組状況 

表現方法 

 

第４編 

近現代の地

域・日本と世

界 

第１章 近代社会の幕開

け 

第２章 歴史資料と近現

代の展望 

第３章 近現代社会の展

開 

第４章 現代の日本の課

題の探究 

・開国と幕府の滅亡、欧米文化の影響や国際 

環境の変化、自由民権運動と立憲体制の成立 

について資料を理解しよう。 

・政党政治の発展と大衆社会の特色について

理解しよう。 

・国際社会の動向、アジア近隣諸国と関連付 

けて第一次世界大戦および第二次世界大戦 

について理解しよう。また、大戦が日本及び 

国際社会に及ぼした影響について考えよう。 

 

・戦後の我が国の再出発おびその後の政治や

対外関係の推移について、国際社会の動向と

関連付けて理解しよう。 

・日本経済の発展と国民生活の変化について

理解しよう。また、国際社会における日本の

役割を考えよう。 

10/19 

 

10/22 

 

８ 

 

10/22  

○ 

 

◎ 

 

 

○ 

10/26 10/29 ９ 

 

10/29  

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

11/ 2 11/ 5 10 11/ 5  

○ 

 

◎ 

 

○ 

11/16 

11/30 

11/19 

11/26 

11 11/30  

 ○ 

 

 ◎ 

 

○ 

12/ 7 12/ 3 12 

 

 

 

12/ 7  

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

後期まとめ 

 

後期リポート 

№７～１２の復習 

配付された試験前講習プリントを使って復

習しよう。 

12/14 12/10  

 

  ○ 〇  ◎ 

 評  価 観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいてABCで評価します。評定は、各観点別評価（ABC）にもとづいて５段階で評価します。 

 ＊評価の観点  

知識・技能･･･日本の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに、諸資料から日本の歴史に関する様々な 

      情報を適切かつ効果的にまとめる技能を身に付けている。 

  思考・判断・表現･･･日本史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などについて現在とのつながりなどに着目して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課 

題を把握し、解決を視野に入れて考察している。 

  主体的に学習に取り組む態度･･･よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探求しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して自国の歴史や文化

とともに他国のなりたちや歴史、文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めている。  



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：地理歴史 
科目：世界史探究 

※｢歴史総合｣単位修得者のみ選択可 
履修年次：３年次 単位数： 

前期 ２ 

後期 ２ 
レポート枚数： 

前期 ６ 

後期 ６ 
必要時間数： 

前期 ３ 

後期 ３ 
１ 学習目標 

学 習 目 標 

(1)世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解するとともに，諸資料から世

界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2)世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現代世界とのつなが

りなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする

力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3)世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うと

ともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を

尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

使用教材・副教材 教科書：世界史探究（東京書籍），学習書：世界史探究（ＮＨＫ出版） 

２ 学習計画 

学
期 

単元 小単元 教科書 
レポート 

スクーリング実施日 評価方法 

番号 期限日 

前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

単元Ⅰ 

世界史への

まなざし 

【小単元１】日常生活と世界の歴史の関連性 pp.8-10 

１ 
5/18 
（日） 

5/11 
（日） 

5/14 
（水） 

◎レポートやスクーリン
グの取組状況を基に，各単
元を，以下の３つの観点ご
とにＡ・Ｂ・Ｃで評価しま
す。 
〇知識・技能 

世界の歴史の大きな枠組

みと展開に関わる諸事象

について，地理的条件や日

本の歴史と関連付けなが

ら理解しているとともに，

諸資料から世界の歴史に

関する様々な情報を適切

かつ効果的に調べまとめ

ている。 

〇思考・判断・表現 

世界の歴史の大きな枠組

みと展開に関わる事象の

意味や意義，特色などを，

時期や年代，推移，比較，

相互の関連や現代世界と

のつながりなどに着目し

て，概念などを活用して多

面的・多角的に考察した

り，歴史に見られる課題を

把握し解決を視野に入れ

て構想したりする力や，考

察，構想したことを効果的

に説明したり，それらを基

に議論したりしている。 

〇主体的に学習に取り組
む態度 

世界の歴史の大きな枠組

みと展開に関わる諸事象

について，国家及び社会の

形成者として，よりよい社

会の実現を視野に課題を

主体的に探究しようとし

ている。 

 

◎評定は，各単元の評価結
果と試験結果を，観点ごと
にＡ・Ｂ・Ｃで総括し，そ
の結果を５～１の５段階
で算出します。 

【小単元２】人類の歴史と地球環境との関わり pp.11-14 

単元Ⅱ 

諸地域の歴

史的特質の

形成 

【小単元３】諸地域の歴史的特質への問い pp.15-21 

【小単元４】古代文明の歴史的特質 pp.22-34 

【小単元５】西アジアと地中海周辺の歴史的特質 pp.35-64 ２ 
6/8 

（日） 
5/18 
（日） 

5/21 
（水） 

【小単元６】南アジアと東南アジアの歴史的特質 pp.65-77 

３ 
6/18 
（水） 

6/8 
（日） 

6/11 
（水） 

【小単元７】東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質 pp.78-99 

【小単元８】単元Ⅱのまとめ・振り返り  

単元Ⅲ  

諸地域の 

交流・再編 

【小単元９】諸地域の交流・再編への問い pp.105-111 

４ 
6/25 
（水） 

6/18 
（水） 

6/22 
（日） 【小単元 10】海域と内陸にわたる諸地域の広がり pp.112-166 

【小単元 11】諸地域の交易の進展とヨーロッパの進出 pp.167-185 

５ 
7/2 

（水） 
6/25 
（水） 

6/29 
（日） 【小単元 12】アジア諸地域の特質 pp.186-201 

【小単元 13】主権国家体制の形成と地球規模での 

交易の拡大 
pp.202-224 

６ 
7/13 
（日） 

7/2 
（水） 

7/6 
（日） 

【小単元 14】単元Ⅲのまとめ・振り返り  
7/9 

（水） 
7/13 
（日） 

【前期試験前講習】前期の学習内容の復習 
 7/16 

（水） 
7/20 
（日） 

後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

単元Ⅳ 

諸地域の 

結合・変容 

【小単元 15】諸地域の結合・変容への問い pp.225-231 

７ 
10/19 
（日） 

10/12 
（日） 

10/15 
（水） 【小単元 16】国民国家と近代民主主義社会の形成 pp.232-258 

【小単元 17】世界市場の形成とアジア諸国の変容 pp.259-271 ８ 
10/26 
（日） 

10/19 
（日） 

10/22 
（水） 

【小単元 18】世界分割の進展とナショナリズムの高まり pp.272-297 

９ 
11/2 
（日） 

10/26 
（日） 

10/29 
（水） 【小単元 19】第一次世界大戦の展開と諸地域の変容 pp.298-317 

【小単元 20】国際関係の緊張と対立 pp.318-325 

10 
11/16 
（日） 

11/2 
（日） 

11/5 
（水） 

【小単元 21】第二次世界大戦の展開と諸地域の変容 pp.326-336 

【小単元 22】単元Ⅳのまとめ・振り返り  

単元Ⅴ 

地球世界の

課題 

【小単元 23】冷戦下での平和の模索と諸地域の変容 pp.350-362 

11 
11/26 
（水） 

11/16 
（日） 

11/19 
（水） 【小単元 24】冷戦の変容・終結と経済のグローバル化 pp.363-377 

【小単元 25】グローバル化による世界の変容と 

地球的課題 
pp.378-385 

12 
12/7 
（日） 

11/26 
（水） 

11/30 
（日） 

【小単元 26】21世紀の地球的課題の理解 ※探究活動 pp.386-389 
12/3 
（水） 

12/7 
（日） 

【後期試験前講習】後期の学習内容の復習  
12/10 
（水） 

12/14 
（日） 

 



              年 間 学 習 計 画 表 

青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科： 公   民 科目：公 共   履修年次：１年次   

 

単位数：前期 １ 

後期 １ 

レポート枚数：前期３  

後期３ 

必要時間数：前期 ２ 

後期 ２ 

 

１ 学習目標 

学習目標 
１ 現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断の手掛かりとなる概念や理論について理解し、諸資料から倫理的主体として必要となる情報を調べ 

まとめる能力を身につける。 

２ 現代社会の諸課題の解決に向けて、公正に判断できる力や、構想したことを議論する力を養う。 

３ 現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や公共的な空間に生き国民主権を担う公民としての自覚を深める。 

使用教材・副教材 公共（東京書籍）・公共学習書（NHK 出版） 

 

２ 学習計画 

学

期 

 

 

単 元 

 

 

学習内容 

 

 

 

 

スクーリング 

実施日 

 

レポート 

No・期限日 

 

 

 

評価の観点  

 

 

評価方法 

 

知識 

技能 

 

思考 

判断 

表現 

 

主体的に

学習に取

り組む 

態度 日 水 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第１部「公共」のと
びら 
第 1 章  
公共的な空間をつく
る私たち―社会のな
かの自己 

 

１ 現代社会に生きる青年 

２ 社会的な関係のなかで 

生きる人間 

 

 

・青年期の特徴と発達課題、個人・
社会・伝統と文化の視点から人間
のあり方について理解する。 

・自己形成と社会形成に主体的に参
画することの意義について考察
する。 

 

 

 

 

 

5/18 

 

 

 

 

5/21 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

5/21 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 ○ 

○レポート、スクーリングの取組 

状況、前期試験を基に以下の３

つの観点ごとに A・B・C で評価

します。 

 

【知識・技能】 

・現実社会の課題を捉え、選択・判

断するための考え方について理

解している。 

【思考・判断・表現】 

・現実社会の課題の解決に向けて、

選択・判断の手掛かりとなる考え

方を活用し判断や表現ができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・知識・技能、思考力・判断力・表

現力を身に付けるため、学習に粘

り強く取り組んでいる。 

・レポートの提出期限を守ることが

できる。 

 

 

 

 

第２章  

公共的な空間におけ

る人間としての在り

方生き方―共に生き

るための倫理 

１ 功利主義と幸福の原理 

２ 義務論と公正の原理 

・現代の諸課題について判断し、選
択する際の考え方として、功利主
義と幸福の原理や義務論と公正
の原理を理解する。 

・先人の思想を手がかりに課題解決
の方法について考察し表現する。 

 

第３章 公共的な空

間における基本的原

理―私たちの民主的

な社会 

 

１ 公共的な空間における 
  協働とは 
２ 民主主義とは 
３ 立憲主義とは 
４ 人権保障の意義と展開 

・公共的な空間における基本的原理
である民主主義、法の支配と立憲
主義、人間の尊厳と平等などの意
義について理解する。 

・公共的な空間の基本原理を実現す
る上での課題について考察し表
現する。 

 

 

 

 

6/1 

6/29 

 

 

 

 

 

 

 

 

6/4 

6/25 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

6/29 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 
第２部 自立した主
体として社会に参画
する私たち 
第１章  
民主政治と私たち 
 

１ 私たちの民主政治 
２ 地方自治の仕組みと役割 
３ 国会の仕組みと役割 
４ 内閣の仕組みと役割 
５ 政治参加と選挙 
６ 政党と利益集団 
７ メディアと世論 

・身近に存在する政治に気がつくと
ともに、民主主義にかかわる制度
や活動の意義について理解する。 

・地方政治、国政に関する課題につ
いて、民主政治や民意の反映など
の視点から考察し表現する。 

第２章 
法の働きと私たち 

１ 法の規範の意義と役割 
２ 市民生活と私法 
３ 国民の司法参加 

・法の意義と役割、市民生活におけ
る法と契約、消費者の権利と責
任、司法のしくみと司法参加の意
義などについて、実際の社会生活
と関連させながら理解する。 

・法の意義と役割、消費者の権利と
義務、司法参加などにかかわる課
題について考察し表現する。 

  

 

7/6 

 

 

7/2 

      

 

３ 

 

 

7/6 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

前期まとめ 前期レポートの復習 配布された試験前講習プリントを
使って復習する。 

 7/13 7/9 

 

    

 

  

評  価 
レポート・スクーリング・試験の取組を３つの観点ごとにＡＢＣで評価します。評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出し

ます。 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

期 

 

 

 

 

期 

第３章 

経済社会で生き

る私たち 

１ 現代の経済と市場 
２ 市場経済における金融

の働き 
３ 財政の役割と持続可能

な社会保障制度 

・経済活動の意義、経済主体と経済
循環、グローバル化のなかの経済
活動の動きについて、実際の社会
生活と関連させながら理解する。 

・経済のしくみや動向について、基
礎的理解をもとに経済に関する
政策課題、社会保障にかかわる課
題について考察し表現する。 

 

 

10/12 

10/19 

 

10/15 

10/22 

 

４ 

 

 

 

10/22 

 

 ◎ 

 

 

  ○ 

 

 

 ○ 

 

○レポート、スクーリングの取組 

状況、前期試験を基に以下の３

つの観点ごとに A・B・C で評価

します。 

 

【知識・技能】 

・現実社会の課題を捉え、選択・判

断するための考え方について理

解している。 

【思考・判断・表現】 

・現実社会の課題の解決に向けて、

選択・判断の手掛かりとなる考え

方を活用し判断や表現ができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・知識・技能、思考力・判断力・表

現力を身に付けるため、学習に粘

り強く取り組んでいる。 

・レポートの提出期限を守ることが

できる。 

 

 

第４章 

私たちの職業生

活 

１ 働くことの意義と職業
選択 

２ 労働者の権利と雇用・ 
労働問題 

・資本主義における労働者の権利と
法、雇用環境の変化と労働問題に
ついて、実際の職業や労働のあり
方と関連させて理解する。 

・職業選択を自らの課題として、ま
た労働と雇用にかかわる諸問題
について考察し表現する。 

 

 

 

 

11/2 

 

 

 

 

 

 

11/5 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

11/5 

 

 

 

 

  

 

 ○ 

 

 

 

 

  

 

 ◎ 

 

  

 

  

 ○ 

 

 第５章 

国際社会のなか

で生きる私たち 

１ 国際社会のルールとし 
くみ 

２ 国際社会と平和主義 
 

 

・国際社会の成立とその特色、国際 
法の意義と役割、国際社会の主体
の変化などについて理解し、実際
国際的な事象と関連させながら
考察し表現する。 

３ 国際平和への課題 
４ グローバル化する国際 

経済 

・集団安全保障としての国際連盟、 
国際連合の成立とそのしくみ、安
全保障、さまざまな役割と課題に
ついて、実際の国際的な事象と関
連させながら理解する。 

・グローバル化する国際経済のもた
らしている諸課題について、身近
な生活の視点も含めて考察し表
現する。 

 

 

 

12/7 

 

 

12/3 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

12/7 

 

  

 

 ◎ 

 

  

 

 ○ 

 

 

 

 ○ 

後期まとめ 後期レポートの復習 配布された試験前講習プリントを
使って復習する。 

12/14 12/10       

 

 評  価 
レポート・スクーリング・試験の取組を３つの観点ごとにＡＢＣで評価します。評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出し

ます。 

  



 

年 間 学 習 計 画 表 
   青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：公 民 科目：倫 理 履修年次： 
２年次 

３年次 

 

単位数：２ 
 

   レポート枚数：６ 

 

必要時間数：３ 

       

１ 学習目標 

学 習 目 標  

・人間の在り方生き方を自己とのかかわりから、代表的な先哲の思想等を手がかりとして広い視野に立って考えることができる。 

・西洋における近代化の人間尊重や理性中心の流れから、現代の世界観の変容について、多面的に考察できる。 

・日本人にみられる人間観・自然観・宗教観などの特質について、多面的に考察できる。 

・「人間の尊厳と生命への畏敬」や「自然と科学技術」や現代の諸事象について、主体的に課題を見いだし、探究できる。 

使用教材・副教材 教科書：倫理（東京書籍）、学習書： 倫理（ＮＨＫ出版） 

２ 学習計画 

単 元 学習内容 

前   期 後   期 
評価の観点 

評 価 方 法 

ス ク ー リ ン グ 

実 施 日 
レポート 

ス ク ー リ ン グ 

実 施 日 

 

レポート 

知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的

に学習

に取り

組む態

度 

日 水 № 期限日 

 

 

日 

 

 

水 

 

 

№ 

 

 

期限日 

第 1編 現代

に生きる自己

の課題と人間

としてのあり

方生き方 

 

第１章  

人間の心の在

り方 

第２章  

さまざまな人生

観・倫理観・世界

観Ⅰ 

第 1章 

１人間とは何か 

第 2章 

１哲学すること 

２ギリシャの思想 

・青年期の特徴を知り、課題を把握する。欲求と 

適応、パーソナリティについて考察する。 

・古代ギリシャの精神活動や世界観を考察する。 

・ソクラテスやプラトンやアリストテレスの思想

を考察し思索を深める。 

 

5/11 

 

 

5/14 

 

１ 5/14 

 

 

10/5 

 

 

10/8 

 

 

１ 

 

 

10/8  

 

○ ◎ ○ 

①レポートの取組 

②スクーリングの取組 

③ 前期試験 

  後期試験 

 

 

（評価規準） 

・他者と共によりよく

生きる人間の在り方

を選択・判断するた

めの考え方について

理解している。 

・他者と共によりよく

生きるための課題に

ついての選択・判断

の手がかりとなる考

え方を活用し、公正

な判断や適切な表現

ができる。 

・知識・技能、思考力・

判断力・表現力を身に

付けるため粘り強く

学習に取り組んでい

る。 

・レポートの提出期限

を守ることができ

る。 

 

３宗教と社会 

４キリスト教 

５イスラーム 

６仏教 

７中国の思想 

８芸術 

・キリスト教について、愛の教えを中心に理解す

る。 

・イスラームの成立、教えを理解する。 

・仏教について、縁起を中心に理解する。 

・孔子をはじめとする儒家や道家の思想を理解す

る。 

5/18 

6/1 

5/21 

6/4 
２ 6/4 

 

 

10/12 

10/19 

 

 

 

10/15 

10/22 

 

 

 

２ 

 

 

10/22 

 ◎ ○ ○ 

第３章  

さまざまな

人生観・倫理

観・世界観Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

第４章  

国際社会に

生きる日本

人としての

自覚 

 

 

 

 

 

 

第 2 編 

現代の諸課

題と倫理 

第 3章 

１近代と人間尊重の精   

 神 

２近代思想の展開 

３人格の尊厳と人倫の

思想 

４社会変革の思想 

５理性への疑念 

 

・西洋の近代化にもとづく現代に通じる人間尊重

の特質を歴史的背景をふまえて理解する。 

・ベーコンとデカルトの思想について、両者の共

通点と相違点や、現代の価値観に与えた影響に

ついて考察する。 

・カントの思想を自由と人格を中心に考察する。 

・自由と幸福、社会について、ヘーゲル、ベンサ

ムとミルから考察する。 

・実存主義の思想を手がかりに近代の人間観や世

界観の変容について考察する。 

 

 

6/8 

 

 

 

 

 

6/11 

 

 

 

３ 6/11 

 

 

 

 

10/26 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/29 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

10/29 

 
○ ◎ ○ 

６ 人間観・言語観の

問いなおし 

７ 他者・自然とのか

かわり 

 

第 4章 

１日本人の精神風土 

・ハイデッガー、ヤスパース、サルトルの思想

について、それぞれの人間観や世界観の特徴

を多面的・多角的に考察する。 

・「他者」への視点からアーレントやフランクフ

ルト学派等の思想について理解し比較しなが

ら多面的・多角的に考察する。 

・日本人の生き方、宗教観・倫理観について考察

する。 

 

6/22 

6/29 

 

 

 

6/18 

6/25 

 

 

４ 6/29 

 

 

11/2 

11/9 

 

 

11/5 

11/12  

 

４ 

 

11/12 ○ ◎ ○ 

２仏教と日本人の思想

形成 

３儒教と日本人の思想

形成 

４国学の思想 

５庶民の思想 

６西洋思想と日本人の

近代化 

・日本の仏教の変遷から教義や特色を理解し、内

面化の過程を理解する。 

・儒教が、江戸時代から日本化され影響力を持っ

ていく過程を理解する。 

・国学や庶民の思想を理解し、日本人としての生

き方や社会の在り方を思索する。 

・明治の近代化や日本の独自の思想について理解

する。 

 

7/6 

 

 

7/2 

 

５ 7/6 

 

 

 

11/30 

 

 

 

11/26  

 

 

 

５ 

 

 

 

11/30  ◎ ○ ○ 

７国際社会に生きる 

 日本人の自覚 

第 2編 

１生命 ２自然 

３科学技術 ４福祉 

５文化と宗教 

６戦争と平和 

課題探究学習 

生命科学や先端医療の問題、環境倫理の問題、

情報社会の問題、家族の変化の問題、地域社会の

変容の問題、文化と宗教の多様性、国際社会の問

題 

 

7/13 

 

 

7/9 

 

６ 7/13 

 

 

12/7  

 

 

12/3  

 

 

６ 

 

 

12/7 

 

○ ◎ ◎ 

復習 まとめ ・問題演習 
 

7/20  

 

7/16   

  

12/14  

 

12/10  

 
   

評  価 レポート・スクーリング・試験の取組を３つの観点ごとにＡＢＣで評価します。評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

＊評価の観点 

 知識・技能 …… 現代の倫理的課題を捉え考察し、選択・判断するための手がかりとなる概念や理論について理解しているとともに、諸資料から、倫理的主体として活動するために必要と 

なる情報を適切かつ効果的に調べまとめている。  

思考・判断・表現 …… 他者と共によりよく生きる自己の確立について、課題を発見し思索を深めている。また良識のある公民としての広い視野に立つことで、主体的・公正な判断、適切
な方法で表現できる。 

主体的に学習に取り組む態度……現代の倫理的課題について他者と共によりよく生きる人間の在り方を探究しようとしている。また知識・技能、思考力・判断力・表現力を身に付けるため 

粘り強く学習に取り組んでいる。 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：公 民 科目：政治・経済 履修年次： 
２年次 

３年次 
単位数： ２ 

レポート枚数： 前期６ 

後期６ 

必要時間数： 前期３ 

後期３ 

１ 学習目 

学 習 目 標  

・選択・判断の手掛かりとなる概念や理論、及び政治、経済に関わる現代の諸課題について理解するとともに、諸資料から様々な情報を適切か

つ効果的に調べまとめる能力を身に付ける。 

・現代の政治、経済、国際関係に関する諸課題について、解決に向けて公正に判断する力や、構想したことを議論する力を養う。 

･公民として、よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決する自覚を深める。 
使用教材・副教材 教科書：政治・経済（東京書籍）、学習書：政治・経済（ＮＨＫ出版） 

２ 学習計画 

単 

元 
学  習  内  容 

前    期 後   期 評 価 方 法 

スクーリング 

実 施 日 
レポート 

スクーリング 

実 施 日 
レポート 

知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主 体 的

に 学 習

に 取 り

組 む 態

度 

 

日 水 
№ 期限日 

日 水 
№ 期限日 

第

１

編 

現

代

日

本

の

政

治

と

経

済 

第１章 

現代日本の政治 

１節 

民主政治の基本原理 

 

・民主政治の基本的な原理につい

て、その成り立ちを歴史的な観点か

ら考えよう。 

・世界の主な政治体制について比較

しながら、理解しよう。 
5/18 5/21 １ 5/21 10/12 10/15 １ 10/15 ◎ 〇 〇 

・試験 

 

 

・レポート 

 内容の理解・

関心 

技能 

表現 

 

 

 

・スクーリング 

 参加の姿勢 

取組状況 

表現方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２節 

日本国憲法の基本原理 

 

・日本国憲法の制定過程や基本原理

について歴史的経緯を踏まえて学

習しよう。 

・日本国憲法の特徴と問題点につい

て理解しよう。 6/ 1 

6/ 8 

6/ 4 

6/11 
２ 6/11 

10/19

10/26 

10/22 

10/29 
２ 10/29 〇 ◎ ○ 

３節  

日本の政治機構 

・国会、内閣、裁判所のはたらきを理解し、

憲法の理念との関係から考えよう。 

・地方自治の制度について、具体的な事例

に即して理解しよう。 

6/22 6/18 ３ 6/22 11/ 2 11/ 5 ３ 11/ 5 〇 ◎ ○ 

第４節 

現代政治の特質と課題 

 

・選挙制度について学び、将来の有

権者としてどうあるべきか考えよ

う。 

・政党やマスメディアの役割と問題

点について考えよう。 

第２章現代日本の経済 

１節 

現代の資本主義経済 

・資本主義経済の発展・変容、現代

資本主義の内容を学習しよう。 

 

２節  

現代経済のしくみ 

・経済のしくみを理解し、財政の役

割について考えよう。 
6/29 6/25 ４ 6/29 11/16 11/19 ４ 11/19 ◎ 〇 〇 ３節 

日本経済の発展と現状 

4 節 

福祉社会と日本経済の

課題 

第３章 

現代日本の諸課題 

・日本経済の現状やその課題につい

て考えよう。 

 

・労働問題・労使関係、社会保障制

度を理解し、それらの課題について

考えよう。 

7/ 6 7/ 2 ５ 7/ 6 11/30 11/26 ５ 11/30 〇 ◎ ○ 
第

２

編

グ

ロ

｜

バ

ル

化

す

る

国

際

社

会 

第１章 

現代の国際政治 

１節  

国際政治のしくみ 

２節 

複雑化する国際政治と

日本 

・国際政治の変遷や動向について関

心を高め、日本の地域社会での役割

について考えよう。 

7/13 7/ 9 ６ 7/13 12/ 7 12/ 3 ６ 12/ 7 〇 ◎ 〇 

第２章 

現代の国際経済 

１節 

国民経済と国際経済 

２節 

世界経済の現状と課題 

第３章 

国際社会の諸課題 

・現代の国際経済の諸課題を追究

し、望ましい解決の在り方について

考察しよう。 

復

習 
学習事項のまとめ 

配布された試験前講習プリントを

使って復習しよう。 
7/20 7/16  12/14 12/10  〇 〇 ◎ 

  評  価 観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいてＡＢＣで評価します。評定は、各観点別評価（ＡＢＣ）にもとづいて５段階で評価します。 

＊評価の観点 

   知識・技能･･･選択・判断の手掛かりとなる概念や理論、及び政治、経済に関わる現代の諸課題について理解しているとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的

に調べまとめている。 

   思考・判断・表現･･･現代の政治、経済、国際関係に関する諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断した

り、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論している。 

   主体的に学習に取り組む態度･･･公民として、よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 
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前期：２ 前期：６ 前期：３

後期：２ 後期：６ 後期：３

１　学習目標

２　学習計画

単元 教科書ページ
（学習書ページ） 内容 日 水 No. 期限日 知識

技能

思考
判断
表現

主体的に
学習に取り
組む態度

p.4～p.18
（なし）

１．整数の計算
２．小数・分数の計算

5/18 5/21 1 5/21 ○ ○

p.19～p.29
（なし）

３．計算の利用
４．正負の数の計算

6/1 6/4 2 6/4 ○ ○ ○

p.32～p.57
（p.8～p.45）

１節　文字と式
２節　実数

6/8 6/11 3 6/11 ○ ○

p.58～p.71
（p.46～p.59）

３節　方程式と不等式 6/29 6/25 4 6/29 ○ ○ ○

p.74～p.91
（p.62～p.86）

１節　２次関数とそのグラフ 7/6 7/2 5 7/6 ○ ○

p.92～p.101
（p.87～p.94）

２節　２次関数の値の変化 7/13 7/9 6 7/13 ○ ○ ○

レポートNo.1～No.6の復習 7/20 7/16

p.104～o,116
（p.96～p.111） １節　鋭角の三角比 10/5 10/8 7 10/8 ○ ○

p.117～p.121
（p.112～p.121） ２節　三角比の応用１ 10/12 10/15 8 10/15 ○ ○

p.122～p.127
（p.122～p.124）

２節　三角比の応用２
　　　④鈍角の三角比～

10/19 10/22 9 10/22 ○ ○ ○

p.130～p.141
（p.126～p.148） １節　データの分析１ 11/2 11/5 10 11/5 ○ ○

p.142～p.147
（p.149～p.153）

１節　データの分析２
　　　⑥相関関係～

11/30 11/26 11 11/30 ○ ○ ○

５章

　集合と論証

p.150～p.160
（p.156～p.174） １節　集合と論証 12/7 12/3 12 12/7 ○ ○ ○

レポートNo.7～No.12の復習 12/14 12/10

３　評価

　スクーリング，レポート，試験を評価対象とします。特に，レポート・試験は観点別学習状況の評価として，ＡＢＣの３つの段階で評価します。

　これをもとに総括し，評定に換算します。

数の計算

１章

　数と式

２章

　２次関数

前期試験前講習

後期試験前講習

ｽｸｰﾘﾝｸﾞ実施日

年　間　学　習　計　画　表

教科：数学 科目：数学Ⅰ 履修年次：１年次 単位数 レポート枚数
必要出席
時間数

方程式と不等式，２次関数，三角比，データの分析，集合と論証について理解し，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，
的確に活用する能力を伸ばし，数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。

教科書：新数学Ⅰ・新数学Ⅰ 解答編（東京書籍）　　　　　学習書：新数学Ⅰ（ＮＨＫ出版）

学
期

前
　
　
　
期

学習内容

学習目標

使用教材・副教材

後
　
　
　
期

４章

　データの分析

３章

　三角比

○基本的な判定
　Ａ：十分満足できる状況
　Ｂ：おおむね満足できる状況
　Ｃ：努力を要する状況

○観点別学習状況の評価について

【知識・技能】

Ａ：基礎的な知識の習得状況，概念
　　的な理解の定着状況が大変良好
　　である。
Ｂ：基礎的な知識の習得状況，概念
　　的な理解の定着状況が良好であ
　　る。

【思考・判断・表現】

Ａ：Ｂに加えて，根拠を明確にして
　　自分の考えをまとめている。
Ｂ：自分の考えを，言葉や数，式，
　　図，表，グラフなどを用いて
　　数学的に表現し課題に取り組ん
　　でいる。

【主体的に学習に取り組む態度】

Ａ：Ｂに加えて，数学的に考える
　　ことの良さを記述したり，
　　これからの学習目標や見通し
　　を立てたりしている。
Ｂ：自分の取組状況の良い点，改善
　　すべき点を自覚した振り返りが
　　できている。問題点を改善する
　　ために，これまでの学習内容を
　　意識し，数学的に試行錯誤しな
　　がら取り組んでいる。

評価の目安

評価の観点レポート



               年 間 学 習 計 画 表  
青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

       

※履修条件・数学Ⅰを修得していること。 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 
方程式・式と証明・図形と方程式・いろいろな関数及び微分・積分の考えについて理解させ基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通じて、数学的に考える資質・能力を育成する。 

使用教材・副教材 教科書 ： 新数学Ⅱ・新数学Ⅱ（解答編）（東京書籍）   学習書 ： 新数学Ⅱ（ＮＨＫ出版） 

 

２ 学習計画 

学

期 

 

 

単元  

 

 

学 習 目 標    ・    学 習 内 容 

 

スクーリング 

実 施 日 

 

レポート 

 

評価の観点  

 

評価方法 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 日 水 No 
提出 

期限日 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第１章 

方程式 

・式と証

明 

 

 

 

１節 式の計算 3 次の乗法公式と因数

分解、二項定理、分数

式とその計算 

5/18 

 

5/21 

 

１ 

 

6/1 

 
○ ○ ○ 

・前期試験 

(または後期試験) 

 

 

 

 

・レポート 

 

●内容をよく理

解できているか。 

 

●提出期限を守

っているか。 

 

 

 

 

 

 

スクーリングで

の取り組み状況 

 

●積極的に出席

したか。 

２節 ２次方程式 

 

複素数、２次方程式 

解と係数の関係 6/1 6/4 

 

2 

 

6/11 ○ ○ ○ 

３節 高次方程式 

４節 式と証明 

整式の除法、因数定理

高次方程式、等式の証

明、不等式の証明 

6/8 6/11  ３ 6/18 ○ ○ ○ 

第２章 

図形と

方程式 

 

 

 

１節 座標と直線の方程式 

 

直線上の点の座標、平

面上の点の座標、直線

の方程式、２直線の関

係 

6/22 6/18  ４ 6/29 ○ ○ ○ 

２節 円の方程式 

３節 軌跡と領域 

円の方程式、円と直線 

不等式の表す領域、連

立不等式の表す領域 

 

 

6/29 

 

6/25 ５ 7/6 ○ ○ ○ 

第３章 

三角関

数 

 

１節 三角関数 一般角、三角関数、三

角関数の相互関係、三

角関数のグラフ、三角

関数の性質 

7/6 7/2 ６ 7/13 ○ ○ ○ 

前期の

まとめ 

前期レポートNo.１～６の 

復習 

 7/13 

7/20 

7/9 

7/16 
    ○ 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

期 

 ２節 加法定理 加法定理、加法定理の

応用、弧度法 

 

10/12 

 

 

10/15 

 

７ 10/22 ○ ○ ○ 

第４章 

指数関

数と対

数関数 

１節 指数関数 

 

指数の拡張、累乗根、

指数関数とそのグラフ 10/19 10/22 ８ 10/29 ○ ○ ○ 

２節 対数関数 対数、対数の性質、対

数関数とそのグラフ、

常用対数 
10/26 10/29 ９ 11/5 

 

○ 
○ ○ 

第５章 

微分と

積分 

１節 微分係数と導関数 

 

 

平均変化率、微分係数 

導関数、接線 11/2 11/5 10 11/16 ○ ○ ○ 

２節 導関数の応用 

 

 

関数の増加・減少、関

数の極大・極小、関数

の最大・最小 

11/16 11/19 11 11/26 ○ ○ ○ 

３節 積分 不定積分 

定積分 

面積 
11/30 

 

11/26 

 

12 12/7 ○ ○ ○ 

後期の

まとめ 

後期レポートＮｏ．７～１２の 

復習 

 
12/7 

12/14 

12/3 

12/10 
    ○ 

評 価 
観点別評価は、３観点を評価資料にもとづいて、ABCで評価します。 

評価は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

＊ 評価の観点 

知識・技能         … 事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることができる。 

思考・判断・表現       … 事象を論理的に考察する力、統合的・発展的に考察する力、簡潔・明瞭・的確に 

表現する力を養うことができる。 

主体的に学習に取り組む態度 … 数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づき 

判断しようとしたりしている。 

教科： 数 学 科目： 数学Ⅱ 
履修年次：２年次   

    ３年次 

単位数：前期２ 

後期２ 

レポート枚数：前期６  

後期６ 

必要時間数：前期３ 

後期３ 
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※履修条件・数学Ⅰを修得していること。または数学Ⅰと同時受講すること。

１　学習目標

２　学習計画 ※　半期完結科目の為、半期で『２単位』を認定します。「前期」または「後期」のみの履修になります。

日 水 No.
提出

期限日
水

提出
期限日

・レポート

直線と角、多角形の角

＊ 評価の観点

7/6 7/2 11/16 11/19

数で遊ぼう
図形で遊ぼう
規則性で遊ぼう
論理で遊ぼう
和算で遊ぼう

２節
数のつくりを
調べる

４節 数学で遊ぶ

三角形の性質２節

４節 空間図形

数を表す、数の表し方の
しくみ、２進法、位置を
表す

約数と倍数
最大公約数と最小公倍数
ユークリッドの互除法

測る
量る
計る

１節
数や位置を表
す

直線や平面の位置関係
多面体

知識・技能　　　　　　　　　…　事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることができる。

思考・判断・表現　 　 　　　…　事象を論理的に考察する力、統合的・発展的に考察する力、簡潔・明瞭・的確に

主体的に学習に取り組む態度　…　数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づき

　　　　　　　　　　　　　　　　判断しようとしたりしている。

レポートの復習 ○まとめ 7/13
7/20

7/9
7/16

評　価
評価は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。

12/7
12/14

12/3
12/10

　　　　　　　　　　　　　　　　表現する力を養うことができる。

観点別評価は、３観点を評価資料にもとづいて、ABCで評価します。

6/1

第１章

第２章

集合、集合の要素の個数、
個数の数え方、和の法則と
積の法則、順列、順列の利
用、いろいろな順列、組合
せ、組合せの利用

6/29

6/29

6/18

6/25

図
形
の
性
質

6/22

場
合
の
数
と
確
率

平面図形の基
礎

１節

３節 円の性質

6/4

確率

余事象の確率

独立な試行の確率
反復試行の確率
条件つき確率
期待値

事象と確率、確率の計算

排反事象の確率

三角形の合同・相似、基
本の作図、作図の利用

三角形と比、三角形の重
心・内心・外心、角の二
等分線と線分の比

円の接線、円周角の定
理、円に内接する四角
形、接線と弦の作る角、
方べきの定理、２つの円

教科： 数　学

スクーリング
レポート

前　期

レポート

後　期

２年次
３年次

単位数：２

学習目標
場合の数と確率、図形の性質及び数学と人間の活動について理解し、基礎・基本を確実に定着させ、数
学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通じて、数学的に考える資質・能力を育成する。

使用教材・副教材 教科書：新数学Ａ（東京書籍）　　　学習書：新数学Ａ（ＮＨＫ出版）

評価の観点

評価方法

履修年次：

日

スクーリング

実施日

No.

知識
技能

単　元 学習目標・学習内容

3

○○2

11/127/6

○11/2

11/9

10/1910/22 36/11 ○ ○ ○

11/54

5

10/15

6 12/3

○

○ ○

○

○1 ○

4

5

○

○ ○

数学Ａ科目：

6/1

１節 場合の数

２節

5/21 10/8

5/18 5/21 2 10/12

実施日

10/15

5/11 5/14 1 10/5

年　間　学　習　計　画　表

○

●提出期限を
守っているか。

●積極的に出席
したか。

必要時間数：３

・前期試験

(または後期試験)

・スクーリ
ングでの取
り組み状況

●内容をよく理
解できている

か。

数
学
と
人
間
の
活
動

３節 はかる 6 7/13

第３章

思考
判断
表現

主体的に
学習に取
り組む態

度

レポート枚数：６

○

11/19

11/12

10/22

11/2

○
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2 6 3

１　学習目標

２　学習計画 　　※半期科目のため、前期または後期どちらかのみの履修となる。

単元 教科書ページ
（ページ数） 内容 日 水 No. 期限日 知識

技能

思考
判断
表現

主体的に
学習に取り
組む態度

p.4～p.19
（16） １節　数列とその和 5/11 5/14 1 5/14 ○ ○

p.20～p.29
（10） ２節　いろいろな数列 5/18 5/21 2 5/21 ○ ○

p.30～p.37
（8） ３節　漸化式と数学的帰納法 5/25 5/28 3 5/28 ○ ○ ○

p.38～p.53
（16） １節　確率変数と確率分布 6/1 6/4 4 6/4 ○ ○

p.54～p.p.63
（10） ２節　正規分布 6/22 6/18 5 6/22 ○ ○

p.64～p.75
（12） ３節　統計的な推測

7/6
7/13

7/2
7/9 6 7/13 ○ ○ ○

レポートNo.1～No.6の復習 7/20 7/16

p.4～p.19
（16） １節　数列とその和 10/12 10/15 1 10/15 ○ ○

p.20～p.29
（10） ２節　いろいろな数列 10/19 10/22 2 10/22 ○ ○

p.30～p.37
（8） ３節　漸化式と数学的帰納法 10/26 10/29 3 10/29 ○ ○ ○

p.38～p.53
（16） １節　確率変数と確率分布 11/2 11/5 4 11/5 ○ ○

p.54～p.p.63
（10） ２節　正規分布 11/9 11/12 5 11/12 ○ ○

p.64～p.75
（12） ３節　統計的な推測

11/30
12/7

11/26
12/3 6 12/7 ○ ○ ○

レポートNo.1～No.6の復習 12/14 12/10

３　評価

　スクーリング，レポート，試験を評価対象とします。特に，レポート・試験は観点別学習状況の評価として，ＡＢＣの３つの段階で評価します。

　これをもとに総括し，評定に換算します。

後
　
　
　
期

前
　
　
　
期

学
期

１章

　数列

２章

　統計的な推測

年　間　学　習　計　画　表

科目：数学Ｂ 履修年次：３年次 単位数 レポート枚数
必要出席
時間数

教科：数学

学習内容

数列，統計的な推測について理解し，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばす
とともに，それらを活用する態度を身に付ける。

教科書：高校数学Ｂ（実教出版）

○基本的な判定
　Ａ：十分満足できる状況
　Ｂ：おおむね満足できる状況
　Ｃ：努力を要する状況

○観点別学習状況の評価について

【知識・技能】

Ａ：基礎的な知識の習得状況，概念
　　的な理解の定着状況が大変良好
　　である。
Ｂ：基礎的な知識の習得状況，概念
　　的な理解の定着状況が良好であ
　　る。

【思考・判断・表現】

Ａ：Ｂに加えて，根拠を明確にして
　　自分の考えをまとめている。
Ｂ：自分の考えを，言葉や数，式，
　　図，表，グラフなどを用いて
　　数学的に表現し課題に取り組ん
　　でいる。

【主体的に学習に取り組む態度】

Ａ：Ｂに加えて，数学的に考える
　　ことの良さを記述したり，
　　これからの学習目標や見通し
　　を立てたりしている。
Ｂ：自分の取組状況の良い点，改善
　　すべき点を自覚した振り返りが
　　できている。問題点を改善する
　　ために，これまでの学習内容を
　　意識し，数学的に試行錯誤しな
　　がら取り組んでいる。

評価の目安

評価の観点ｽｸｰﾘﾝｸﾞ実施日 レポート

１章

　数列

２章

　統計的な推測

後期試験前講習

前期試験前講習

学習目標

使用教材・副教材



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：理 科 科目：科学と人間生活 履修年次： １年次 単位数 
前期：１ 

後期：１ 
レポート枚数 

前期：３ 

後期：３ 
必要時間数 

前期：４ 

後期：４ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標  
自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割について、身近な物事・現象に関する観察、実験などを通して理

解し、科学的な見方や考え方を養うとともに、科学に対する興味・関心を高める 

使用教材・副教材 教科書：科学と人間生活（東京書籍） 

 

２ 学習計画 

学

期 
単元 学 習 内 容 

スクーリング 

実施日 
レポート 

＊評価の観点 

評価方法 知 識 

技 能 

思 考 

判 断 

表 現 

主体的に 

学習に 

取り組む

態度 
水 日 № 期限日 

前

期 

１編 

生命の科学 

さまざまな微生物 微生物の種類・特徴を理解する 

微生物の生態系でのはたらき・役

割を理解する（自然浄化） 

微生物と食料・医薬品についての

関わりを理解する（発酵） 

5/21 

5/28 

5/18 

5/25 
１ ５／２８ ◎ ○ ○ 

・レポート・試験 

内容が理解できているか。 

丁寧に取り組んでいるか。 

 

 

・スクーリング態度 

積極的に参加しているか。 

  

ヒトの生命現象 ヒトの眼球の構造とはたらきを理

解し、視覚について学習する 

体内における血糖の役割を理解

し、その調節について理解する 

免疫の仕組みについて理解する 

遺伝子と DNA のはたらきを理解する 

6/11 

6/18 

6/8 

6/22 
２ ６／２２ ◎ ○ ○ 

２編 

物質の科学 

材料とその再利用 

 

衣料と食料 

リサイクルについて学習し、金

属・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの性質を理解する 

繊維の種類と性質を理解する 

（天然繊維と合成繊維） 

三大栄養素の性質とはたらきを理

解する 

7/ 9 7/13 ３ ７／１３ ◎ ○ ○ 

学習のまとめ ○前期レポート №１～３の復習 7/16 7/20  ○ ○ ◎ 積極的に取り組んでいるか。 

評 価 
観点別学習評価は、レポート・テストを３つの観点でそれぞれ評価し、スクーリングの態度などを加えて３観点についてＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

後

期 

３編 

光や熱の 

科学 

光の性質とその利用 

 

 

 

熱の性質とその利用 

光の進み方と基本的な性質を理解する 

（光の波としての性質） 

見える光と見えない光について理

解する 

熱とは何かを理解する 

（熱運動・熱量・熱の移動） 

ｴﾈﾙｷﾞｰの利用について理解する 

10/ 8 

10/15 

10/ 5 

10/12 
４ １０／１５ ◎ ○ ○ 

・レポート・試験 

 内容が理解できているか。 

 丁寧に取り組んでいるか。 

 

・スクーリング態度 

積極的に参加しているか。 

４編 

宇宙や地球

の科学 

太陽と地球 太陽と月がつくる暦について理解

する     （潮の干満と潮位） 

太陽の放射ｴﾈﾙｷﾞｰについて理解す

る         （温室効果） 

大気と海洋の大循環について理解

し、気候と気象災害について理解

する       （前線と台風） 

10/29 

11/ 5 

10/26 

11/ 2 
５ １１／ ５ ◎ ○ ○ 

自然景観と自然災害 ﾌﾟﾚｰﾄ運動と地表の景観の成り立

ちを理解する  （ﾌﾟﾚｰﾄ・断層） 

火山がつくる景観の成り立ちにつ

いて理解する 

流水がもたらす作用による景観に

ついて理解する 

自然災害の種類を理解し、防災に

ついて考える 

（地震災害・火山災害・気象災害） 

11/12 11/ 9 ６ １１／１２ ◎ ○ ○ 

学習のまとめ ○後期レポート №４～６の復習 12/10 12/14  ○ ○ ◎ 積極的に取り組んでいるか。 

評 価 
観点別学習評価は、レポート・テストを３つの観点でそれぞれ評価し、スクーリングの態度などを加えて３観点についてＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

 

＊評価の観点 

知識・技能   …… 自然と人間生活との関わりや科学技術が人間生活に果たしてきた役割と自然界への影響等について、教科書・レポートを中心に観察や実験を通

して理解し、自然と人間の共存と繁栄について考えられる知識・技能を身につける。 

思考・判断・表現…… 人間生活が自然から受けている様々な影響や、人間生活が与える影響を適切に判断し、科学的な視点に立って自然と科学の関連性を考え、問題 

を解決する資質が身についている。 

主体的に学習に …… 自然や科学現象に関する基礎知識の習得をもとに、自ら興味・関心や疑問を持ち、積極的に検索して関連した情報を収集して、適切な方法で問 

取り組む態度     題の解決に取り組んでいる。 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：理科 科目：化学基礎 履修年次： １年次 単位数 

前期：1 

後期：1 

リポート枚数 
前期：３ 

後期：３ 
必要時間数  

前期：４ 

後期：４ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標  
日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、目的意識を持って観察、実験を行い、科学的に探求する能力と態度を育てる

とともに、化学の基本的な概念や原理・法則を理解し、化学的な見方や考え方を養う。 

使用教材・副教材 教科書：新編 化学基礎（東京書籍） 

 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 学 習 内 容 

スクーリング実

施日 
レポート No.

期限日 

評価の観点 

評価方法 

（評価資料） 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断 

・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度 

日 水 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

１編 

化学と人間

生活 

２章 

物質の構成

と構成元素 

１．物質の成分 

 

２．物質の構成元素 

 

３．物質の三態 

 

・物質の分離・精製や元素の確認実

験などを通して、単体、化合物及

び混合物について理解する。 

・粒子の熱運動と物質の三態変化

との関係について学習する。 

5/11 5/14 1 5/18 ◎ ○  

・レポートの内容を理解し

ているか。 

 

・自由課題へ自主的に取り

組んでいるか。 

 

・授業に積極的に参加した

か。 

 

・定期考査 

２編 

物質の構成 

１章 

原子の構造

と元素の周

期表 

１.原子の構造 

 

 

２.電子配置と周期表 

 

 

・原子の構造及び陽子、中性子、電

子の性質を理解する。 

・元素の周期律及び原子の電子配

置と周期表の属や周期との関

係を学習する。 

6/1 

 

6/29 

6/4 

 

6/25 

２ 7/2 ◎ ○ ○ 

２章 

化学結合 

１．イオンとイオン結合 

２．分子と共有結合 

３．金属と金属結合 

４．化学結合と物質の分 

  類 

・イオンの生成を電子配置と関連

づけて理解し、イオン結合ででき

た物質の性質を学習する。 

・共有結合を電子配置と関連づけ、

分子性物質の性質を学習する。 

・金属結合及び金属の性質を学習

する。 

7/6 

 

7/13 

7/2 

 

7/9 

３ 7/16 ○ ○ ◎ 

 前期のまとめ 前期レポートの復習 7/20 7/16  授業態度 

評  

価 

観点別学習評価は、３段階の評価資料にもとづいて、ABC で評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

３編 

物質の変化 

１章 

物質量と化

学変化 

１．原子量・分子量・式量 

２．物質量 

３．化学反応の表し方 

・物質量と粒子数・質量・気体の

体積との関係を物質量と関連づ

けて学習する。 

・化学反応式と物質の量的関係を

理解する。 

10/12 10/15 ４ 10/19 ◎ ○ ○ ・レポートの内容を理解し

ているか。 

 

・自由課題へ自主的に取り

組んでいるか。 

 

・授業に積極的に参加した

か。 

 

・定期考査 

2 章 

酸と塩基 

1.酸と塩基. 

2.水素イオン濃度と PH 

3.中和反応と塩の生成 

4.中和滴定 

・酸、塩基の強弱と電離度大小の関

係及び水素イオン濃度と PH の

関係が理解できる。 

・中和反応に関する物質の量的な

関係が理解できる。 

10/26 

 

11/9 

10/29 

 

11/12 

５ 11/16 ○ ◎ ○ 

３章 

酸化還元反

応 

1.酸化と還元 

 

2.酸化還元反応の利用 

 

・酸化と還元が電子の授受による

ことが理解できる。 

・酸化還元反応と日常生活との関

わりについて理解できる。 

11/30 

 

12/7 

11/26 

 

12/3 

６ 12/10 ○ ○ ◎ 

 後期のまとめ 後期レポートの復習 12/14 12/10  授業態度 

評  

価 

観点別学習評価は、３段階の評価資料にもとづいて、ABC で評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

＊ 評価の観点 

 知識・技能・・・・・・・・対象とする事象について探求するために必要な知識及び技能を身につけている。 

 思考・判断・表現・・・・・多角的、総合的に事象を捉え、数学や理科などに関する課題を設定して探求し、課題を解決する力を身につけている。 

 主体的に学習に取り組む態度・・・様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとしている。 

         探求の過程を振り返って評価・改善しようとしている。 

 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：理 科 科目： 化 学 履修年次： 
２年次 

３年次 
単位数 

前期：

２ 

後期：

２ 

リポート枚数 
前期：６ 

後期：６ 
必要時間数 

前期：８ 

後期：８ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 
化学的な事物・現象に対する探求心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、化学的に探究する能力と態度を育てるとともに、                                  

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め科学的な自然観を育成する。 

使用教材・副教材 教科書：化学 Vol.1 理論編 ／ 化学 Vol.2 物質編 （東京書籍） 

 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 学 習 内 容 

スクーリング

実施日 
レポート No.

期限日 

評価の観点 

評 価 方 法 

（評 価 資 料） 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断 

・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度 日 水 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

 

 

1 編 

物質の状態 

１章 物質の状態と変化 

２章 気体の性質 

・物質の状態と気体についてエネ

ルギーの関わりとその性質を理

解する。 

5/11 5/14 １ 5/18 ◎ 〇 〇 

・レポートの内容を理解してい

るか。 

 

・自由課題へ自主的に取り組ん

でいるか。 

 

・授業に積極的に参加したか。 

 

・定期考査 

３章 溶液の性質 

４章 固体の構造 

・溶液と固体の性質および、コロイ

ドについて学ぶ。 5/18 5/21 ２ 6/1 ◎ 〇 〇 

2 編 

化学反応と

エネルギー 

1 章 化学反応と熱・光 

・反応熱と熱化学方程式との関連

を理解し、ヘスの法則を使えるよ

うにする。 

6/1 

6/8 

6/4 

6/11 
３ 6/18 ◎ 〇 〇 

２章 電池と電気分解 

・電子の移動と両極における酸化

還元反応について学ぶ。 
6/22 

6/29 

6/18 

6/25 
４ 7/2 ◎ 〇 〇 

 

 

4 編 

無機物質 

１章 周期表と元素 

 

２章 非金属元素 

 

 

・水素・１８族・１７族・１６族元

素の形状と性質を学ぶ 7/6 7/2 ５ 7/9 〇 ◎ 〇 

・１５族・１４族元素の単体と化合

物を理解する。 

 

7/13 7/9 ６ 7/16 〇 ◎ 〇 

 前期試験前講習 前期の復習 7/20 7/16  〇  ◎ ・授業態度 

評 価 
観点別学習評価は、３段階の評価資料にもとづいて、ABC で評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

4 編 

無機物質 

３章 典型金属元素 ・アルカリ金属と 2族元素と化合物

について理解を深める。 10/5 10/8 ７ 10/12 〇 ◎ 〇 

・レポートの内容を理解してい

るか。 

 

・自由課題へ自主的に取り組ん

でいるか。 

 

・授業に積極的に参加したか。 

 

・定期考査 

４章 遷移元素 ・両性金属・Cu・Fe・Ag について

性質と利用について理解する。 10/12 10/15 ８ 10/19 〇 ◎ 〇 

5 編 

有樹化合物 

 

1 章 有樹化合物の特徴

と構造 

２章 炭化水素 

 

・有機化合物の特徴および、脂肪族

炭化水素を理解する。 10/19 

10/26 

10/22 

10/29 
９ 11/2 〇 ◎ 〇 

３章 アルコールと関連

化合物 

 

・酸素を含む有機化合物について

理解を深める。 

 

11/2 11/5 10 11/9 〇 ◎ 〇 

４章 芳香族化合物 ・芳香族化合物を概観し、その反応

と用途について理解を深める。 11/9 11/12 11 11/26 〇 ◎ 〇 

6 編 

高分子 

化合物 

天然高分子化合物 

・高分子化合物の分類と 

糖類（炭水化物）、アミノ酸、タン

パク質を扱う。 

11/30 

12/7 

11/26 

12/3 
12 12/10 ◎ 〇 〇 

 後期試験前講習 後期の復習 12/14 12/10  〇  ◎ ・授業態度 

評 価 
観点別学習評価は、３段階の評価資料にもとづいて、ABC で評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

＊ 評価の観点 

 知識・技能・・・・・・・・対象とする事象について探求するために必要な知識及び技能を身につけている。 

 思考・判断・表現・・・・・多角的、総合的に事象を捉え、数学や理科などに関する課題を設定して探求し、課題を解決する力を身につけている。 

 主体的に学習に・・・・・・様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとしている。 

取り組む態度       探求の過程を振り返って評価・改善しようとしている。 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：理 科 科目：生物基礎 履修年次： １年次 単位数 
前期：１ 

後期：１ 
レポート枚数 

前期：３ 

後期：３ 
必要時間数 

前期：４ 

後期：４ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標  
日常生活や社会との関連を図りながら生物や生命現象への関心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度

を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

使用教材・副教材 教科書：新編 生物基礎（東京書籍） 

 

２ 学習計画 

学

期 
単元 学習内容 

スクーリング 

実施日 
レポート 

＊評価の観点 

評価方法 知 識 

技 能 

思 考 

判 断 

表 現 

主体的に 

学習に 

取り組む

態度 
水 日 № 期限日 

前

期 

１編 

生物の特徴 

 

 

生物の多様性と共通性 

 

 

生命活動とエネルギー 

生物は多様でありながら共通性を

もっていることを理解する 

細胞の構造とはたらきを理解する 

生命活動に必要なエネルギーと代

謝について理解する（ＡＴＰ） 

酵素のはたらきを理解する 

5/14 

6/ 4 

5/11 

6/ 1 
１ ６／４ ◎ ○ ○ 

・レポート・試験 

内容が理解できているか。 

丁寧に取り組んでいるか。 

 

 

・スクーリング態度 

積極的に参加しているか。 

  

２編 

遺伝子と 

そのはたらき 

遺伝情報とＤＮＡ 

 

 

 

 

 

遺伝情報とタンパク質

の合成 

遺伝情報を担う物質であるＤＮＡ

の構造とはたらきを理解する 

体細胞分裂を理解する 

ＤＮＡの複製により、遺伝情報が

伝えられることを理解する 

タンパク質の構造を理解する 

ＤＮＡの情報に基づいてタンパク

質が合成されることを理解する 

6/25 

7/ 2 

6/29 

7/ 6 
２ ７／６ ◎ ○ ○ 

３編 

ヒトの体の

調節 

ヒトの体を調節する 

しくみ 

体内環境が保たれていることを理

解する（体液と循環） 

神経系による情報伝達を理解する

内分泌腺とホルモンによる情報伝

達について理解する 

血糖濃度の調節を理解する 

7/ 9 7/13 ３ ７／１３ ◎ ○ ○ 

学習のまとめ ○前期レポート №１～３の復習 7/16 7/20  ○ ○ ◎ 積極的に取り組んでいるか。 

評 価 
観点別学習評価は、レポート・テストを３つの観点でそれぞれ評価し、スクーリングの態度などを加えて３観点についてＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

後

期 

３編 

ヒトの体の

調節 

免疫のはたらき 免疫とそれにかかわる細胞のはた

らきについて理解する 

自然免疫と適応免疫のしくみを理

解する 

免疫と疾患について理解する 

（アレルギーとＨＩＶ） 

10/15

10/29 

10/12 

10/26 
４ １０／２９ ◎ ○ ○ 

・レポート・試験 

 内容が理解できているか。 

 丁寧に取り組んでいるか。 

 

・スクーリング態度 

積極的に参加しているか。 

４編 

生物の 

多様性と生

態系 

 

植生と遷移 

 

 

 

世界の陸上のバイオーム 

日本のバイオーム 

生態系の役割を理解する 

陸上にみられる植生の多様性と環

境とのかかわりを理解する 

植生の遷移について理解する 

気温と降水量の違いによって様々

なバイオームが成立している事を

理解する 

11/12 

11/26 

11/ 9 

11/30 
５ １１／３０ ◎ ○ ○ 

生態系と生物の多様性 生態系における生物の多様性と役

割を理解する 

生態系における生物間の関係を理

解する 

生態系のバランスと人間活動との

かかわりを理解する 

12/ 3 12/ 7 ６ １２／ ７ ◎ ○ ○ 

学習のまとめ ○後期レポート №４～６の復習 12/10 12/14  ◎ ○ ○ 積極的に取り組んでいるか。 

評 価 
観点別学習評価は、レポート・テストを３つの観点でそれぞれ評価し、スクーリングの態度などを加えて３観点についてＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

 

＊評価の観点 

知識・技能   …… 生物や生物現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、生物学的な基礎知識を習得する。また、日常生活や社会との関連を図りながら

生物や生命現象について関心をもち、意欲的に探究しようとするなど、生物を多角的に捉えられる科学的な見方や考え方を身に付けている。 

思考・判断・表現…… 生物学的な基礎知識をもとに、生物や生命現象の中に課題を見いだし、探究する過程を通して、様々な事象を生物学的に考察し、導き出した考 

えを的確に表現している。 

主体的に学習に …… 生物や生命現象に関する基礎知識の習得をもとに、自ら興味・関心や疑問を持ち、積極的に検索して関連した情報を収集して、適切な方法で問 

取り組む態度     題の解決に取り組んでいる。    



年   間   学   習   計   画   表 

        青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：理 科 科目：生 物 履修年次： 
２年次 

３年次 
単位数 

前期：２

後期：２ 
レポート数 

前期：６ 

後期：６ 

 

必要時間数 

 

前期：８ 

後期：８ 

１．学習目標 

学 習 目 標 生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探求しようとする態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養う。 

使用教材・副教材 教科書：生物（東京書籍） 

２．学習計画 

学

期 
単元 学 習 目 標 ・ 内 容 

スクーリング 

実施日 
レポート 

観点別学習評価の観点 

評価方法 

①
知
識
・
技
能 

②
思
考
・
判
断 

・
表
現 

③
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度 

日 水 No. 期限日 

 

 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

 

 

 

第 1編 

生物の進化 

１章 生命の 

 起源と細胞の 

 進化 

２章 遺伝子の 

 変化と進化の 

 しくみ 

３章 生物の 

 系統と進化 

・共通性と多様性をつなぐ進化 

・生命の誕生・生物の多様性と地球環境の変化 

・遺伝的変異・多様な遺伝的変異をもたらす有性

生殖などについて学ぶ。 

5/11 5/14 １ 5/14 ◎ ○ ○ 

 

 

レポート 

・丁寧に取り組んでい 

るか。 

・内容が理解できてい

るか。 

・提出期限を守ってい 

るか。 

 

授業態度 

・積極的に参加してい 

るか。 

 

 

・進化の定義と自然選択による進化 

・遺伝子レベルでみる進化・種分化 

・生物の系統・生物の系統分類 

・霊長類のなかのヒト・人類の出現と変遷などに 

ついて学ぶ。 

5/18 

6/1 
5/21 ２ 6/1 ○ ○ ◎ 

第２編 

生命現象と

物質 

１章  細胞と物

質 

 

 

・細胞を構成する成分・生体膜のはたらき 

・細胞の構造・タンパク質の構造 

・酵素としてはたらくタンパク質 

・生命現象とタンパク質などについて学ぶ。 

6/8 
6/4 

6/11 
３ 6/11 ○ ◎ ○ 

２章  代謝とエ

ネルギー 

・代謝とエネルギー 

・呼吸・発酵・光合成などについて学ぶ。 
6/22 

6/18 

6/25 
４ 6/25 ◎ ○ ○ 

 

第３編 

遺伝情報の

発現と発生 

１章 遺伝情報 

 とその発現 

 

・DNA の構造・DNA の複製・遺伝情報の流れ 

・RNA と転写・翻訳・遺伝情報の変化などにつ 

いて学ぶ。 

6/29 

7/6 
7/2 ５ 7/6 ◎ ○ ○ 

２章 発生と 

遺伝子発現 

・原核生物の遺伝子発現の調節・真核生物の遺伝 

子発現の調節・選択的遺伝子発現と細胞分化 

・動物の発生などについて学ぶ。 

7/13 7/9 ６ 7/13 ○ ◎ ○ 

前期まとめ 前期レポート №１～№６の復習 7/20 7/16  ○ ○ ◎ 

評 価 観点別学習評価にもとづいて、３観点をＡＢＣで評価し（定期考査点も含まれる ）、５段階で算出します。 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第３編 

遺伝情報の

発現と発生 

２章 発生と 

遺伝子発現 

３章 遺伝子を 

扱う技術 

 

・胚の細胞の発生運命と遺伝子発現 

・発生現象と遺伝子発現の調節・動物の形と調節 

遺伝子の発現 

・遺伝子を増幅する技術・塩基配列を解読する技 

術などについて学ぶ。 

10/5 10/8 ７ 10/8 ◎ ○ ○ 

 

 

レポート 

・丁寧に取り組んでい 

るか。 

・内容が理解できてい

るか。 

・提出期限を守ってい 

るか。 

 

授業態度 

・積極的に参加してい 

るか。 

 

・遺伝子組み換え技術の利用・遺伝子や細胞を扱

う技術の課題などについて学ぶ。 

・刺激の受容から反応への流れ・ニューロンの興 

奮・興奮の伝導・興奮の伝達 

・刺激の受容と感覚などについて学ぶ。 

10/12 

10/19 
10/15 ８ 10/19    

 

 

 

第４編 

生物の環境

応答 

 

 

 

 

２章 動物の 

刺激の受容

と 

反応 ・中枢神経系での情報処理 

・動物の行動とは・刺激の受容と行動 

・学習のしくみなどについて学ぶ。 

・被子植物の生殖と発生・植物の一生の出来事と 

環境の影響について学ぶ。 

10/26 
10/22 

10/29 
９ 10/29 ○ ◎ ○ 

２章 動物の 

行動 

３章 植物の 

環境応答 

 

 

・植物ホルモンと光受容体・環境要因による発芽 

の調整・茎や根の成長と環境要因の影響・気孔 

の開閉の調節と環境要因の影響 

・花芽形成と環境要因の影響・果実の形成と成熟 

のしくみなどについて学ぶ。 

11/2 

11/9 
11/5 10 11/9 ◎ ○ ○ 

 

第５編 

生態と 

環境 

１章 個体群と 

生物群集 

 

・生態系からみた生物・個体群と環境・個体群の 

構造と成長・個体群の相互作用・種間の相互作 

用・生物群集の成り立ちと多種の共存などにつ 

いて学ぶ。 

11/30 
11/12 

11/26 
11 11/30 ◎ ○ ○ 

２章  生態系の

物質生産と

物質循環 

３章 生態系と 

人間生活 

・食物網と物質生産・生態系の物質収支と生態ピ 

 ラミッドなどについて学ぶ。 

・生物多様性・人間生活の変化と生態系・生態系 

の復元・人間は自然とどう付き合っていったら 

よいかなどについて学ぶ。 

12/7 12/3 12 12/7 ○ ◎ ○ 

後期まとめ 後期レポート №７～№１２の復習 12/14 12/10        ○ ○ ◎ 

評 価 観点別学習評価にもとづいて、３観点をＡＢＣで評価し（定期考査点も含まれる ）、５段階で算出します。 

観点別学習評価の観点 

①知識・技能・・・・・・生物や生命現象に関する基本的な概念や原理・法則について理解し、科学的に処理する技能を身に付けている。 

②思考・判断・表現・・・生物や生命現象の中に問題を見出し、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現している。 

③主体的に学習に取り組む態度・・・生物や生命現象に関する観察、実験などを行い、それらの過程や結果を的確に記録、整理し、広く理解を深め更なる探究心を身に付 

                 けている。 



年 間 学 習 計 画 表 
    青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：保健体育 科目：体育１年（１、２） 
単位数：前期 １（体育１） 

   ：後期 １（体育２） 
履修年次：１ 

レポート枚数：２枚 

前期：１枚、後期：１枚 

必要時間数：前期 ５ 時間 

：後期 ５ 時間 

１ 学習目標 

学 習 目 標 自己の状況に応じて、運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにし、公正・協力・責任・参画に対する意欲を高める。 

使用教材・副教材 現代高等保健体育（大修館書店）、現代高等保健体育学習書（NHK出版） 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 学 習 内 容 

スクーリング 

実 施 日 レポートNo. 

期 限 日 

評価の観点 

評価方法 知識 

技能 

思考・判

断・表現 

主体的に学習に

取り組む態度 日 水 

前 

 

 

 

 

 

 

 

期 

体つくり運動 

心と体の状態を把握する 

5/25 5/28 

1 7/6 

○ ○ ◎ 

・スクーリングの 

取り組み 

 

・レポート 内容

をよく理解して

いるか。 提出期

限を守っている

か。 

 

・運動の理解 

・定期考査 

仲間と交流しながらドッヂビー、バルバレーを

おこなう 
○ ○ ◎ 

球技選択 

 

バスケットボール

基礎 

 

バドミントン基礎 

（シングルス） 

 

卓 球 基 礎 

（シングルス） 

ドリブル、シュート、パスができるようになる 

5/11 

5/18 

6/22 

7/6 

5/14 

5/21 

6/18 

7/2 

◎ ○ ○ 

コートセット、サーブ・ラリーができるように

なる 
◎ ○ ○ 

コートセット、サーブ・ラリーができるように

なる 
◎ ○ ○ 

前期試験前講習 

（体育理論） 

前期のまとめ 

レポートを復習し、対策プリントで理解を深め

る 
7/20 7/16 ◎ ○ ○ 

体つくり運動 仲間と交流しながら心と体の状態を把握する  7/23 ○ ○ ◎ 

評  価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

後 

 

 

 

 

 

 

期 

球技選択 

 

バスケットボール 

ゲーム 

 

バドミントンゲー

ム（シングルス） 

 

卓球ゲーム 

（シングルス） 

・ドリブル、シュート、パスができるようにな

る。 

・実技テスト、フリースロー１０本行う 

10/12 

10/19 

11/2 

12/7 

10/15 

10/22 

11/5 

12/3 

2 12/7 

〇 ◎ ○ 

・スクーリングの 

取り組み 

 

・レポート 内容

をよく理解して

いるか。 提出期

限を守っている

か。 

 

・運動の理解 

 

・実技テスト 

・定期考査 

・ゲームを通してシングルスのルールを学ぶ 

・実技テスト、相手のコートへサーブを５回連

続行う 

◎ 〇 ○ 

〇 ◎ ○ 

・サーブ、ラリーができるようになる。 

・実技テスト、ラリーを３０回行う。 
◎ ○ ○ 

体つくり運動 レクリエーションを行う 11/9 11/12 ○ ◎ ○ 

後期試験前講習 

（体育理論） 

後期のまとめ 

レポートを復習し、対策プリントで理解を深め

る 
12/14 12/10 ◎ ○ ◎ 

体つくり運動 レクリエーションを行う  12/17 ◎ 〇 ○ 

評  価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

＊ 評価の観点 

 

知 識 ・ 技 能…運動の合理的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに実践するための理論について理解しているとともに，運動の特 

性に応じた基本的な技能を身に付けている。また，個人生活における健康・安全について科学的に理解しているとともに，基本的な技能 

を身に付けている。 

   思 考 ・ 判 断 ・ 表 現…自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて，課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じた運動の組み合わせ方を工夫している 

とともに，それらを他者に伝えている。また，個人生活における健康に関する課題を発見し，その解決を目指して科学的に思考し判断し 

ているとともに，それらを他者に伝えている。 

主体的に学習に取り組む態度…運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう，運動の合理的な実践を自主的に取り組もうとしている。また， 健康を大切にし，自他 

の健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組もうとしている。 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：保健体育 科目：体育２年（３，４，５） 

単位数：前期２（体育３，４） 

   ：後期１（体育５） 

※前期１単位登録後、２単位

に変更はできない。 

履修年次：２ 
レポート枚数：３ 

前期：２枚、後期：１枚 

必要時間数：前期１０時間 

：後期 ５時間 

※５時間以上９時間以下は１単位。 

１ 学習目標 

学 習 目 標 各種の運動の合理的・計画的な実践を通して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。 

使用教材・副教材 現代高等保健体育（大修館書店）、現代高等保健体育学習書（NHK 出版） 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 学 習 内 容 

スクーリング 

実 施 日 レポート No. 

期 限 日 

評価の観点 

評価方法 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 日 水 

 

 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

期 

体育 ３・４ 

体つくり運動 

心と体の状態を把握する 

5/25 5/28 

３ 7/13 

◎ ○ ○ 

・スクーリングの 

取り組み 

 

・レポート 内容をよ

く理解しているか。 

提出期限を守っている

か。 

 

・運動の理解 

仲間と交流しながらドッヂビー ､バルバレーを

おこなる 
◎ ○ ○ 

球技選択 

 

バレーボール 

基礎・ゲーム 

 

バドミントン基

礎・ゲーム 

（ダブルス） 

 

卓球基礎・ゲーム 

（ダブルス） 

コートセット、サーブ、オーバー・アンダーハン

ドパスができるようになる 

5/11 

5/18 

6/1 

6/8 

6/22 

6/29 

7/6 

7/13 

5/14 

5/21 

6/4 

6/11 

6/18 

6/25 

7/2 

7/9 

○ ○ ○ 

ゲームを通してバレーボールのルールを学ぶ ◎ ◎ ○ 

コートセット、ダブルスのサーブ、ラリーができ

るようになる 
◎ ◎ ○ 

ゲームを通してダブルスのルールを学ぶ 

４ 7/13 

○ ○ ○ 

・コートセット、ダブルスのサーブ、ラリーの行

い方ができるようになる 
◎ ◎ ○ 

・ゲームを通してダブルスのルールを学ぶ ○ ○ ○ 

前期試験前講習 

（体育理論） 

前期のまとめ 

レポートを復習し、対策プリントで理解を深める 7/20 7/16 ○ ○ ◎ 

体つくり運動 

野外活動 

仲間と交流しながら体の状態に気付くことがで

きるようになる 
 7/23 ◎ ◎ ○ 

評 価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABC で評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

期 

体育 ５ 

球技選択 

 

バレーボール 

基礎 

 

バドミントンゲ

ーム（ダブルス） 

 

卓球ゲーム 

（ダブルス） 

・ゲームを通してバレーボールのルールを学ぶ 

・実技テスト相手コートへのサーブを５本入れる 

10/12 

10/19 

11/2 

12/7 

10/15 

10/22 

11/5 

12/3 

５ 12/7 

○ ○ 〇 

・スクーリングの 

取り組み 

 

・レポート 内容をよ

く理解しているか。 

提出期限を守っている

か。 

 

・運動の理解 

 

・実技テスト 

・ゲームを通してダブルスのルールを学ぶ 

・実技テスト、ペアでラリーを５０回行う 
◎ ◎ ○ 

・サ－ブ、ラリーができるようになる。 

・実技テスト（シングルス）ペアでラリーを５０

回行う 

◎ ◎ ○ 

体づくり運動 レクリエーションを行う 11/9 11/12 ○ ○ ○ 

後期試験前講習 

（体育理論） 

後期のまとめ 

レポートを復習し、対策プリントで理解を深める 12/14 12/10 ◎ ○ ◎ 

体つくり運動 レクリエーションを行う  12/17 ◎ ◎ ○ 

評  価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABC で評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

＊ 評価の観点 

 

知 識 ・ 技 能…運動の合理的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに実践するための理論について理解しているとともに，運動の特 

性に応じた基本的な技能を身に付けている。また，個人生活における健康・安全について科学的に理解しているとともに，基本的な技能 

を身に付けている。 

   思 考 ・ 判 断 ・ 表 現…自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて，課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じた運動の組み合わせ方を工夫している 

とともに，それらを他者に伝えている。また，個人生活における健康に関する課題を発見し，その解決を目指して科学的に思考し判断し 

ているとともに，それらを他者に伝えている。 

主体的に学習に取り組む態度…運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう，運動の合理的な実践を自主的に取り組もうとしている。また， 健康を大切にし，自他 

               の健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組もうとしている。 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：保健体育 科目：体育３年（６，７） 
単位数：前期１（体育６） 

    後期１（体育７） 
履修年次：３ 

レポート枚数：２ 

前期：１  後期：１ 

必要時間数：前期 ５ 

：後期  ５ 

１ 学習目標 

学 習 目 標 知識を深めるとともに技能を高め、健康・安全を確保して、体力の向上を図る能力を育てる。 

使用教材・副教材 現代高等保健体育改訂版（大修館書店）、現代高等保健体育学習書改訂版（NHK出版） 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 学 習 内 容 

スクーリング 

実 施 日 レポートNo. 

期 限 日 

評価の観点 

評価方法 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 日 水 

 

 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

期 

体つくり運動 

心と体の状態を把握する 

5/25 5/28 

６ 7/6 

◎ ○ ○ 

・スクーリングの 

取り組み 

 

・レポート 内容をよ

く理解しているか。 

提出期限を守っている

か。 

 

・運動の理解 

仲間と交流しながらドッヂビー、バルバレーを

おこなう 
◎ ◎ ○ 

球技選択 

 

バスケットボール 

ゲーム 

バドミントン 

ゲーム 

（シングルス） 

卓    球 

（シングルス） 

仲間と連携した動きを高めてゲームが展開でき

るようになる 

5/18 

6/1 

6/22 

7/6 

5/21 

6/4 

6/18 

7/2 

◎ ○ ○ 

ルールを守り、ハイクリアを使って相手と攻防

ができるようになる 
◎ ○ ○ 

ルールを守り、スマッシュを使って相手と攻防

できるようになる 
◎ ○ ○ 

前期試験前講習 

（体育理論） 

前期のまとめ 

レポートを復習し、対策プリントで理解を深め

る 
7/20 7/16 ○ ○ ◎ 

体つくり運動 

（野外活動） 

仲間と交流しながら体の状態に気付くことがで

きるようになる 
 7/23 ◎ ◎ ○ 

評  価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

期 

球技選択 

 

バスケットボール 

 

バドミントン 

ゲーム（ダブルス） 

 

卓 球 

・実技テスト、決められた方法でシュートを入

れる 

10/12 

10/19 

11/2 

12/7 

10/15 

10/22 

11/5 

12/3 

７ 12/7 

○ ○ 〇 

・スクーリングの 

取り組み 

 

・レポート 内容をよ

く理解しているか。 

提出期限を守っている

か。 

 

・運動の理解 

 

・実技テスト 

・ダブルスでハイクリアを使って相手との攻防

ができるようになる 

・実技テスト、相手コートへハイクリアを５本

打つ 

◎ ◎ ○ 

◎ ○ ◎ 

・実技テスト、相手コートへスマッシュを５本

打つ 
○ ○ ○ 

体つくり運動 レクリエーションを行う 11/9 11/12 ○ ○ ○ 

後期試験前講習 

（体育理論） 

後期のまとめ 

レポートを復習し、対策プリントで理解を深め

る 
12/14 12/10 ◎ ○ ◎ 

体つくり運動 レクリエーションを行う  12/17 ○ ○ ○ 

評  価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

＊ 評価の観点 

 

知 識 ・ 技 能…運動の合理的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに実践するための理論について理解しているとともに，運動の特 

性に応じた基本的な技能を身に付けている。また，個人生活における健康・安全について科学的に理解しているとともに，基本的な技能 

を身に付けている。 

 

   思 考 ・ 判 断 ・ 表 現…自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて，課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じた運動の組み合わせ方を工夫している 

とともに，それらを他者に伝えている。また，個人生活における健康に関する課題を発見し，その解決を目指して科学的に思考し判断し 

ているとともに，それらを他者に伝えている。 

 

主体的に学習に取り組む態度…運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう，運動の合理的な実践を自主的に取り組もうとしている。また， 健康を大切にし，自他 

                     の健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組もうとしている。 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

 

教科：保健体育 科目：保健１ 単位数：１ 履修年次：１ レポート枚数：３ 必要時間数：２ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 
個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していくための資質

や能力を育てる。 

使用教材・副教材 現代高等保健体育（大修館書店）、現代高等保健体育学習書（NHK出版） 

 

２ 学習計画 

単元 学習内容 

前期 後期 評価の観点 

評価方法 
スクーリング 

実 施 日 

レポート

期限日 

スクーリング 

実 施 日 

レポート

期限日 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 日 水  日 水  

１ 

現 

代 

社 

会 

と 

健 

康 

・ 

２ 

安 

全 

な 

社 

会 

生 

活 

1 健康の考え方と成り立ち 

2 私たちの健康のすがた 

3 生活習慣病の予防と回復 

4 がんの原因と予防 

5 がんの治療と回復 

6 運動と健康 

7 食事と健康 

8 休養・睡眠と健康 

9 喫煙と健康 

10 飲酒と健康 

11 薬物乱用と健康 

12 精神疾患の特徴 

13 精神疾患の予防 

14 精神疾患からの回復 

15 現代の感染症 

16 感染症の予防 

17 性感染症・エイズとその予防 

18 健康に関する意思決定・行動選択 

19 健康に関する環境づくり 

 

1  事故の現状と発生要因 

2  安全な社会の形成 

3  交通における安全 

4  応急手当の意義とその基本 

5   日常的な応急手当 

6   心肺蘇生法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活習慣病

を予防する

ため、食事・

運動・休養・

睡眠の調和

の取れた生

活及び喫煙、

飲酒に関す

る意思決定、

薬物乱用が

健康へ及ぼ

す影響を学

ぶ。 

ストレスが

体に及ぼす

影響、健康へ

の影響を学

ぶ。 

感染症と

は何か、性感

染症やエイ

ズ の 予 防

法・対処法を

学ぶ。 

 

交通事故の

防止や責任、

補償問題を

学ぶ。 

 

心肺蘇生法

や応急手当

の行い方、Ａ

ＥＤの使用

法を学ぶ。 

まとめプリ

ント 

6/1 

 

6/22 

6/4 

 

6/18 

No1 

6/22 

 

No2 

6/22 

 

No3 

6/22 

10/26 

 

11/16 

10/29 

 

11/19 

No1 

11/19 

 

No2 

11/19 

 

No3 

11/19 

◎ ○ ○ 

・定期考査 

 

・レポート内容を理解し

ているか。 

 

・提出期限を守っている

か。 

 

・スクーリングの取り組

みスクーリング場面で

の参加の仕方や意欲・態

度 

保健のまとめ 
まとめプリ

ント 
7/13 7/9  12/14 12/10  ○ ○ ◎ 

・スクーリングの取り組

みスクーリング場面で

の参加の仕方や意欲・態

度 

評価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABC で評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

＊ 評価の観点 

 

知  識・技  能･･･現代社会と健康について、健康を保持増進するための課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、総合的に考え、判断し、 

それらを表している。 

思考・判断・表現･･･現代社会と健康について、健康を保持増進するための課題の解決に自らの健康を適切に管理すること及び環境を改善していくための基本 

          的な事項を理解している。 

主体的に学習に･･･現代社会と健康について、健康を保持増進するためには、自らの健康を適切に管理すること及び環境を改善していくことが重要であるこ

取 り 組 む 態 度  とに関心を持ち、学習活動に主体的に取り組もうとしている。 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

 

教科：保健体育 科目：保健２ 単位数：１ 履修年次：２ レポート枚数：３ 必要時間数：２ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 わが国の健康、医療制度の活用することの重要性と環境と食品の保健、労働と健康について理解させる。 

使用教材・副教材 現代高等保健体育（大修館書店）、現代高等保健体育学習書（NHK出版） 

 

２ 学習計画 

単元 学習内容 

前期 後期 評価の観点 

評価方法 

スクーリング 

実 施 日 

レポート

期限日 

スクーリング 

実 施 日 

レポート

期限日 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 日 水  日 水  

３ 

生 

涯 

を 

通 

じ 

る 

健 

康 

1 ライフステージと健康 

2 思春期と健康 

3 性意識と性行動の選択 

4 妊娠・出産と健康 

5 避妊法と人工妊娠中絶 

6 結婚生活と健康 

7 中高年期と健康 

8 働くことと健康 

9 労働災害と健康 

10 健康的な職業生活 

生涯にわたって健

康を保持増進する

ためには、各年代の

健康課題に応じた

自己の健康管理を

行なう必要がある

ことを学ぶ。 

わが国の健康・医

療制度や機関につ

いて知り、地域の保

健所、保健センタ

ー、医療機関等を活

用することが重要

であることを学ぶ。 

5/25 5/28 
No1 

5/28 
10/26 10/29 

No1 

10/29 
◎ ○ ○ 

・スクーリングの

取り組みスクーリ

ング場面での参加

の仕方や意欲・態

度 

 

・レポート 

内容を理解し、提

出期限の厳守 

 

４ 

健 

康 

を 

支 

え 

る 

環 

境 

づ 

く 

り 

1 大気汚染と健康 

2 水質汚濁･土壌汚染と健康 

3 環境と健康にかかわる対策 

4 ごみの処理と上下水道の整備 

5 食品の安全性 

6 食品衛生にかかわる活動 

7 保健サービスとその活用 

8 医療サービスとその活用 

9 医薬品の制度とその活用 

10 さまざまな保健活動や社会的対 

策 

11 健康に関する環境づくりと社会 

  参加 

人間の生活と産業

活動が自然環境へ

与える影響、自然環

境へ行なっている

対策を学ぶ。 

 地域の環境に対し

ての基準や環境衛

生活動、職業病や労

災防止のための対

策を学ぶ。 

7/13 7/9 

No2 

7/13 

 

 

 

 

No3 

7/13 

11/30 11/26 

No2 

11/30 

 

 

 

 

No3 

11/30 

◎ ○ ○ 

・スクーリングの

取り組みスクーリ

ング場面での参加

の仕方や意欲・態

度 

 

・レポート 

内容を理解し、提

出期限の厳守 

保健のまとめ まとめプリント 7/20 7/16  12/14 12/10  ○ ◎ ◎ 

・スクーリングの

取り組みスクーリ

ング場面での参加

の仕方や意欲・態

度 

評価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABC で評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

＊ 評価の観点 

 

知 識 ・ 技 能･･･現代社会と健康について、健康を保持増進するための課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、総合的に考え、判断し、 

それらを表している。 

思考・判断・表現･･･現代社会と健康について、健康を保持増進するための課題の解決に自らの健康を適切に管理すること及び環境を改善していくための基本 

          的な事項を理解している。 

主体的に学習に･･･現代社会と健康について、健康を保持増進するためには、自らの健康を適切に管理すること及び環境を改善していくことが重要であるこ

取 り 組 む 態 度  とに関心を持ち、学習活動に主体的に取り組もうとしている。 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

 

教科：芸術 科目：音楽Ⅰ  
単位数：前期１ 

   ：後期１ 
履修年次：１年次 

レポート枚数： 

前期 ３ 後期 ３  

必要時間数：前期４ 

     ：後期４  

 

 

１．学習目標 

学習目標 音楽の幅広い活動を通して、音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創造的な心情と鑑賞の能力を伸ばす。 

使用教材・副教材 音楽Ⅰ Ｔｕｔｔｉ+（教育出版）    Ｔｕｔｔｉ+ 学習書（NHK出版） 

 

２．学習計画 

学

期 
単元 学習内容 

スクーリング

実施日 レポート

No. 

期限日 

評価の観点 

知識・ 

技能 

思考・ 

判断・ 

表現 

主体的に

学習に取

り組む態

度 

評価方法 
日 水 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

楽典 

 

 

観賞 

・大譜表と音名 

 

 

・オーケストラの魅力を

探ろう① 

 

・譜表の読み方と音名の表記を

理解する。 

 

・オーケストラの様々な楽器の音

色や響きや表現上の効果を理解

し，そのよさや美しさを自ら味

わって観賞する。              

 

5/11 

 

 

5/18 

 

 

5/14 

 

 

5/21 

 

1 5/21 ○ ○ ○ 

・積極的にスクーリ

ングに参加した

か。 

・レポートの内容を

よく理解し、提出

期限を守っている

か。 

 

楽典 

 

 

歌唱 

・音符と休符 

 

 

・吹奏楽の魅力を味わお

う 

 

・音符と休符の表す長さの比率

を理解する。 

 

・吹奏楽の様々な楽器の音色や響

きや表現上の効果との関わりを

理解し，そのよさや美しさを自

ら味わって観賞する。 

 

5/25 

 

 

6/8 

 

 

 

5/28 

 

 

6/11 

 

 

2 6/11 ○ ○ ○ 

楽典 

 

 

観賞 

・拍子とリズム 

 

 

・オーケストラの魅力を

探ろう② 

・拍子の意味を理解し、リズム

譜を作る。 

 

・オーケストラの様々な楽器の音

色や響きや表現上の効果を理解

し，そのよさや美しさを自ら味

わって観賞する。 

 

6/22 

 

 

6/29 

 

 

6/18 

 

 

6/25 

 

3 6/29 ○ ○ ○ 

評 価 
観点別評価は、３観点の評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

   

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

期 

器楽 

 

 

 

鑑賞 

・和楽器の調べ 

 

 

 

・バロック・古典派

の音楽 

・箏の基礎的な奏法を身につけ、

楽器の特性を生かして、音楽

表現を工夫する。 

  

・様々な時代の音楽や作曲者の 

特徴を理解して、イメージを 

持って鑑賞する。 

10/19 

 

10/26 

10/22 

 

10/29 

4  

 

10/29 

 

 ○ ○ ○ 

・積極的にスクーリ

ングに参加した

か。 

・レポートの内容を

よく理解し、提出

期限を守っている

か。 

 

器楽 

 

 

 

鑑賞 

・和楽器の調べ② 

 

 

 

・ロマン派の音楽 

・箏の基礎的な奏法を身につけ、

楽器の特性を生かして、音楽

表現を工夫する。 

 

・様々な時代の音楽や作曲者の 

特徴を理解して、イメージを 

 持って鑑賞する。 

 

 

11/2 

 

11/9 

 

 

 

11/5 

 

11/12 

 

  

 

5 

 

 

 

 

11/12 

 

 

 ○  ○ ○ 

鑑賞 ・世界の声 

・世界の楽器 

・諸民族の多様な発声法や楽器

に関心を持ち、音色を味わう。 

11/16 

 

 

11/30 

 

 

11/19 

 

 

11/26 

 

 

6 11/30  ○ ○ ○ 

評 価 
観点別評価は、３観点の評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

＊ 評価の観点 

知識・技能    ・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解している。 

         ・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作で表している。 

思考・判断・表現 ・音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりに 

          ついて考え、どのように表すかについて表現意図をもったり、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴いたりしている。 

   主体的に学習に取り組む態度 

            ・主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

 

教科：芸術 科目：音楽Ⅱ 
単位数：前期１ 

   ：後期１ 
履修年次：２年次 

レポート枚数： 

前期 ３ 後期 ３  

必要時間数：前期４ 

     ：後期４  

 

１．学習目標 

学習目標 
音楽における基礎的な理論を学習して、歌唱、創作する能力を身につけさせる。 

さまざまな国の音楽の歴史における楽曲の違いを理解し、興味、感心を高めさせる。 

使用教材・副教材 音楽Ⅱ Ｔｕｔｔｉ＋（教育出版）  

 

２．学習計画 

学

期 
単元 学習内容 

スクーリング

実施日 レポート

No. 

期限日 

評価の観点 

知識・ 

技能 

思考・ 

判断・ 

表現 

主体的に

学習に取

り組む態

度 

評価方法 日 水 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

楽典 

  

 

鑑賞 

・音階 

  

 

・ラプソディー・インブ

ルー 

・長音階、短音階のしくみを

理解する。 

 

・現代音楽の特徴と表現上の

かかわりを理解し、作品の

よさや面白さ、価値につい

て考える。 

 

5/11 

 

 

5/18 

 

 

5/14 

 

 

5/21 

 

1 5/21 ○ ○ ○ 

・積極的にスクーリ

ングに参加した

か。 

・レポートの内容を

よく理解し、提出

期限を守っている

か。 

 

楽典 

 

観賞 

・関係調 

 

・トゥーランドット 

・長調、短調の関係調を理解

する。 

・オペラやミュージカルなど

の総合芸術において物語と

音楽が関わり合いながらど

のような表現上の効果をも

たらしているか考えて観賞

する。 

 

5/25 

 

 

6/8 

 

 

 

5/28 

 

 

6/11 

 

 

2 6/11 ○ ○ ○ 

鑑賞 ・交響曲の世界 ・楽曲の文化的・歴史的背景

について理解を深めて、音

楽と文化が互いにどのよ

うに影響をし合って発展

してきたかを考える。 

 

6/22 

 

 

6/29 

 

 

6/18 

 

 

6/25 

 

3 6/29 ○ ○ ○ 

評 価 
観点別評価は、３観点の評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

   

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

期 

楽典 

 

 

音楽史 

・コードネーム 

 

 

・日本の音楽 

・コードネームを理解し、演

奏に生かす。 

 

・日本の伝統的な音楽の特徴

を理解し、文化的・歴史的

な背景に関心を持って鑑

賞する。 

10/19 

 

10/26 

10/22 

 

10/29 

4  

 

10/29 

 

○ ○ ○ 

・積極的にスクーリ

ングに参加した

か。 

・レポートの内容を

よく理解し、提出

期限を守っている

か。 

 

器楽 

 

 

 

 

鑑賞 

・日本の楽器 

 

 

 

 

・世界の音楽 

・日本の楽器に関心を持ち、

基礎的な奏法を身につけ

て、それらを生かして演奏

をする。 

 

・世界の音楽の歴史に関心を

持ち、聴き比べることで音

楽の流れを理解する。 

 

 

11/2 

 

11/9 

 

 

 

11/5 

 

11/12 

 

  

 

5 

 

 

 

 

11/12 

 

 

○ ○ ○ 

楽典 

 

 

鑑賞 

 

 

 

 

・指示記号 

 

 

・郷土の音楽 

 

・楽譜の指示記号を理解す

る。 

 

・郷土の音楽の旋律や、声・

楽器の音色の特徴。それら

の楽曲の文化的・歴史的背

景に関心を持ち、その価値

について考えて鑑賞する。 

11/16 

 

 

11/30 

 

 

11/19 

 

 

11/26 

 

 

6 11/30 ○ ○ ○ 

評 価 
観点別評価は、３観点の評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

＊ 評価の観点 

 知識・技能   ・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解している。 

         ・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作で表している。 

思考・判断・表現 ・音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりに 

          ついて考え、どのように表すかについて表現意図をもったり、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴いたりしている。 

   主体的に学習に取り組む態度 

            ・主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科： 芸 術 科目： 美 術 Ⅰ  履修年次： １年次 
単位数 ：前期 1  

後期 1  

レポート枚数：  

前期 3  後期 3 

必要時間数：   前期 4       

 後期  4   

 

１ 学習目標 

学習目標 美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を育成する。 

使用教材・副教材 高校生の美術１（日本文教出版）、高校生の美術１学習書（NHK 出版）    ※他、レポートごとに指定された材料・画材を準備してください。 

２ 学習計画 

学

期 
単元 学習内容 

スクーリング 

実 施 日 
レポート No. 

期 限 日 

評価の観点  

 

評価方法 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断 

・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度 

日 水 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

期 

好きなモノ紹介 

（デザイン、絵画） 
・身近なものを描く 

 

 自己の内面を探り、自己を表現する

ことに関心を持ち、効果的に表現する

ための形式や方法を構想して、創造的

に表現する。他者に伝えるという目的

と造形的な美しさの調和を考えてレ

イアウトや表現を工夫する。 

5/11 

5/18 

5/14 

5/21 
1 5/28 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

物語の挿絵（絵画） 

・想像を形に 

・イラストレーション

の魅力 

  

物語を読み自由な発想でその情景

を想像し、主体的に主題を設定して自

分らしい表現を追求する。 
5/25 

6/8 

5/28 

6/11 
2 6/18 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

文字のデザイン 

（デザイン） 

・ポスターで伝える 

・サインのデザイン 

・文字の基本 

・色彩 

基本的な文字の知識や、レタリング

やロゴデザイン、色彩について学び、

文字の形やその工夫の面白さを味わ

う。イメージを伝えられるような、文

字の形や色を工夫した作品を制作す

る。 

6/22 

6/29 

6/18 

6/25 
3 7/6 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

評 価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABC で評価します。評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

レポートは作品の内容や完成度だけでなく、「材料や画用紙のサイズなど、指定されたことが守られているか」も評価の対象になります。 

 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

期 

名作の前 or 後を 

つくる 

（絵画、鑑賞） 

・人物を描く 

・光を捉える 

・想像を形に 

名作を自由な発想で鑑賞してその

物語を想像し、その前後の物語を構

想する。ものや風景を組み合わせた

り、形や色彩、表現形式を工夫した

りして、創造的に表現する。 

10/19 

10/26 

10/22 

10/29 
4 11/5 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

グリーティングカ

ード（デザイン、

絵画） 

・私の考えるデザイン 

・ポスターで伝える 

・イラストレーション

の魅力 

・キャラクターのデザ

イン 

・生活を彩る模様 

機能・用途と造形的な美しさを調和

させながら、「気持ちを伝える」とい

う目的に沿った表現形式、形や色彩を

考え、創造的に表現する。 

11/2 

11/9 

11/5 

11/12 
5 11/19 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

消しゴムハンコ 

（絵画、デザイン） 

・サインのデザイン 

・イラストレーション

の魅力 

・キャラクターのデザ

イン 

 

 消しゴムハンコによる表現に関心

を持ち、主体的に用途や主題を設定

し、素材の特性を生かした図案を考え

る。 

 素材の特性や制作の手順を理解

し、丁寧にこだわりを持って制作す

る。 

11/16 

11/30 

11/19 

11/26 
6 12/7 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

評 価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABC で評価します。評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

レポートは作品の内容や完成度だけでなく、「材料や画用紙のサイズなど、指定されたことが守られているか」も評価の対象になります。 

 

＊ 評価の観点 

知識・技能・・・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表している。 

思考・判断・表現・・・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練り、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深

めることができる。 

主体的に学習に取り組む態度・・・生涯にわたり心豊かな生活や社会を創造していくことに関心をもち、感性を高め、美術文化に親しみ、主体的に表現や鑑賞の創造活動に取り組んでいる。 



年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科： 芸 術 科目： 美 術 Ⅱ  履修年次： ２年次 
単位数 ：前期 1  

後期 1  

レポート枚数：  

前期 3  後期 3 

必要時間数：   前期 4       

 後期  4   

 

１ 学習目標 

学習目標 
美術の創造的な諸活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化について

の理解を深める。 

使用教材・副教材 高校生の美術２（日本文教出版）   ※画用紙や絵の具等はレポートごとに指定された材料を準備してください。 

２ 学習計画 

学

期 
単元 学習内容 

スクーリング 

実 施 日 
レポートNo. 

期 限 日 

評価の観点  

 

評価方法 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断 

・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度 

日 水 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

期 

フロッタージュ 

（絵画） 

・表現とは何か 

・テーマを追求する 

  

シュルレアリスムについて学び、そ

の表現方法を体験し、偶然生まれる色

や形の面白さを体感する。フロッター

ジュで生まれる模様から構想し、手法

を生かした表現を追求して表現する。 

5/11 

5/18 

5/14 

5/21 
1 5/28 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

・好きなモノ紹介

（デザイン、絵画） 
・身近なものを描く 

  

自己の内面を探り、自己を表現する

ことに関心を持ち、効果的に表現する

ための形式や方法を構想して、創造的

に表現する。他者に伝えるという目的

と造形的な美しさの調和を考えてレ

イアウトや表現を工夫する。 

5/25 

6/8 

5/28 

6/11 
2 6/18 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

シンボル＆ロゴ

（デザイン） 

・情報を伝えるデザイ

ン 

・デザインがもたらす

統一感 

・感覚に訴えるデザイ

ン 

シンボル・ロゴデザインを使う人や見

る人の感性・経験を考慮しながらも、

イメージを伝えられる自分らしい表

現方法を考え、表現する。 

6/22 

6/29 

6/18 

6/25 
3 7/6 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

評 価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABCで評価します。評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

レポートは作品の内容や完成度だけでなく、「材料や画用紙のサイズなど、指定されたことが守られているか」も評価の対象になります。 

 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

期 

写真４枚でストー

リーを表現する

（映像メディア） 

・複数の写真で表す 

複数の写真の組み合わせによる効

果や全体のイメージ、作者の心情や

表現の意図を感じ、表現方法の魅力

を感じとる。主題に合った表現方法

を創意工夫し、個性豊かに表現する。 

10/19 

10/26 

10/22 

10/29 
4 11/5 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

記憶・イメージを

描く（絵画） 

・人物のイメージや心

情を捉える 

・テーマを追求する 

・感覚の冒険 

記憶の中の情景、もの、音などか

ら主題を生成し、目には見えないイ

メージを伝えられる表現方法を創意

工夫して個性豊かに表す。 

11/2 

11/9 

11/5 

11/12 
5 11/19 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

生徒会誌の表紙

（絵画、デザイン） 

・言葉を超えて 

・情報を伝えるデザイ

ン 

さまざまなデザインの作品を鑑賞

し、デザインの目的と美しさの関係

を理解する。今までの学びを生かし、

目的に沿いつつも、自身の思いを込

めた独自性のある「生徒会誌の表紙」

のデザインを制作する。 

11/16 

11/30 

11/19 

11/26 
6 12/7 ○ ○ ○ 

・ レポート 

・ スクーリングへ

の姿勢 

・ スクーリングで

のワークシート

や制作物 

評 価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいて ABCで評価します。評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

レポートは作品の内容や完成度だけでなく、「材料や画用紙のサイズなど、指定されたことが守られているか」も評価の対象になります。 

 

＊ 評価の観点 

知識・技能・・・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表している。 

思考・判断・表現・・・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練り、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深

めることができる。 

主体的に学習に取り組む態度・・・生涯にわたり心豊かな生活や社会を創造していくことに関心をもち、感性を高め、美術文化に親しみ、主体的に表現や鑑賞の創造活動に取り組んでいる。 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

 

教科：芸術 科目：書道Ⅰ  
単位数：前期 １ 

後期 １ 
履修年次：１ 

レポート枚数：前期 ３ 

      ：後期 ３ 

必要時間数：前期 ４ 

：後期 ４ 

１ 学習目標 

学習目標 
 書道の幅広い活動を通して、書を愛好する心情を育てるとともに感性を高め、書写能力向上を図り、表現と鑑賞の基礎的能力を伸ばし、

書の伝統と文化についての理解を深める。  

使用教材・副教材  教科書（書道Ⅰ）東京書籍、 学習書（書道Ⅰ）NHK出版  

２ 学習計画 

学 

期 

単 元 学習内容 

スクーリング 

実施日 レポート№ 

期限日 

評 価 の 観 点 

評価方法 
知識・技能 

思考力 

・判断力 

・表現力 

主体的

に学習

に取り

組む態

度 日 水 

前 
 
 
 

期 

書写から書道へ 書写の確認と、 

用具・用材につ

いて理解する。 

姿勢・執筆法や 

いろいろな線に

よる表現の広が

りを学ぶ。 

・書写と書道の違いについ

て学ぶ。 

・書道に使う用具・用材に

ついて学ぶ。 

・姿勢、執筆の仕方を練習

する。 

・基本の線の書き方を練習

する。 

5/11 

5/18 

5/14 

5/21 
1 5/21 ○ ○ ○ 

用具・用材について理解でき

たか。 

良い姿勢、適した執筆法がで

きたか。 

楷書の基本点画を書くこと

ができたか。 

漢

 

字

 

の

 

書 

楷書 

漢字の成り立ち 

楷書の用筆法 

楷書の古典作品

を臨書・鑑賞す

る。 

・漢字の成り立ちについて

学ぶ。 

・楷書の古典の臨書学習に

より、基本的な点画や線

質の表し方、用筆法・運

筆法を学ぶ。 

 

 

5/25 

6/8 

5/28 

6/11 
2 6/11 ○ ○ ○ 

漢字の成り立ちについて理

解することができたか。 

楷書の古典の特徴を調べま

とめ、臨書できたか。 

行書 

 

行書の用筆 ,運

筆，字形 

行書の古典作品

を臨書・鑑賞す

る。 

・行書の特徴について学ぶ。 

・行書の古典の臨書学習に

より、行書の用筆法・運

筆法を学ぶ。 

 

6/22 

6/29 

6/18 

6/25 
3 6/29 ○ ○ ○ 

行書の古典の特徴を調べま

とめ、臨書できたか。 

評  価 筆記と実技のレポートの両方の提出が必要です。 

実技の課題のやり方をはじめの時間に説明しますから必ず出席してください。 

観点別評価は、３観点の評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。提出期限は必ず厳守しましょう。 

後 
 
 
 

期 

漢

 

字

 

の

 

書 

隷書 

 

隷書の用筆 ,運

筆，字形 

隷書の古典作品

を臨書・鑑賞す

る。 

・隷書の筆法について学ぶ。 

・隷書の古典作品の臨書・

鑑賞を通して隷書の用筆

法・運筆法を学ぶ。 

 

10/19 

10/26 

10/22 

10/29 
4 10/29 

 

○ 

 

○ ○ 

隷書の用筆法に従って書く

ことができたか。 

古典の特徴を調べまとめ、臨

書できたか。 

仮名の書 仮名の用具用材 

仮名の筆使い 

平仮名の単体、

連綿を臨書す

る。 

・仮名の用具用材について

知り、準備する。 

・仮名の基本的な線、運筆

について理解する。 

・平仮名の単体、連綿など

を学ぶ。 

 

 

11/2 

11/9 

 

11/5 

11/12 
5 11/12 ○ ○ ○ 

仮名の用具用材を調べ準備

できたか。 

仮名の用筆法に従って書く

ことができたか。 

漢字仮名交じり

の書 

漢字仮名交じり

の書の作品を製

作する。 

硬筆 

・いろいろな用具用材を使

い、紙面構成を工夫して

作品を創作する。 

・生活に生かす硬筆の書、

書の形式を学ぶ。 

11/16 

11/30 

11/19 

11/26 
6 11/30 ○ ○ ○ 

創作するための語句を選ぶ

ことができたか。 

紙面構成を工夫し作品を作

ることができたか。 

硬筆の書の形式に沿って書

くことができたか。 

評  価 

筆記と実技のレポートの両方の提出が必要です。 

実技の課題のやり方をはじめの時間に説明しますから必ず出席してください。 

観点別評価は、３観点の評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。提出期限は必ず厳守しましょう。 

※評価の観点 

知識・技能…創造的な書表現をするために、書の効果的な表現の技能を身に付け表している。 

思考力・判断力・表現力…書表現の諸要素を感受し、感性を働かせながら、自らの意思に基づいて構想し、表現を工夫している。 

主体的に学習に取り組む態度…文字や書の伝統について幅広く理解し、その価値を考え、書のよさや美しさを想像的に味わっている。 

書の創造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文化に関心をもって、主体的に表現や鑑賞の創造的活動に取り組もうとする。 

 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

 

教科：芸術 科目： 書道Ⅱ 
単位数：前期 １ 

後期 １ 
履修年次：２年次 

レポート枚数：前期 ３ 

  ：後期 ３ 

必要時間数：前期 ４ 

  ：後期 ４ 

１ 学習目標 

学習目標 
書道の創造的な諸活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし、

書の伝統と文化についての理解を深める。 

使用教材・副教材 教科書（書道Ⅱ）東京書籍 

２ 学習計画 

学 

期 

単 元 学習内容 

スクーリング 

実施日 レポート№ 

期限日 

評 価 の 観 点 

評価方法 
知識・技能 

思考力 

・判断力 

・表現力 

主体的

に学習

に取り

組む態

度 日 水 

前 
 
 
 

期 

 

漢 

字 

の 

書 

篆書 篆書の古典を

臨書・鑑賞し、

その特徴を理

解する。 

・篆書の古典の美について

理解し、用筆、運筆、字

形の取り方などに注意し

て臨書する。 

・個性的で多様な篆書の古

典の表現を鑑賞し理解を

深める。 

5/11 

5/18 

5/14 

5/21 
1 5/21 〇 〇 〇 

篆書の特徴を理解し、古典の

作品を鑑賞できたか。 

篆書の用筆・運筆・字形の取

り方などに注意して臨書する

ことができたか。 

隷書 隷書の古典を

臨書・鑑賞し、

その特徴を理

解する。 

・隷書の古典の美について

理解し、用筆、運筆、字

形の取り方などに注意し

て臨書する。 

・個性的で多様な隷書の古

典の表現を鑑賞し理解を

深める。 

5/25 

6/8 

5/28 

6/11 
2 6/11 〇 〇 〇 

隷書の特徴を理解し、古典の

作品を鑑賞できたか。 

隷書の用筆・運筆・字形の取

り方などに注意して臨書する

ことができたか。 

草書 草書の古典を

臨書・鑑賞し、

その特徴を理

解する。 

・草書の古典の美について

理解し、用筆、運筆、字

形の取り方などに注意し

て臨書する。 

・個性的で多様な草書の古

典の表現を鑑賞し理解を

深める。 

6/22 

6/29 

6/18 

6/25 
3 6/29 〇 〇 〇 

草書の特徴を理解し、古典の

作品を鑑賞できたか。 

草書の用筆・運筆・字形の取

り方などに注意して臨書する

ことができたか。 

評  価 筆記と実技のレポートの両方の提出が必要です。 

実技の課題のやり方をはじめの時間に説明しますから必ず出席してください。 

観点別評価は、３観点の評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。提出期限は必ず厳守しましょう。 

後 
 
 
 

期 

 

漢 

字 

の 

書 

行書 行書の古典を

臨書・鑑賞し、

その特徴を理

解する。 

・行書の古典の美について

理解し、用筆、運筆、字

形の取り方などに注意し

て臨書する。 

・個性的で多様な行書の古

典の表現を鑑賞し理解を

深める。 

10/19 

10/26 

10/22 

10/29 
4 10/29 〇 〇 〇 

行書の特徴を理解し、古典の

作品を鑑賞できたか。 

行書の用筆・運筆・字形の取

り方などに注意して臨書する

ことができたか。 

仮名の書 仮名の古典を

臨書・鑑賞し特

徴を理解する。 

・日本独自の仮名の美を鑑

賞し、日本の文化を理解

する。 

・仮名の古典を臨書・鑑賞

し、その特徴を理解する。 

 

11/2 

11/9 

 

11/5 

11/12 
5 11/12 〇 〇 〇 

多様な仮名の美を感性豊かに

鑑賞できたか。 

連綿や変体仮名などを理解

し、表現することができたか。 

漢字仮名交じり

の書 

古典を生かし

た漢字仮名交

じりの書を創

作する。 

生活の書 

・漢字仮名交じりの書で学

んだ技法を生かして、思

考や感動を表現できる語

句を選び、表現方法を工

夫しながら作品制作をす

る。 

・生活に使われる書の書式

を理解する。 

11/16 

11/30 

11/19 

11/26 
6 11/30 〇 〇 〇 

さまざまな漢字や仮名各古典

を理解することができたか。

創造性豊かな表現で作品制作

をすることができたか。 

生活に使われる書の書式に従

って書くことができたか。 

評  価 

筆記と実技のレポートの両方の提出が必要です。 

実技の課題のやり方をはじめの時間に説明しますから必ず出席してください。 

観点別評価は、３観点の評価資料にもとづいて ABCで評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。提出期限は必ず厳守しましょう。 

※評価の観点 

知識・技能…創造的な書表現をするために、書の効果的な表現の技能を身に付け表している。 

思考力・判断力・表現力…書表現の諸要素を感受し、感性を働かせながら、自らの意思に基づいて構想し、表現を工夫している。 

主体的に学習に取り組む態度…文字や書の伝統について幅広く理解し、その価値を考え、書のよさや美しさを想像的に味わっている。 

書の創造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文化に関心をもって、主体的に表現や鑑賞の創造的活動に取り組もうとする。 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：外国語 科目：英語コミュニケーションⅠ 履修年次： １年次 単位数 
前期：２ 

後期：２ 
レポート枚数 

前期：６ 

後期：６ 
必要時間数 

前期：８ 

後期：８ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 
英語コミュニケーションにおける見方、考え方を働かせ、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりする資質・能力を養

う。 

使用教材・副教材 All Aboard! English CommunicationⅠ（東京書籍）、All Aboard! English CommunicationⅠ学習書（ＮＨＫ出版） 

 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 

 

学習内容 

 

スクーリング

実施日 

 

レポート 

No・期限日 

※評価の観点 

評価方法 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的

態度 日 水 

前 
 
 
 
 
 
 

期 

Warm-Up 1-3 

Pre-Lesson 1-2 

My Name is Ito 

Neko 

I Like Junk Food! 

・アルファベット、教室で使う

表現、辞書の使い方に慣れる。               

・自己紹介ができるようにな

る。 

 

・アルファベット、教室で使う表現、 

辞書の使い方、疑問詞 

・伊藤ネコの自己紹介を参考に自己

紹介する。 

《be動詞 ・一般動詞》 

 

5 /11 

5 /18 

 

 

5 /14 

5 /21 

 

１ 5 /22 ○ ○ ◎ 

・レポート・試験・ス

クーリングにおける

言語活動 

 

Lesson 1 

Breakfast around 
the World 

・好きな食べ物について、英語

で述べることができる。 

・「過去にしたこと」を話せる。 

・世界にはどのような食事があるか

理解し、自分の家の食事を紹介す

る。 

《過去形》 

5 /25 5 /28 2 5 /29 ◎ ○ ○ 

Lesson 2 

Australia’s Cute 

Quokkas 

・好きな動物について、英語で

述べることができる。 

・「今していること」を説明でき

る。 

・オーストラリアロットネスト島に

生息するクオッカを参考にして、好

きな動物について紹介する。 

《進行形》 

6 / 8 6 /11 3 6 /12 ○ ◎ ○ 

Lesson 3 

A Train Driver in 

Sanriku 

・ある場所への行き方とそこで

できることについて、英語で

述べることができる。 

・自分ができることを伝えられ

る。 

・東日本大震災で被害を受けた三陸

鉄道で働く女性運転士の仕事を通

じて、働くことについて理解を深め

る。 

《助動詞：can, will》（道案内） 

6 /22 6 /18 4 6 /23 ○ ○ ◎ 

Lesson 4 

A Miracle Mirror 

 

・行ってみたい場所について、

英語で述べることができる。 

・今週末にやりたいことを伝え

られる。 

・ボリビアのウユニ塩原を紹介する。 

・ E-メールを理解し、行ってみたい

場所について英語で述べる。 

《to不定詞》（英文Eメールの書き方） 

6 /29 6 /25 5 6 /30 ◎ ○ ○ 

Lesson 5 

Learning from the 

Sea 

Reading 1 

Short Stories in 

English 

・将来の夢について、英語で述

べることができる。 

・先週末に楽しんだことを伝え

られる。 

・小ばなしで聞き手を楽しませ

ることができる。 

・水族館部がある高校で学ぶ生徒の

学校生活を理解し、自分の将来の夢

について発表する。 

《動名詞》 

・英語で書かれた小ばなしを楽しむ。 

7 / 6 

7 /13 

7 / 2 

7 / 9 
6 7 /13 ○ ◎ ○ 

前期復習 前期学習事項まとめ 問題演習 7 /20 7 /16   ○ ○ ◎ ・問題への取り組み 

評 価 
観点別学習評価は、スクーリング・レポート・テストにおける取り組みを３観点についてＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて５段階で算出します。 

後 
 
 
 
 
 
 

期 

Lesson 6 

A Funny Picture 

from the Edo Period 

・好きな絵について、英語で

述べることができる。 

・人や物に焦点をあてて、「○

○は…される」と説明でき

る。 

・浮世絵を紹介する純のスピーチを理

解し、自分の好きな絵や写真につい

て英語で述べる。 

《受け身》 

10/12  10/15 7 10/16 ◎ ○ ○ 

・レポート・試験・

スクーリングにおけ

る言語活動 

 

Lesson 7 

A Dairy of Hope 

・関心のある人物について、

英語で説明することができ

る。 

・２つ以上のものを比べて説

明できる。 

・アンネ・フランクの日記を通じて、

戦争は人々の暮らしにどのような影

響を与えるかを考える。 

《比較表現》 
10/19 10/22 8 10/23 ○ ◎ ○ 

Lesson 8 

A Door to a New 

Life 

・人の生活を豊かにするロボ

ットについて考え、英語で

提案することができる。 

・「･･･したことがある」とい

う経験を説明できる。 

・ロボットが給仕するカフェや分身ロ

ボットが開発されたことを知り、ロ

ボットが新しい生活を切り開き始め

た現実を考える。 

《現在完了形》 

10/26 10/29 9 10/30 ○ ○ ◎ 

Lesson 9 

Fighting Plastic 

Pollution 

・環境を守るためにできるこ

とについて、英語で述べる

ことができる。 

・人や物に「･･･している」

「･･･された」という説明を   

加えることができる。 

・プラスチックごみの問題について、

自分たちにできることを考える。 

 

《名詞を後ろから説明する分詞》 

（現在分詞）（過去分詞） 

11/ 2 

11/ 9 

11/ 5 

11/12 
10 11/13 ◎ ○ ○ 

Lesson 10 

Pigs from across the 

Sea 

・海外の文化や社会に対する

理解を深める活動について

英語で述べることができ

る。 

・人や物について説明を加え

ることができる。 

・第二次世界大戦後、飢えに苦しむ沖

縄の人々に対して行われた人道援助

を理解し、世界と結びつきを深める

ためにできることを発表する。 

《関係代名詞：who, which》 

11/16 

11/30 

11/19 

11/26 
11 12/ 1 ○ ◎ ○ 

Reading 2 

The Wizard of Oz 

・世界の名作を鑑賞し、名作

の名作たるゆえんを考える

ことができる。 

・不思議なオズの国で起こる出来事を

通じて、主人公の気持ちの変化を理

解する。 
12/ 7 12/ 3 12 12/ 7 ○ ○ ◎ 

後期復習 後期学習事項まとめ 問題演習 12/14  12/10 
  

○ ○ ◎ ・問題への取り組み 

評 価 
観点別学習評価は、スクーリング・レポート・テストにおける取り組みを３観点についてＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて５段階で算出します。 

※評価の観点 

知識・技能・・・英語の特徴やきまりに関する事項を理解している。 

思考・判断・表現・・・情報を整理しながら考えなどを形成し、英語で表現したり、伝え合ったりしている。 

     主体的に学習に取り組む態度・・・自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとしている。 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：外国語 科目：英語コミュニケーションⅡ 履修年次： 
２年次 

３年次 
単位数： 

前期２ 

後期２ 
レポート枚数 

前期：６ 

後期：６ 
必要時間数 

前期：８ 

後期：８ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 
日常的・社会的な話題について、聞いたり読んだりして内容を理解したり、情報や考え、気持ちなどを話したり書いたりして表現できる資質・能力

を育成する。また、文化に対する理解を深め、主体的、自律的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

使用教材・副教材 All Aboard! English Communication Ⅱ（東京書籍）、All Aboard! English Communication Ⅱ 学習書（ＮＨＫ出版） 

 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 

 

学習内容 

 

スクーリング

実施日 

 

レポート 

No・期限日 

※評価の観点 

評価方法 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的 

態度 日 水 

前 
 
 
 
 
 
 

期 

Pre-Lesson  

My Plans for This 

Year 

Lesson 1 

A Colorful Island 

「今年やってみたいこと」に

ついてインタビューできる。 

海外で行ってみたい場所に

ついて、英語で述べることが

できる。 

子供のころなりたかったものにつ

いて伝える。 

《関係代名詞:what》 5 /11 5 /14 1 5 /15 ○ ○ ◎ 

・スクーリング・

レポート・試験

における言語

活動 

Lesson 2 

With the Beatles 

 世代を超えて人気のある人

物について、英語で述べるこ

とができる。 

２つ以上のものを比べて説明する。 

《比較表現:more, the most》 5 /18 5 /21 2 5 /22  ◎ ○ ○ 

Lesson 3 

Wild Men 

 身近な行事について、英語で

紹介することができる。 

ある行動に対する意見や感想を述

べる。 

《itの用法》 
6 / 1 6 / 4 3 6 / 5 ○ ◎ ○ 

Lesson 4 

Little Hero 

自分の好きな物語を英語で

紹介することができる。 

間接的に自分の疑問を伝える。 

《間接疑問文》 6 / 8 6 /11 4 6 /12 ○ ○ ◎ 

Lesson 5 

Special Makeup 

in Kabuki 

日本の伝統文化について、英

語で説明することができる。 

 

人にしてもらいたいことについて

伝える。 

《to不定詞を含む表現》 

6 /22 

6 /29 

6 /18 

6 /25 
5 6 /30 ◎ ○ ○ 

Reading 1  

Mujina  

文法のまとめ 

物語文を読み、内容について

話し合うことができる。 

 既習文法事項を理解し、運用

できる。 

まとまった長さの文を読んで、内容

について意見を述べあう。 

《間接疑問文》《to 不定詞を含む表

現》《動詞の形と「時」の関係》 

7/  6 

7 /13 

7 / 2 

7/  9 
6 7 /13 ○ ◎ ○ 

前期復習 前期学習事項まとめ 問題演習 7 /20 7 /16   ○ ○ ◎ 

・復習問題に積

極的に取り組

んだか 

評  価 
観点別学習評価は、スクーリング・レポート・テストにおける取り組みを３観点について A・B・C で評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて５段階で算出します。 

後 
 
 
 
 
 
 

期 

Lesson 6 

Seeds for Future 

Generations 

地元で有名な場所やものに

ついて、英語で説明すること

ができる。 

気になることについて「･･･かどう

かと思う」と伝える。 

《動詞の目的語になる if》 

 

10/ 5 

 

 

10/ 8 

 

7 10/ 9 ◎ ○ ○ 

・スクーリング・

レポート・試験

における言語

活動 

Lesson 7 

Over the Wall 

世界の人々と交流する方法

について、英語で述べること

ができる。 

場所や時について説明を加える。 

《関係副詞：where, when》 

 
10/12 10/15 8 10/16 ○ ◎ ○ 

Lesson 8 

Inspiration from 

Nature 

自然界のデザインをヒント

にした製品について、英語で

発表できる。 

見たり聞いたりしたことについて、

その様子を伝える。 

《知覚動詞》 
10/19 10/22 9 10/23 ○ ○ ◎ 

Lesson 9 

The Bitter Truth 

behind Chocolate 

社会的な問題について、英語

で意見を述べることができ

る。 

「･･･させてください」と許可を求

める。 

《使役動詞》 

10/26 

11/ 2 

10/29 

11/ 5 
10 11/ 6 ◎ ○ ○ 

Lesson 10 

Fighting Angel 

人を助ける職業について、英

語で説明することができる。 

「･･･しながら」と文に情報を加え

る。  

《分詞構文》 

11/ 9 

11/30 

11/12 

11/26 
11 12/ 1 ○ ◎ ○ 

文法のまとめ 

Reading 2 

Bear’s Pie 

既習文法事項を理解し、運用

できる。 

物語文を読み、内容について

話し合うことができる。 

《使役動詞》《分詞構文》 

 

物語の結末について考える。 

シナリオに沿って朗読する。 

12/ 7 12/ 3 12 12/ 7 ○ ○ ◎ 

後期復習 後期学習事項まとめ 問題演習 12/14 12/10 

  

○ ○ ◎ 

・復習問題に積

極的に取り組

んだか 

評  価 
観点別学習評価は、スクーリング・レポート・テストにおける取り組みを３観点について A・B・C で評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて５段階で算出します。 

※評価の観点 

知識・技能・・・英語の特徴やきまりに関する事項を理解している。 

   思考・判断・表現・・・情報を整理しながら考えなどを形成し、英語で表現したり、伝え合ったりしている。 

    主体的に学習に取り組む態度・・・自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとしている。 

  



年 間 学 習 計 画 表 

青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：外国語 科目：論理・表現Ⅰ 
単位数：前期 １ 

後期 １ 

履修年次：２年次 

          ３年次 

レポート枚数：前期 ３  

後期 ３ 

必要時間数：前期 ４  

後期 ４ 

 １．学習目標 

学習目標 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う。 

使用教材・副教材 NEW FAVORITE English Logic and ExpressionⅠ（東京書籍） 

２．学習計画 

学

期 
単元 

 

学習目標・学習内容 

 

ｽｸｰﾘﾝｸ  ゙

実施日 

 

レポート

No・期限日 

＊ 評 価 の 観 点 

評 価 方 法 知識・ 

技能 

思考・判

断・表現 

主体的に

取り組む

態度 
日 水 

前 

 

 

 

 

 

期 

Unit 1 L1 

初めての食事 

 

褒めることができる。勧め

ることができる。断ること

ができる。 

I really like ~ . 

Would you like ~? 

No, thank you. 

5/ 11 5/ 14 

1 5/ 21 

◎ ○ ○ 

・試験 

 

・レポート 

 内容をよく理解して

いるか。 

 提出期限を守ってい

るか。 

 

・スクーリングの取り組    

 み 

 積極的に参加したか。 

 

Unit 1 L2 

道に迷う 

 

提案することができる。依

頼することができる。道順

を説明することができる。 

How about ~? 

Could you help us? 

Walk down this street ~. 
5/ 18 5/ 21 ◎ ○ ○ 

Unit 2 L1 クラスでディベート① 理由を述べる／例を挙げる 

Unit 1 L3 

人物紹介 

 

身近な人を紹介すること

ができる。注意を引くこと

ができる。 

Let me introduce ~. 

Thank you for ~. 

 

6/ 1 6/ 4 

2 6/ 22 

◎ ○ ◎ 

Unit 1 L4 

体調が悪い 

 

体調を伝えたり、尋ねたり

できる。指示、アドバイス

ができる。 

I have a fever. 

What’s wrong? 

You should go to ~. 
6/ 22 6/ 18 ◎ ○ ○ 

Unit 2 L2 クラスでディベート② 相手の意見に反駁・引用する 

Unit 1 L5 

買い物 

 

描写することができる。相

づちを打つことができる。 

Katakuriko looks like flour. 

Terrific./ Wonderful./ Great. 

 

6/ 29 

 

 

6/25 

 

3 7/ 13 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

Unit 1 L6 

行ってみたい 

場所 

希望を述べることができ

る。理由を述べることがで

きる。 

I would like to ~. 

First, Second, Third, 

 

 

7/ 6 

7/ 13 

 

7/ 2 

7/ 9 
◎ ○ 

 

◎ 

 
Unit 2 L3 経験談のスピーチ 描写する／アドバイスする 

前期復習 前期学習事項まとめ 問題演習 7/ 20 7/ 16   ○ ○ ◎ 
・復習問題に積極的に取

り組んだか。 

評  価 
観点別評価は、レポート・試験を３つの観点で評価し、スクーリングへの主体的に取り組む態度等を加えて３観点についてA・B・Cで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

後 

 

 

 

 

 

期 

Unit 1 L7 

イベントに誘 

われる 

誘うことができる。誘いを

受けたり、断ることができ

る。 

Will you come? 

I’d love to. 

I wish I could, but ~. 

10/ 5 10 / 8 

4 10/ 15 

◎ 〇 〇 

・試験 

 

・レポート 

 内容をよく理解して

いるか。 

 提出期限を守ってい

るか。 

 

・スクーリングの取り組    

 み 

 積極的に参加したか。 

Unit 1 L8 

スクールカウン 

セラーに相談 

状況を説明したり、手助け

を申し出ることができる。

助言、提案ができる。 

I have a problem ~. 

How can I help you? 

Why don’t I ~? 
10/ 12 10/ 15 ◎ 〇 〇 

Unit 2 L4 遊びやスポーツを紹介 ルールや手順を説明する 

Unit 1 L9 

お気に入りを 

紹介 

 

映画や本のあらすじを要

約したり、登場人物を紹介

したりできる。感想や批評

を述べることができる。 

I’d like to tell you about ~. 

This movie is about three 

children who ~. 

Because of ~ 

 

10/ 19 

11/ 2 

 

 

10/ 22 

11/ 5 

 
5 11/ 12 

◎ 〇 ◎ 

Unit 2 L5 

L6 

日本をPR 

物事の両面を伝える 

事実や意見を述べる 

利点と欠点を述べる 

Unit 1 L10 

待ち合わせに 

遅刻 

 

相手に謝ることができる。

相手を許すことができる。

相手を励ますことができ

る。 

I’m sorry ~. 

Not at all. That’ not your 

fault.  Lighten up. 

 

11/ 9 11/ 12 ◎ 〇 〇 

Unit 1 L11 

家庭でのディス 

カッション 

 

共感を述べたり、残念な気

持ちを述べることができ

る。解決策を提案すること

ができる。 

What a shame. 

I don’ t know. / I agree. 

How about ~? 

 

11/ 16 11/ 19 

6 12/ 7 

◎ 〇 〇 

Unit2 L7 読み手を納得させる 理由を説明・要約する 

Unit 1 L12 

英字新聞に投 

稿 

要望や主張を述べること

ができる。理由を述べるこ

とができる。 

I think we should~  

It is unfair to ~ / Not all ~ 

It is difficult  12/ 7 12/ 3 ◎ 〇 ◎ 

Unit2 L8 読み手を説得させる 
状況説明／手助けを申し出

る／お礼や感謝を伝える 

後期復習 後期学習事項まとめ 問題演習 12/ 14 12/ 10   〇 〇 ◎ 
・復習問題に積極的に取

り組んだか。 

評  価 
観点別評価は、レポート・試験を３つの観点で評価し、スクーリングへの主体的に取り組む態度等を加えて３観点についてA・B・Cで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

※評価の観点 

     知識・技能・・・英語の特徴や決まりに関する事項を理解している。 

 思考・判断・表現・・・情報を整理しながら考えなどを形成し、英語で表現したり、伝え合ったりしている。 

    主体的に学習に取り組む態度・・・自らの学習状況を把握し、学習の進め方について調整しながら学ぼうとしている。 



 

年 間 学 習 計 画 表 

青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：外国語 科目：論理・表現Ⅱ 
単位数：前期 １ 

後期 １ 

履修年次：２年次 

          ３年次 

レポート枚数：前期 ３  

後期 ３ 

必要時間数：前期 ４  

後期 ４ 

 １．学習目標 

学習目標 情報や考えなどを場所や目的に応じて英語で話したり書いたりする能力を伸ばし、論理の構成や展開を工夫しながら伝えようとする態度を養う。 

使用教材・副教材 NEW FAVORITE English Logic and ExpressionⅡ（東京書籍） 

２．学習計画 

学

期 
単元 

 

学習目標・学習内容 

 

ｽｸｰﾘﾝｸ  ゙

実施日 

 

レポート

No・期限日 

＊ 評 価 の 観 点 

評 価 方 法 知識・ 

技能 

思考・判

断・表現 

主体的に

取り組む

態度 
日 水 

前 

 

 

 

 

 

期 

Unit 1 L1 

友達に報告する 

 

訂正したり、心配したり、感謝

する表現を使うことができ

る。 

No, ~ 

I’m worried that S+V….. 

Thank you for~ 

5/ 11 5/ 14 

1 5/ 21 

◎ ○ ○ 

・試験 

 

・レポート 

 内容をよく理解して

いるか。 

 提出期限を守ってい

るか。 

 

・スクーリングの取り組    

 み 

 積極的に参加したか。 

 

Unit 1 L2 

日本での初登校 

 

驚いたり、繰り返したり、言い

換えたりする表現を使うこと

ができる。 

Wow,~  ~ too? 

Do you mean  

We have to change~, too? 
5/ 18 5/ 21 ◎ ○ ○ 

Unit 2 L1 クラスでディベート① 推論する 賛成・反対する 

Unit 1 L3 

経験についての

スピーチ 

注意を引いたり、同意を求め

たりする表現を使うことがで

きる。 

Did you know that~? 

Isn’t it clean? 

 

5/ 25 5/ 28 

2 6/ 22 

◎ ○ ◎ 

Unit 1 L4 

ファンレター 

 

望むことや褒めることの表現

を使うことができる。 

I would really like to do~ 

Would it be possible to~? 

~always amaze me. 

6/ 1 

6/22 

6/ 4 

6/18 
◎ ○ ○ 

Unit 2 L2 クラスでディベート② 主張・推論する 賛成・反対する 

Unit 1 L5 

イベントに誘う 

 

誘ったり、説明したりする表

現を使うことができる。 

Why don’t we go together? 

It says here that~ 

 

7/ 6 

 

 

7/ 2 

 

3 7/ 13 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

Unit 1 L6 

図書館で資料 

さがし 

聞き直したり、依頼したりす

る表現を使うことができる。 

Excuse me./ I’m sorry, what did you  

say?  I need some help. 

 

7/ 13 

 

7/ 9 ◎ ○ 

 

◎ 

 
Unit 2 L3 クラスでディベート③ 推論する 説得する 

前期復習 前期学習事項まとめ 問題演習 7/ 20 7/ 16   ○ ○ ◎ 
・復習問題に積極的に取

り組んだか。 

評  価 
観点別評価は、レポート・試験を３つの観点で評価し、スクーリングへの主体的に取り組む態度等を加えて３観点についてA・B・Cで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

後 

 

 

 

 

 

期 

Unit 1 L7 

翻訳についての

スピーチ 

要約したり、言い換えたりす

る表現を使うことができる。 

As you can see~ 

In this way~ 

In other words,  

10/ 12 10/15 

4 10/ 22 

◎ 〇 〇 

・試験 

 

・レポート 

 内容をよく理解して

いるか。 

 提出期限を守ってい

るか。 

 

・スクーリングの取り組    

 み 

 積極的に参加したか。 

Unit 1 L8 

通信販売で返品

依頼 

困ったことを伝えて説明した

り、控えめに依頼したりする

表現を使うことができる。 

I have a problem. 

If possible~ 10/ 19 10/ 22 ◎ 〇 〇 

Unit 2 L4 調査結果のプレゼンテーション 報告する 望む 

Unit 1 L9 

タクシーに乗る 

依頼したり、提案する表現を

使うことができる。 

Keyaki Stadium, please.  

We can get there~ if we take ~ 

Take the long route, please. 

 

10/ 26 

11/ 2 

 

 

10/ 29 

11/ 5 

 5 11/ 12 

◎ 〇 ◎ 

Unit 2 L5 

L6 

社会問題についてのスピーチ 

仮定して推論する 

説明、主張、提案する 

仮定する、推論する 

Unit 1 L10 

友達とディスカ

ッション 

仮定したり、反対したりする

表現を使うことができる。 

 

If there were ~ 

~, but I think ~ 

 

11/ 9 11/ 12 ◎ 〇 〇 

Unit 1 L11 

比 較 結 果 の  

プレゼン 

テーション 

 

報告したり、比較して説明し

たりする表現を使うことがで

きる。 

 

I researched the difference~ 

A higher percentage of~ 

more popular than  

 

11/ 30 11/ 26 

6 12/ 7 

◎ 〇 〇 

Unit2 L7 比較して説明する 比較する 類似点と相違点を説明する 

Unit 1 L12 

就きたい職業 

説明したり、理由を述べたり、

仮定したりする表現を使うこ

とができる。 

There are three reasons why~ 

First~, second~, third~. 12/ 7 12/ 3 ◎ 〇 ◎ 

Unit2 L8 読み手を説得する 主張する 説得する 

後期復習 後期学習事項まとめ 問題演習 12/ 14 12/ 10   〇 〇 ◎ 
・復習問題に積極的に取

り組んだか。 

評  価 
観点別評価は、レポート・試験を３つの観点で評価し、スクーリングへの主体的に取り組む態度等を加えて３観点についてA・B・Cで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

※評価の観点 

     知識・技能・・・英語の特徴や決まりに関する事項を理解している。 

 思考・判断・表現・・・情報を整理しながら考えなどを形成し、英語で表現したり、伝え合ったりしている。 

    主体的に学習に取り組む態度・・・自らの学習状況を把握し、学習の進め方について調整しながら学ぼうとしている。 



年 間 学 習 計 画 表 
                                    青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科： 家 庭 科目：家庭総合 履修年次：２年次 
単位数：前期 ２ 

    後期 ２  

レポート枚数：前期 ５ 

  後期 ５ 

必要時間数：前期 ４  

       後期 ４ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 
１  人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な科学的な理解と技能を体験的・総合的に身に付 

ける。 

２ 家庭や地域及び社会における生活の課題を、科学的な根拠に基づいて生涯を見通して解決する力を養う。 

３ 生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図る実践的態度を養う。 

使 用 教 材 ・ 副 教 材 家庭総合―自立・共生・創造（東京書籍）・家庭総合―自立・共生・創造（NHK 出版） 

 

２ 学習計画 

 

学  

 

期 

 

 

単 元 

 

 

学習内容 

スクーリング

実施日 レポート 

№ 期限日 

評価の観点  

 

評価方法 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 
日 水 

 

 

 

 

前 

  

 

 

 

期 

第１章 

生涯を見通す 

第２章 

人生をつくる 

人生を展望する 

目標を持って生きる 

家族・家庭をみつめる 

・生涯発達の視点から、青

年期の課題、意思決定の

重要性について理解する 

5/11 

5/18 

5/14 

5/21 
1 5/21 ○ ○ ◎ 

 

 

 

 

 

 

スクーリング参加 

の積極性 

 

内容の理解度 

 

期限内のレポート 

合格 

 

第３章 

子どもと共に育つ 

 

命を育む 

子どもの育つ力を知る 

・青年期や妊娠時の健康管

理について理解する 

・命の誕生、身体と心の発

達について理解する 

6/1 6/4 2 6/4 ○ ◎ ○ 

子どもと関わる 

これからの保育環境 

・子供を取り巻く社会環境

の変化や課題、子供の福

祉について理解する 

6/22 6/18 3 6/22 ○ ◎ ○ 

第４章 

超高齢社会を共に生

きる 

第５章 

共に生き、共に支え

る 

高齢期の心身の特徴 

高齢者の自立を支える 

社会保障の考え方 

・高齢期の心身の特徴、自

立生活の支援や介護につ

いて理解する 

・社会保障や社会福祉につ

いて理解する 

7/6 7/2 4 7/6 ○ ◎ ○ 

第６章 

食生活をつくる 

 

食生活の課題について

考える 

食事と栄養・食品 

・食と人との関わりについ

て理解する。 

・栄養と食品の性質につい

て科学的に理解する 

7/13 7/9 5 7/13 ◎ ○ ○ 

 
前期講習 前期のまとめ 対策・復習プリント 7/20 7/16 

  
○ 

 
  ◎ 

態度、対策・復習プ

リントの取組 

 

評   価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいてＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

期 

第６章 

食生活をつくる 

食品の選択と安全 

調理の基礎 

食生活の文化と知恵 

・食の安全と衛生について

理解する 

・おいしさの構成要素につ

いて科学的に理解する 

10/12

10/19 

10/15

10/22 
6 10/22 ○ ○ ○ 

 

 

 

 

スクーリング参加 

の積極性 

 

内容の理解度 

 

期限内のレポート 

合格 

 

第７章 

衣生活をつくる 

被服の役割を考える 

被服を管理する 

衣生活の文化と知恵 

・被服材料、被服衛生、被

服管理について科学的に

理解する 

11/2 11/5 7 11/5 ◎ ○ ○ 

第８章 

住生活をつくる 

住生活の変遷と住居の

機能 

安全で快適な住生活の

計画 

住生活の文化と知恵 

・住まいと人の関わりにつ

いて理解する 

・安全や環境に配慮した住

生活の計画・管理ができ

る 

11/9 11/12 8 11/12 ◎ ○ ○ 

第９章 

経済生活を営む 

購入・支払いのルールと

方法 

消費者の権利と責任 

・契約の重要性や消費者保

護の仕組みについて理解

する 

11/30 11/26 9 11/30 ○ ○ ◎ 

第１０章 

持続可能な生活を営

む 

持続可能な社会を目指 

して 

・生活と環境との関わりや

持続可能な消費について

理解する 

12/7 12/3 10 12/7 ○ ○ ◎ 

後期講習 後期のまとめ 対策・復習プリント 12/14 12/10 
  

○ 
 

◎ 
態度、対策・復習プ

リントの取組 

 

評   価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいてＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

 ＊評価の観点 

知識・技能  …………… 人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な科学的な理解と技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 ……… 家庭や地域及び社会における生活の課題を、科学的な根拠に基づいて生涯を見通して解決する力を身に付けている。 

   主体的に学習に  ……… 生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図り、実践しようとしている。 

   取り組む態度            



年 間 学 習 計 画 表 

    青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科： 家 庭 科目：保育基礎 履修年次：３年次 
単位数：前期 ２ 

    後期 ２  

レポート枚数：前期 ４ 

  後期 ４ 

必要時間数：前期 ４  

       後期 ４ 

 

１ 学習目標 

指導目標 
保育の意義や方法、子どもの発達と生活の特徴、子どもの福祉や文化について体系的・系統的に理解し、関連する技術を身につけ、保育

や子育て支援に寄与する資質・能力を育てる。 

使用教材・副教材 保育基礎 (実教出版) 

 

２ 学習計画 

 

学  

 

期 

 

 

単 元 

 

 

学習内容 

スクーリング

実施日 レポート 

№ 期限日 

評価の観点  

 

評価方法 知識 

技術 

思考 

判断 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 日 水 

 

 

前 

 

 

 

 

期 

第１章 子どもの保育 

 

 

 

 

保育の意義 

 

保育の方法 

 

保育の環境 

・保育の意義と方法、保育の環

境の特徴と役割について理

解する。 

 

5/11 

5/18 

5/14 

5/21 
1 5/21 ○ ○ ◎ 

 

 

 

スクーリング参加 

の積極性 

 

内容の理解度 

 

期限内のレポート 

合格 

 

第２章 子どもの発達 子どもの発達の特性 ・乳幼児期は人の発育・発達に

おいて大切な時期であり、共

通性や個別性といった特性

があることを理解する。 

 

5/25 

6/1 

5/28 

6/4 
2 6/4 ◎ ○ ○ 

子どものからだの発達 ・身体的特徴と生理的特徴をと

らえ、新生児期～幼児期へと

続く人の発達の過程を理解

する。 

6/22 6/18 3 6/22 ○ ◎ ○ 

子どもの心の発達 ・愛着関係の形成や親子関係、

人間関係のひろがりについ

て理解し、様々な側面から子

どもの心の発達をとらえる。 

7/6 7/2 4 7/6 ○ ◎ ○ 

前期講習 前期のまとめ 対策・復習プリント 
7/13 

7/20 

7/9 

7/16 

  
○ 

 
◎ 

態度、対策・復習

プリントの取組 

 

評   価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいてＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

後 

 

 

 

 

期 

第３章 子どもの生活 

 

 

 

子どもの生活と擁護 

 

生活習慣の形成 

 

健康管理と事故防止 

 

・子どもの発達に応じた養護の

ポイントを理解し、必要な技

術を身につける。 

・基本的生活習慣と社会的生活

習慣の意義と重要性を理解

する。 

・子どもの健康と安全を守るた

め、病気のケア、事故の実態

や原因などを理解する。 

10/12

10/19 

10/15

10/22 
5 10/22 ○ ◎ ◎ 

 

 

 

スクーリング参加

の積極性 

 

内容の理解度 

 

期限内のレポート

合格 

 

10/26

11/2 

10/29

11/5 
6 11/5 ◎ ○ ○ 

第４章 子どもの文化 子供の文化の意義と支える

場 

 

子どもの遊びと表現活動 

 

・子どもの文化にはどのような

ものや場があるのか、また、

その意義について理解する。 

・子どもの遊びと表現活動の意

義や重要性などを、具体的な

製作を通じて理解する。 

11/9 11/12 7 11/12 ○ ◎ ○ 

第５章 子どもの福祉 子ども観 

 

子どもの福祉 

 

子育て支援 

・沐浴に必要な技術を身につけ

る。 

・子ども観の変遷や子どもの福

祉の理念や制度、子どもの福

祉を支える様々な施設の役

割について理解する。 

・子育て支援の現状をふまえ、

課題と展望について考える。 

11/30 11/26 8 11/30 ◎ ○ ○ 

後期講習 後期のまとめ 対策・復習プリント 
12/7 

12/14 

12/3 

12/10 

  
○ 

 
◎ 

態度、対策・復習プ

リントの取組 

 

評   価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいてＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

  

＊評価の観点 

知識・技能  …………… 保育に関する知識を体系的に理解しているとともに、それらに係る技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 ……… 保育の現状から生活全般に関する課題を見出し思考を深め、保育の充実向上を目指し合理的かつ創造的に解決する力を身に付けている。 

   主体的に学習に  ……… 子どもの発達や保育への関心を持ち、主体的かつ協動的に取り組もうとする態度を身に付けている。 

   取り組む態度           

 



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科： 情 報 科目： 情報Ⅰ 履修年次： １年次 単位数 
前期：１ 

後期：１ 
レポート枚数 

前期：２ 

後期：２ 
必要出席時間数 

前期：３ 

後期：３ 

１ 学習目標 

学 習 目 標  

〇情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的

に参画するための資質・能力を育成する。 

〇情報の信頼性や信憑性を見極めたり確保したりする能力の育成を図るとともに、知的財産や個人情報の保護と活用をはじめ、科学的な理

解に基づく情報モラルの育成を図る。 

使用教材・副教材 教科書： 新編情報Ⅰ（東京書籍） 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 学 習 内 容 

スクーリング

実施日 レポートNo. 

提出期限日 

評価の観点 

評 価 方 法 

（評 価 資 料） 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断 

・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度 

日 水 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第１章 

情報で問題

を解決する 

１ 問題解決の流れ 

２ 情報モラル 

３ 個人情報の流出 

４ 著作権 

５ 情報技術の発展 

実技課題 

作ろう！マイルール 

・問題を発見・解決するための

一連の流れを理解する。 

・情報社会で生活していくため

の情報モラルを理解する。 

・個人情報とはどのようなものか

理解する。 

・著作権について理解する。 

5/18 

 

6/ 1 

5/21 

 

6/ 4 

1 6/ 4 ◎ ○ ○ 
・定期考査 

 

・レポート 

 内容をよく理解してい 

 るか。 

 提出期限を守っている 

 か。 

 

・スクーリングの取組み 

 積極的に参加したか。 

 

・実技課題が未提出の場合

は不合格とする。 

第２章 

情報を伝え

る 

１ コミュニケーション手段

の変化 

２ デジタルの世界へ 

・数値と文字のデジタル

表現 

・音と画像のデジタル表

現 

・色と動画のデジタル表

現 

３ 情報デザイン 

４ ユニバーサルデザイン 

実技課題 

図解表現 

・メディアとコミュニケーションの

変遷について学習する。 

・デジタルデータとは何か学習

する。 

・デジタルデータのメリットとデメ

リットを理解する。 

・2 進法と情報の単位について

学習する。 

・情報デザインとは何か学習す

る。 

6/22 

 

7/ 6 

6/18 

 

7/ 2 

2 7/ 6 ◎ ○ ○ 

 前期試験前講習 前期の復習 7/20 7/16 
 

  ○ ・講習への取組み 

評 価 
観点別学習評価は、知識・技能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間性等の３観点より総合的にＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第３章 

コンピュー

タを活用す

る 

１ コンピュータとは何か 

・ハードウェアとソフトウェ

ア 

２ アルゴリズムの表現 

３ プログラムの基本構造 

４ 発展的なプログラム 

５ モデル化とシミュレー

ション 

実技課題 

アルゴリズムの表現 

・コンピュータの基本構成につ

いて理解する。 

・ハードウェアとソフトウェアにつ

いて理解する。 

・アルゴリズムの必要性を理解

し、表現方法について学習す

る。 

・プログラムの作り方や制御構造

について学習する。 

10/19 

 

11/ 2 

10/22 

 

11/ 5 

3 11/ 5 ◎ ○ ○ 

・定期考査 

 

・レポート 

 内容をよく理解してい 

 るか。 

 提出期限を守っている 

 か。 

 

・スクーリングの取組み 

 積極的に参加したか。 

 

・実技課題が未提出の場合

は不合格とする。 

第４章 

データを活

用する 

１ ネットワークとインター

ネット 

・インターネットの仕組み 

・サーバとクライアント 

２ 情報セキュリティ 

３ データの形式 

４ データーベースの活

用 

実技課題 

Python でプログラミング 

・情報通信ネットワークとは何か学

習する。 

・ネットワークを構成するハードウ

ェアについて学習する。 

・サーバの役割について学習す

る。 

・データとは何か学習する。 

・データベースの役割がどのような

ものか理解し、活用例を学習す

る。 

11/30 

 

12/ 7 

11/26 

 

12/ 3 

4 12/ 7 ◎ ○ ○ 

 
後期試験前講習 後期の復習 12/14 12/10 

 
  ○ ・講習への取組み 

評 価 
観点別学習評価は、知識・技能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間性等の３観点より総合的にＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

※評価の観点 

知識・技能    ……  情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知識について理解し、技術を身に付けているとともに、情報化の進展する社会の 

特質及びそのような社会と人間との関わりについて理解している。 

思考・判断・表現 ……  事象を情報とその結びつきの視点から捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に用いている。 

主体的に学習に  ……  情報社会との関わりについて考えながら、問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用し、自ら評価し改善しようとして 

取り組む態度     いる。 



年　間　学　習　計　画　表
青森県立北斗高等学校　通信制の課程

前期：2 前期：４ 前期：４

後期：2 後期：４ 後期：４

１　学習目標

教科書：ビジネス基礎（実教出版）

２　学習計画

日 水 No. 期限日
知識
技術

思考
判断
表現

主体的に
学習に取
り組む態

度

6/1 6/4

6/8 6/11

6/22 6/18

6/29 6/25

7/6 7/2

7/13 7/9

7/20 7/16

10/12 10/15

10/19 10/22

10/26 10/29

11/2 11/5

11/16 11/19

11/30 11/26

12/14 12/10

３　評価
　スクーリング，レポート，試験を評価対象とします。特に，レポート・試験は観点別学習状況の評価として，ＡＢＣの３つの段階で評価します。

　これをもとに総括し，評定に換算します。

レポートNo.1～No.4の復習

レポートNo.5～No.8の復習

【思考・判断・表現】
　Ａ：ビジネスをはじめとした様々
な知識、技能を活用し、成功事例や
改善に要する根拠に基づいて解決す
る力を身に付けている。
　Ｂ：ビジネスをはじめとした様々
な知識、技能を活用する力を身に付
けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　Ａ：他者と信頼関係を構築して積
極的に関わり、ビジネスの創造と発
展に責任をもって取り組もうとして
いる。
　Ｂ：ビジネスの創造と発展に責任
をもって取り組もうとしている。

･商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの概要につい
て理解する。
･ビジネスの役割について、企業の社会的責任や、環
境、エネルギー、食料などの社会的な課題及びビジネ
スの動向・課題について具体的な事例と関連付けて理
解する。

･ビジネスにおける信頼関係構築の意義と重要性を学
ぶ。
･ビジネスマナーの意義を理解し、場面に応じて考
え、活動できる力を理解する。
･企業活動における情報の重要性について理解し、情
報の活用及び評価・改善を行い理解する。

･経済の仕組みと流通の必要性について理解する。
･経済の基本概念、流通の役割など経済と流通に関す
る知識を基盤として、流通に関する課題を発見し、解
決方法を理解する。

･ビジネスの種類について理解し、流通や流通に関わ
る様々なビジネスについて理解する。
･流通や流通に関わるビジネスに関する知識を基盤と
して、流通や流通に関わる様々なビジネスに関する課
題を発見し、その対応策を考える。

･企業活動の形態と組織、マーケティングの重要性と
流れなど企業活動に必要な知識を学ぶ。
･企業活動に関する知識を基に、企業活動の動向な
ど、企業活動に関する課題を発見し、その対応策を学
ぶ。
・企業活動の展開について、組織の一員としての役割
を果たすことができる力を身に付ける。

･売買取引、代金決済など取引に関する知識や技術を
学ぶ
･取引に関する知識や技術を基に、実務における取引
に関する課題を発見し、その対応策を学ぶ。
･契約の履行と締結について、組織の一員としての役
割を果たすことができる力を身に付ける。

･ビジネス計算に関する知識や技術を学ぶ。
･ビジネス計算について学び、その知識と技術で組織
の一員としての役割を果たすことができる力を身に付
ける。

○観点別学習状況の評価について
【知識・技術】
　Ａ：ビジネスについて実務に即して
理解し、ビジネスに関する基礎的な知
識と技術を身に付けている。
　Ｂ：ビジネスに関する基礎的な知識
と技術を身に付けている。

11/5

7 11/30

8 12/712/7 12/3

6

○基本的な判定
　Ａ：十分満足できる状況
　Ｂ：おおむね満足できる状況
　Ｃ：努力を要する状況

･さまざまな地域の魅力と課題、地域ビジネスの動向
について理解する。
･さまざまな地域のビジネスに関する知識などを基
に、身近な地域のビジネスに関する課題を発見し、そ
の対応策を学ぶ。

４章
さまざまなビ
ジネス
(p78～p112)

1 ビジネスの種類
2 小売業
3 卸売業
4 物流業
5 金融業
6 情報通信業

1 5/21

2 6/11

3 6/29

4 7/13

5 10/22

○ ○ ○

○ ○ ○

5/18 5/21

使用教材・副教材

学
期

ｽｸｰﾘﾝｸﾞ実施日 レポート 評価の観点

評価の目安内容単元

後
　
　
　
期

５章
企業活動の基
礎
(p114～p140)

1 ビジネスと企業
2 マーケティング
の重要性
3 資金調達
4 財務諸表の役割
5 企業活動と税
6 雇用

６章
ビジネスと売
買取引
(p142～p158)

前
　
　
　
期

１章
商業の学習と
ガイダンス
(p8～p34)

1 いざ、ビジネス
の世界へ
2 私たちの社会と
ビジネス

２章
ビジネスとコ
ミュニケー
ション
(p36～p56)

1 コミュニケー
ション
2 ビジネスマナー
3 情報の入手方法

３章
経済と流通の
基礎
(p58～p76)

1 経済の仕組みと
ビジネス
2 経済活動と流通

1 売買取引の手順
2 代金決済

７章
ビジネス計算
(p160～p186)

1 ビジネス計算の
基礎
2 ビジネス計算の
応用

８章
身近な地域の
ビジネス
(p188～p199)

1 さまざまな地域
の魅力と課題
2 地域ビジネスの
動向

必要出席
時間数

教科：商業 単位数 レポート枚数科目：ビジネス基礎 履修年次

２年次

３年次

学習目標
商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の持続的な発展を担う職業人
として必要な資質・能力を育成する。

○ ○ ○

○

○ ○ ○

前期試験前講習

後期試験前講習

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○



年　間　学　習　計　画　表
青森県立北斗高等学校　通信制の課程

前期：2 前期：４ 前期：４

後期：2 後期：４ 後期：４

１　学習目標

教科書：ビジネス法規（東京法令出版）

２　学習計画

日 水 No. 期限日
知識
技術

思考
判断
表現

主体的に
学習に取
り組む態

度

5/11 5/14 ○ ○

5/18 5/21 ○ ○ ○

5/25 5/28 ○ ○

6/22 6/18 ○ ○ ○

6/29 6/25 ○ ○

7/6 7/2 ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

前期試験前講習 7/20 7/16

10/12 10/15 ○ ○

10/19 10/22 ○ ○ ○

10/26 10/29 ○ ○

11/2 11/5 ○ ○ ○

11/9 11/12 ○ ○

11/30 11/26 ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

後期試験前講習 12/14 12/10

３　評価
　スクーリング，レポート，試験を評価対象とします。特に，レポート・試験は観点別学習状況の評価として，ＡＢＣの３つの段階で評価します。

　これをもとに総括し，評定に換算します。

12/7 12/3

7/13 7/9

6 11/5

7 11/30

8 12/7

レポートNo.1～No.4の復習

レポートNo.5～No.8の復習

【思考・判断・表現】
Ａ：ビジネス法規に関する知識を活
用し、法的側面からビジネスに関す
る課題を発見するとともに、ビジネ
スが社会に及ぼす影響を踏まえ、法
的な根拠にもとづいて工夫してより
よく解決する力が身に付いている。

Ｂ：ビジネスが社会に及ぼす影響を
踏まえ、法的な根拠にもとづいて工
夫してよりよく解決する力が身に付
いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
Ａ：ビジネスを適切に展開する力の
向上を目指して自ら法規について学
ぶ態度および組織の一員として自己
の役割を認識して当事者としての意
識をもち、他者と信頼関係を構築し
て積極的に関わり、法規にもとづく
ビジネスに責任をもって取り組む態
度が身に付いている。

Ｂ：他者と信頼関係を構築して積極
的に関わり、法規にもとづくビジネ
スに責任をもって取り組む態度が身
に付いている。

●法の意義や、ビジネスにおける法の役割などについて理
解する。
●法の体系、法の分類および法の解釈・適用などについて
理解する。
●権利・義務の概要や、制限行為能力者制度、物権と債権
の概要などについて理解する。

●契約の意義・成立・効力、典型契約、契約自由の原則および
その制限について理解する。
●意思表示の無効・取消し原因や、代理について理解する。
●ビジネスにおける契約のうち、雇用契約・消費貸借契約・売
買契約、賃貸借契約の概要と借地借家法等を理解する。

●債務不履行や、履行の強制などについて理解する。
●担保の意義と、物的担保、非典型担保、人的担保について理
解する。
●弁済・相殺・更改・免除・混同などの債権の消滅事由につい
て理解する。
●時効・所有権取得・事務管理・不当利得・不法行為などの契
約外の権利義務の変動について理解する。

●株式会社の意義、株主の責任と地位、株式の譲渡および
所有（資本）と経営の分離、株式会社の機関、監査等委員
会設置会社および指名委員会等設置会社の概要、株式会社
の機関設計などについて理解する。

●資金調達の方法、金融商品取引法・金融サービス提供法・
電子記録債権法などの金融取引に関する法律の概要、金融商
品に関するセーフティネットを理解する。
●組織再編と、事業譲渡・企業買収について理解する。
●破産・特別清算・民事再生・会社更生などの企業の清算・
再建について理解する。
●独占禁止法等の競争秩序を確保するために企業活動を制限
する法律の概要について理解する。
●知的財産権の意義とその種類などについて理解する。

●税の種類と分類、法人や不動産に対する税の概要、税額
決定の考え方および内国法人と外国法人の納税義務、税務
会計等などについて理解する。
●消費税の意義とその課税対象、税額計算の考え方および
商品税の申告・納付について理解する。
●ビジネスをおこなうにあたって重要となるコンプライア
ンスとアカウンタビリティについて理解する。
●労働者の保護に関する法律の概要について理解する。

●労働者の保護の重要性および日本における労働者の保護
に関する課題などについて理解する。
●消費者基本法・消費者契約法・特定商取引法・割賦販売
法・製造物責任法など、消費者の保護に関する法律の概要
について理解する。
●個人情報保護法・不正アクセス禁止法・不正競争防止法
など、情報の保護に関する法律や重要性、課題などについ
て理解する。

○観点別学習状況の評価について
【知識・技術】
Ａ：企業における事例など実際のビジ
ネスと関連付けられ、ビジネスのさま
ざまな場面で役に立つ法規に関する知
識が身に付いている。

Ｂ：ビジネスのさまざまな場面で役に
立つ法規に関する知識が身に付いてい
る。

○基本的な判定
　Ａ：十分満足できる状況
　Ｂ：おおむね満足できる状況
　Ｃ：努力を要する状況

●紛争の予防について理解する。
●ADR・和解・調停・仲裁・民事訴訟などの紛争の解決方
法、裁判所の種類とその権限および国際的な紛争の解決な
どについて理解する。
●経済活動の国際化・情報化・サービス経済化など、経済
環境の変化にともなう法の改正ついて理解する。

第２章
企業活動と法
規
(p104～p125)

第３節
株式会社の特徴と
機関

1 5/21

2 6/22

3 7/6

4 7/13

5 10/22

後
　
　
　
期

第２章
企業活動と法
規
(p126～p154)

第４節
資金調達と金融取
引
第５節
組織再編と清算・
再建
第６節
競争秩序の確保

第３章
税と法規
第４章
企業責任と法
規
(p156～p181)

前
　
　
　
期

第１章
法の概要
(p2～p34)

第１節
ビジネスにおける法の
役割
第２節
法の体系と解釈・適用
第３節
権利・義務と財産権

第２章
企業活動と法
規
(p36～p67)

第１節
契約
第２節
企業活動における
契約

第２章
企業活動と法
規
(p68～p103)

第２節
企業活動における
契約

第１節
税の種類と法人の納税義
務
第２節
法人税の申告と納付
第３節
消費税の申告と納付
第１節
法令遵守
(コンプライアンス)
第２節
労働者の保護

第４章
企業責任と法
規
(p182～p203)

第２節
労働者の保護
第３節
消費者の保護
第４節
情報の保護

第４章
企業責任と法規
第５章
経済環境の変化と
法
(p204～223)

第５節
紛争の予防
第１節
経済環境の変化と
法

学習目標 商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、法規にもとづくビジネスの展開に必要な資質・能力を身に付ける。

使用教材・副教材

学
期

ｽｸｰﾘﾝｸﾞ実施日 レポート 評価の観点

評価の目安内容単元

必要出席
時間数

教科：商業 履修年次：３年次 単位数 レポート枚数科目：ビジネス法規



 

年 間 学 習 計 画 表 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科： 商 業 科目： 情報処理 履修年次： 
２年次 

３年次 
単位数： 

前期：２ 

後期：２ 
レポート枚数 

前期：４ 

後期：４ 
必要出席時間数 

前期：４ 

後期：４ 

１ 学習目標 

学 習 目 標 
商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，企業において情報を適切に扱うために必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

使用教材・副教材 情報処理 Prologue of Computer（実教出版） 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 学 習 内 容 

スクーリング 

実施日 
レポート

No.期限日 

評価の観点 

評価方法 
知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断 

・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度 

日 水 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第１章 

企業活動と

情報処理 

１節 情報処理の重要性 

 

２節 情報モラルと法規 

情報処理に関わる職業や仕事を学ぶ

ことにより，ＩＣＴ人材に求められる

役割と身につけるべき能力の概要を理

解する。 

情報を取り扱う上で守るべき法規の

必要性と，その概要を理解する。 

企業における適切な情報処理につい

て理解するとともに，関連する技術を

身に付ける。 

5/11 

5/18 

5/14 

 
1 5/18 ◎ ○ ○ 

・定期考査 

 

・レポート 

 内容をよく理解してい 

 るか。 

 提出期限を守っている 

 か。 

 

・スクーリングの取組み 

 積極的に参加したか。 

 

・実技課題が未提出の場合

は不合格とする。 

３節 コミュニケーションと 

情報デザイン 

6/ 1 

 

5/21 

6/ 4 
2 6/ 4 ◎ ○ ○ 

第２章 

コンピュー

タシステム

と情報通信

ネットワー

ク 

１節 コンピュータシステムの概要 

 

２節 情報通信ネットワークのし

くみと構成 

コンピュータの基本的な機能と構成

を理解し，ハードウェアとソフトウェ

アの種類と機能について理解するとと

もに，それを活用する基本的な技術を

身に付ける。 

情報化社会に参画するために個人が

身につけるべきセキュリティ管理の方

法について理解する。 

6/22 

6/29 

6/18 

6/25 
3 6/29 ◎ ○ ○ 

３節 インターネットの活用 

  

４節 情報セキュリティの確保 

7/ 6 

7/13 

7/ 2 

7/ 9 
4 7/13 ◎ ○ ○ 

 前期試験前講習 前期の復習 7/20 7/16 
 

  ◎ ・講習への取組み 

評  価 
観点別学習評価は、知識・技能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間性等の３観点より総合的にＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第３章 

情報の集計

と分析 

１節 ビジネスと統計 

２節 関数を利用した表の作成 

基本的な操作や計算式及び関数につ

いて理解し，目的に応じて適切な表を

作成する技術を身に付ける。 

10/ 5 

10/12 

10/ 8 

10/15 
5 10/15 ◎ ○ ○ 

・定期考査 

 

・レポート 

 内容をよく理解してい 

 るか。 

 提出期限を守っている 

 か。 

 

・スクーリングの取組み 

 積極的に参加したか。 

 

・実技課題が未提出の場合

は不合格とする。 

３節 グラフの作成 

４節 情報の整列・検索・抽出 

５節 問題の発見と解決の方法 

グラフの種類や構成要素，特色を理

解し，表計算ソフトウェアを利用して

目的に合ったグラフ作成方法について

理解する。 

10/19 

11/ 2 

10/22 

 
6 11/ 2 ◎ ○ ○ 

第４章 

ビジネス文

書の作成 

１節 ビジネス文書と表現 

２節 基本文書の作成 

３節 応用文書の作成 

文書情報がコミュニケーションの重

要な手段として，ビジネスの諸活動の

中で果たしている役割や種類について

理解する。 

ワープロの利用に関する知識と技術

を習得させ，文書の構成，構成要素の配

置，文書作成の要領について理解する。 

11/ 9 

 

11/ 5 

11/12 
7 11/12 ◎ ○ ○ 

第５章 

プレゼンテ

ーション 

１節 プレゼンテーションの技法 

 

２節 ビジネスにおけるプレゼン

テーション 

目的や形態によるプレゼンテーショ

ン方法の違いについて理解するととも

に，プレゼンテーションソフトウェア

を活用した実習を通して，資料の作成

などの発表準備から発表までの一連の

活動について理解を深める。 

11/16 

12/ 7 

11/19 

12/ 3 
8 12/ 7 ◎ ○ ○ 

 
後期試験前講習 後期の復習 12/14 12/10    ◎ ・講習への取組み 

評  価 
観点別学習評価は、知識・技能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間性等の３観点より総合的にＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

＊ 評価の観点 

知識・技能    ……  商業の各分野について体系的・系統的に理解しているとともに，関連する技術を身に付けている。 

思考・判断・表現 ……  ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を身に付けている。 

主体的に学習に  ……  よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。 

取り組む態度 



年 間 学 習 計 画 表（月曜スクーリング） 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：国 語 
科目：（前期）言語文化 

（後期）現代の国語 
履修年次： １年次 単位数 

前期：２ 

後期：２ 
レポート枚数 

前期：６ 

後期：６ 
必要時間数 

前期：３ 

後期：３ 

１ 学習目標 

学習目標（前期） 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に対する

理解を深める。また、他者との関わりの中で伝えあう力を深め、自分の思いや考えを広げたり深めたりする。 

学習目標（後期） 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して実生活に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的に考える力や共感したり想像した

りする力を伸ばす。また、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を身につける。 

使用教材・副教材 教科書：新編言語文化 ／ 新編現代の国語（東京書籍）  学習書：新編言語文化 ／ 新編言語文化（ＮＨＫ出版） 

２ 学習計画 

学 

 

期 

単 元 学習内容 

スクー

リング

実施日 

 

レポート 

No・期限日 

評価の観点 評価の目安 

知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に 

学習に取り 

組む態度 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

オリエンテーショ

ン 

すべての学習道具使用 レポートの約束事項、スクーリン

グの受講の仕方等 

5/12 

１ 5/12 ○ ○ ○ 

 

 

【知識・技能】 

生涯にわたる社会生活に必

要な国語の知識や技能を身

につけている。 

 

【思考・判断・表現】 

論理的に考える力や深く共

感したり豊かに想像したり

する力を伸ばし、自分の思

いや考えを広げたり深めた

りしている。 

 

【主体的に学習に取り組む

態度】 

自らの取り組み状況につい

て振り返りをし、今後の学

習目標や見通しを立ててい

る。 

１ 随筆 

２ 小説

１ 

『さくらさくらさくら』 

『とんかつ』 

・随筆を読んで、筆者のものの見

方や感じ方を読み取る。 

・小説を読み、登場人物の心情を

読み取る。 

４ 小説２ 

 

『羅生門』 ・登場人物の心情の変化を理解し、

人の感情や善悪の概念について自

分の思考を深める。 

２ 5/12 ○ ◎ ○ 

古文編 

１ 古文入門 

２ 随筆 

古文に親しむ 

『宇治拾遺物語』 

『徒然草』 

・古文の特徴を理解し、歴史的仮

名遣いを習得する。 

・随筆古典の代表作を読み味わう。 

5/26 ３ 5/26 ◎ ○ ○ 

漢文編 

１ 漢文入門 

２ 漢詩 

 

訓読の基本 

故事成語『守株』 

『春暁』 

・訓点の付け方や書き下し文を習

得し、漢文に親しむ。 

・現在につながる故事成語や、代

表的な唐詩を学ぶ。 

6/9 ４ 6/9 ◎ ○ ○ 

３ 詩歌 

５ 小説３ 

『冬が来た』【詩】 

『柳あをめる』【短歌】 

『雪の深さを』【俳句】 

『夢十夜』 

・短歌・俳句および詩を学び、深

く味わう力をつける。 

・非現実的な物語を通して、夏目

漱石の描く独特な世界観を学ぶ。 
6/23 

５ 6/23 ○ ○ ○ 

古文編 

４ 物語 

漢文編 

４ 史話 

『伊勢物語』 

『曹公戦於白馬』 

・本文を読み、物語の展開や構成

について理解する。 

・史話の世界観を捉え、物語の展

開をおさえる。 

６ 6/23 ○ ◎ ○ 

前期のまとめ レポート No.１～６の復習  7/7     

評  価 
「知識・技能」「思考・判断・表現（書くこと、読むこと）」「主体的に学習に取り組む態度」の三つの観点について、試験・レポート・スク

ーリングの取り組みから総合的に ABCで評価します。 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

オリエンテーショ

ン 

すべての学習道具使用 

 

レポートの約束事項、スクーリン

グの受講の仕方等 
10/20 １ 10/20 ○ ○ ○ 

 

 

【知識・技能】 

実社会に必要な国語の知識

や技能を身につけている。 

 

【思考・判断・表現】 

論理的に考える力や深く共

感したり豊かに想像したり

する力を伸ばし、自分の思

いや考えを広げたり深めた

りしている。 

 

【主体的に学習に取り組む

態度】 

自らの取り組み状況につい

て振り返りをし、今後の学

習目標や見通しを立ててい

る。 

１ 自己を見つめ 

  る 

『ルリボシカミキリの青』 ･自分自身の好きなことについて

伝える文章を作成する。 

２ 他者に出会う 『水の東西』 ･評論を読み、本文において「対比」

がもたらす効果について理解す

る。 
11/4 ２ 11/4 ○ ◎ ○ 

３ 言葉と生活１ 異なる種類の文章を読み

比べよう 

･「対比」の構成を用いて意見文を

書く。 

11/17 

３ 11/17 ○ ◎ ○ 

４ 視野を広げる 

 

 

『無彩の色』 

 

・評論文を読み、本文や資料を引

用しながら自分の意見を論述す

る。 

４ 11/17 ○ ◎ ○ 

７ 世界とつなが

る 

 

『りんごのほっぺ』 

 

 

・本文の内容や戦争体験に関わる

ことについて紹介文を書く。 

 
12/8 

５ 12/8 ○ ◎ ○ 

８ 未来に目を向

ける 

『真の自立とは』 ・文章の論理展開を捉え、要旨や

要点を把握する。 ６ 12/8 ○ ○ ○ 

後期のまとめ レポートNo.１～６の復習  12/22     

評  価 
「知識・技能」「思考・判断・表現（話すこと・聞くこと、書くこと、読むこと）」「主体的に学習に取り組む態度」の三つの観点について、

試験・レポート・スクーリングの取り組みから総合的に ABCで評価します。 

 

 



年 間 学 習 計 画 表 （ 月 曜 ス ク ー リ ン グ ） 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：地理歴史 科目：歴史総合 履修年次：２年次 単位数：２ レポート枚数：６ 必要時間数：３ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 

(1)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代

の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2)近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，

概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想し

たことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，

多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重する

ことの大切さについての自覚などを深める。 

使用教材・副教材 教科書：新選歴史総合（東京書籍），学習書：新選歴史総合（ＮＨＫ出版） 

 

２ 学習計画 

学
期 

単元 小単元 
教科書 

(学習書) 

レポート 
スクーリング実施日 学習評価・評定について 

番号 期限日 

前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

単元Ⅰ 

歴史の扉 

【小単元１】歴史と私たち 
pp.7-11 

(pp.10-11) 
１ 

5/19 

(月) 

５／１９ 

(月) 

◎レポートやスクーリング

の取組状況を基に，各単元

を，以下の３つの観点ごとに

Ａ・Ｂ・Ｃで評価します。 

〇知識・技能 

近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について，世界とそ

の中の日本を広く相互的な

視野から捉え，現代的な諸課

題の形成に関わる近現代の

歴史を理解しているととも

に，諸資料から歴史に関する

様々な情報を適切かつ効果

的に調べまとめている。 

〇思考・判断・表現 

近現代の歴史の変化に関わ

る事象の意味や意義，特色な

どを，歴史的な見方・考え方

を働かせ，概念などを活用し

て多面的・多角的に考察した

り，歴史に見られる課題の解

決に向けて構想したり，考

察，構想したことを効果的に

説明したり，それらを基に議

論したりしている。 

〇主体的に学習に取り組む

態度 

近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について，国家及び

社会の形成者として，よりよ

い社会の実現を視野に課題

を主体的に追究，解決しよう

としている。 

 

◎評定は，各単元の評価結果

と試験結果を，観点ごとに

Ａ・Ｂ・Ｃで総括し，その結

果を５～１の５段階で算出

します。 

【小単元２】歴史の特質と資料 
pp.12-19 

(pp.12-13) 

単元Ⅱ 

近代化と

私たち 

【小単元３】近代化への問い 
pp.20-27 

(pp.20-25) 

２ 【小単元４】18世紀のアジアの経済と社会 
pp.28-41 

(pp.26-34) 

【小単元５】工業化と世界市場の形成 
pp.42-51 

(pp.35-48) 

【小単元６】立憲体制と国民国家の形成 
pp.52-63 

(pp.49-63) 

３ 
6/2 

(月) 

６／２ 

(月) 
【小単元７】列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容 

pp.64-77 

(pp.64-80) 

【小単元８】現代の諸課題の形成に関わる近代化の歴史 
pp.78-83 

(pp.81-86) 

単元Ⅲ 

国際秩序

の変化や

大衆化と

私たち 

【小単元９】国際秩序の変化や大衆化への問い 
pp.84-91 

(pp.88-91) 

４ 
6/16 
(月) 

６／１６ 
(月) 

【小単元 10】総力戦と第一次世界大戦の国際協調体制 
pp.92-107 

(pp.92-109) 

【小単元 11】大衆社会の形成と社会運動の広がり 
pp.108-111 

(pp.110-113) 

【小単元 12】国際協調体制の動揺① 

～第二次世界大戦の勃発前～ 

pp.112-121 

(pp.114-123) 

【小単元 13】国際協調体制の動揺② 

～第二次世界大戦の展開～ 

pp.122-127 

(pp.124-129) 

５ 
6/30 

(月) 

６／３０ 

(月) 
【小単元 14】第二次世界大戦後の国際秩序と日本の国際社会

の復帰 

pp.128-135 

(pp.130-135) 

【小単元 15】現代的な諸課題の形成に関わる国際秩序の変化

や大衆化の歴史 

pp.136-141 

(pp.136-139) 

単元Ⅳ 

グローバ

ル化と 

私たち 

【小単元 16】グローバル化への問い 
pp.142-149 

(pp.142-145) 

６ 
7/14 
(月) ７／１４ 

(月) 

【小単元 17】国際政治の変容 
pp.150-157 

(pp.146-155) 

【小単元 18】世界経済の拡大と経済成長下の日本の社会 
pp.158-169 

(pp.156-169) 

【小単元 19】市場経済の変容と課題 
pp.170-177 

(pp.170-181) 

【小単元 20】冷戦終結後の国際政治の変容と課題 
pp.178-191 

(pp.182-205) 

【小単元 21】歴史的な経緯を踏まえた現代的な諸課題の理解 
pp.192-197 

(pp.206-211) 

歴史総合の学習内容の振り返り  

 ※学習の進め方のイメージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○【小単元３・９・16】では，問いを表現す

ることで，単元ごとの課題意識をもち，学

習を進めていきます。 

○【小単元８・15】では，【小単元３・９】で

表現した問いを考察したり，近現代の歴史

と「答えのない」現代の諸課題を結びつけ

て考察したりして，単元を振り返ります。 

○【小単元 21】では，歴史総合全体のまとめ

として，現代的な諸課題について，諸資料

を活用し探究する活動を行います。 

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ Ｎｏ．５ Ｎｏ．６ 



年 間 学 習 計 画 表 （ 月 曜 ス ク ー リ ン グ ） 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：地理歴史 科目：地理総合 履修年次：２年次 単位数：２ レポート枚数：６ 必要時間数：３ 

１ 学習目標 

学 習 目 標 

(1) 地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解するとともに，地図や地理情報

システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作用，地

域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想し

たことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うととも

に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生

活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深める。 

使用教材・副教材 教科書：新地理総合（帝国書院），新詳高等地図（帝国書院），学習書：新地理総合（ＮＨＫ出版）， 

２ 学習計画 

学
期 

単元 単元の目標 
教科書 

（学習書） 

レポート 
スクーリング実施日 学習評価・評定について 

番号 期限日 

後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

単元Ⅰ 

地図や地理情報シ

ステムと現代世界 

方位や時差，日本の位置と領域，国内や国家間の結

び付きなどを理解しよう 

pp.5-42 

(pp.10-54) １ 
10/6 

(月) 

１０／６ 

(月) 

◎レポートやスクーリング
の取組状況を基に，各単元
を，以下の３つの観点ごとに
Ａ・Ｂ・Ｃで評価します。 

〇知識・技能 
地理に関わる諸事象に関し
て，世界の生活文化の多様性
や，防災，地域や地球的課題
への取組などを理解してい
るとともに，地図や地理情報
システムなどを用いて，調査
や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめている。 
〇思考・判断・表現 
地理に関わる事象の意味や
意義，特色や相互の関連を，
位置や分布，場所，人間と自
然環境との相互依存関係，空
間的相互依存作用，地域など
に着目して，概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり，地理的な課題の解決に
向けて構想したり，考察，構
想したことを効果的に説明
したり，それらを基に議論し
たりしている。 
〇主体的に学習に取り組む
態度 
地理に関わる諸事象につい
て，国家及び社会の形成者と
して，よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題
を主体的に追究，解決しよう
としている。 
 

◎評定は，各単元の評価結果
と試験結果を，観点ごとに
Ａ・Ｂ・Ｃで総括し，その結
果を５～１の５段階で算出
します。 

地図や地理情報システムの役割や有用性などを理

解しよう 

地図や地理情報システムなどを活用し，現代世界

の様々な地理情報を収集し，読み取り，まとめる基

礎的・基本的な技能を身に付けよう 

単元Ⅱ 

生活文化の多様性 

と国際理解 

人々の生活文化が地理的環境から影響を受けた

り，影響を与えたりして多様性をもつことなどを

理解しよう 

pp.43-144 

(pp.56-215) 

２ 

10/27 

(月) 

１０／２７ 

(月) 

人々の生活文化が地理的環境の変化によって変容

することなどを理解しよう 

３ 自他の文化を尊重し国際理解を図ることの重要性

などを理解しよう 

単元Ⅲ 

地球的課題と 

国際協力 

地球的課題の各地で共通する傾向性や課題相互の

関連性などを広い視野から理解しよう 
pp.145-188 

(pp.216-280) ４ 
11/10 

(月) 

１１／１０ 

(月) 
地球的課題の解決には持続可能な社会の実現を目

指した各国の取組や国際協力が必要であることな

どを理解しよう 

単元Ⅳ 

自然環境と防災 

地域の自然環境の特色と自然災害への備えや対応

との関わりなどを理解しよう 

pp.189-218 

(pp.282-301) ５ 
12/1 

(月) 

１２／１ 

(月) 

自然災害の規模や頻度，地域性を踏まえた備えや

対応の重要性などを理解しよう 

様々な自然災害に対応したハザードマップや新旧

地形図など各種の地理情報を収集し，読み取り，ま

とめる地理的技能を身に付けよう 

単元Ⅴ 

生活圏の調査と 

地域の展望 

地理的な課題の解決に向けた取組や探究する手法

などを理解しよう 

pp.219-227 

(pp.302-307) ６ 
12/15 

(月) １２／１５ 

(月) 

地理総合の学習内容の振り返り  

 ※学習の進め方のイメージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○レポートＮｏ.１およびＮｏ.５の範囲の学習において，教科書の地図や主題図のほかに，パソコンや学校のタブレットなどでハザードマップや地理院

地図などを活用する場面があります。 

○レポートＮｏ.６では，地理総合全体のまとめとして，皆さんの住んでいる地域の課題を調査し，自治体の首長に対して課題解決に向けた提言を考える

という探究活動があります。地理総合の学習と同時に，気になる新聞記事やニュースなどを集めておくと，レポートに取り組みやすくなります。 

 

 



              年 間 学 習 計 画 表（月曜スクーリング） 

青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科： 公   民 科目：公 共   履修年次：１年次   

 

単位数：前期 １ 

後期 １ 

レポート枚数：前期３  

後期３ 

必要時間数：前期 ２ 

後期 ２ 

 

１ 学習目標 

学習目標 
１ 現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断の手掛かりとなる概念や理論について理解し、諸資料から倫理的主体として必要となる情報を調べ 

まとめる能力を身につける。 

２ 現代社会の諸課題の解決に向けて、公正に判断できる力や、構想したことを議論する力を養う。 

３ 現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や公共的な空間に生き国民主権を担う公民としての自覚を深める。 

使用教材・副教材 公共（東京書籍）・公共学習書（NHK 出版） 

 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 学習内容 

スクーリング 

実施日 レポート 

No・期限日 

評価の観点 

評価方法 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に

学習に取

り組む 

態度 月 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第３章 

経済社会で生き

る私たち 

１ 現代の経済と市場 
２ 市場経済における金融

の働き 
３ 財政の役割と持続可能

な社会保障制度 

・経済活動の意義、経済主体と経済
循環、グローバル化のなかの経済
活動の動きについて、実際の社会
生活と関連させながら理解する。 

・経済のしくみや動向について、基
礎的理解をもとに経済に関する
政策課題、社会保障にかかわる課
題について考察し表現する。 

5/26 ４ 5/26 ◎ ○ ○ 

○レポート、スクーリングの取組 

状況、前期試験を基に以下の３

つの観点ごとに A・B・C で評価

します。 

 

【知識・技能】 

・現実社会の課題を捉え、選択・判

断するための考え方について理

解している。 

【思考・判断・表現】 

・現実社会の課題の解決に向けて、

選択・判断の手掛かりとなる考え

方を活用し判断や表現ができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・知識・技能、思考力・判断力・表

現力を身に付けるため、学習に粘

り強く取り組んでいる。 

・レポートの提出期限を守ることが

できる。 

第４章 

私たちの職業生

活 

１ 働くことの意義と職業
選択 

２ 労働者の権利と雇用・ 
労働問題 

・資本主義における労働者の権利と
法、雇用環境の変化と労働問題に
ついて、実際の職業や労働のあり
方と関連させて理解する。 

・職業選択を自らの課題として、ま
た労働と雇用にかかわる諸問題
について考察し表現する。 

6/9 ５ 6/9 ○ ◎ ○ 
第５章 

国際社会のなか

で生きる私たち 

１ 国際社会のルールとし 
くみ 

２ 国際社会と平和主義 

・国際社会の成立とその特色、国際 
法の意義と役割、国際社会の主体
の変化などについて理解し、実際
国際的な事象と関連させながら
考察し表現する。 

３ 国際平和への課題 
４ グローバル化する国際 

経済 

・集団安全保障としての国際連盟、 
国際連合の成立とそのしくみ、安
全保障、さまざまな役割と課題に
ついて、実際の国際的な事象と関
連させながら理解する。 

・グローバル化する国際経済のもた
らしている諸課題について、身近
な生活の視点も含めて考察し表
現する。 

6/23 ６ 6/23 ◎ ○ ○ 

 前期まとめ 前期レポートの復習 配付された試験前講習プリントを
使って復習する。 7/7      

 

評  価 
レポート・スクーリング・試験の取組を３つの観点ごとにＡＢＣで評価します。評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出し

ます。 

後 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

期 

第１部「公共」のと
びら 
第 1 章  
公共的な空間をつく
る私たち―社会のな
かの自己 

１ 現代社会に生きる青年 

２ 社会的な関係のなかで 

生きる人間 

・青年期の特徴と発達課題、個人・
社会・伝統と文化の視点から人間
のあり方について理解する。 

・自己形成と社会形成に主体的に参
画することの意義について考察
する。 

10/20 １ 10/20 ◎ ○ ○ 

○レポート、スクーリングの取組 

状況、前期試験を基に以下の３

つの観点ごとに A・B・C で評価

します。 

 

【知識・技能】 

・現実社会の課題を捉え、選択・判

断するための考え方について理

解している。 

【思考・判断・表現】 

・現実社会の課題の解決に向けて、

選択・判断の手掛かりとなる考え

方を活用し判断や表現ができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・知識・技能、思考力・判断力・表

現力を身に付けるため、学習に粘

り強く取り組んでいる。 

・レポートの提出期限を守ることが

できる。 

第２章  

公共的な空間におけ
る人間としての在り
方生き方―共に生き
るための倫理 

１ 功利主義と幸福の原理 

２ 義務論と公正の原理 

・現代の諸課題について判断し、選
択する際の考え方として、功利主
義と幸福の原理や義務論と公正
の原理を理解する。 

・先人の思想を手がかりに課題解決
の方法について考察し表現する。 

第３章 公共的な空

間における基本的原

理―私たちの民主的

な社会 

１ 公共的な空間における 
  協働とは 
２ 民主主義とは 
３ 立憲主義とは 

４ 人権保障の意義と展開 

・公共的な空間における基本的原理
である民主主義、法の支配と立憲
主義、人間の尊厳と平等などの意
義について理解する。 

・公共的な空間の基本原理を実現す
る上での課題について考察し表
現する。 

11/4 ２ 11/4 ◎ ○ ○ 

第２部 自立した主
体として社会に参画
する私たち 
第１章  

民主政治と私たち 

１ 私たちの民主政治 
２ 地方自治の仕組みと役割 
３ 国会の仕組みと役割 
４ 内閣の仕組みと役割 
５ 政治参加と選挙 
６ 政党と利益集団 
７ メディアと世論 

・身近に存在する政治に気がつくと
ともに、民主主義にかかわる制度
や活動の意義について理解する。 

・地方政治、国政に関する課題につ
いて、民主政治や民意の反映など
の視点から考察し表現する。 

第２章 
法の働きと私たち 

１ 法の規範の意義と役割 

２ 市民生活と私法 

３ 国民の司法参加 

・法の意義と役割、市民生活におけ
る法と契約、消費者の権利と責
任、司法のしくみと司法参加の意
義などについて、実際の社会生活
と関連させながら理解する。 

・法の意義と役割、消費者の権利と
義務、司法参加などにかかわる課
題について考察し表現する。 

11/17 ３ 11/17 ○ ◎ ○ 

後期まとめ 後期レポートの復習 配付された試験前講習プリントを
使って復習する。 12/8      

評  価 
レポート・スクーリング・試験の取組を３つの観点ごとにＡＢＣで評価します。評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出し

ます。 

  



青森県立北斗高等学校　通信制の課程

前期：２ 前期：６ 前期：３

後期：２ 後期：６ 後期：３

１　学習目標

２　学習計画

単元 教科書ページ
（学習書ページ） 内容 No. 期限日 知識

技能

思考
判断
表現

主体的に
学習に取り
組む態度

p.104～p.116
（p.96～p.111） １節　鋭角の三角比 7 5/19 ○ ○

p.117～p.121
（p.112～p.121） ２節　三角比の応用１ 8 6/2 ○ ○

p.122～p.127
（p.122～p.124）

２節　三角比の応用２
　　　④鈍角の三角比～ 9 6/9 ○ ○ ○

p.130～p.141
（p.126～p.148） １節　データの分析１ 10 6/16 ○ ○

p.142～p.147
（p.149～p.153）

１節　データの分析２
　　　⑥相関関係～ 11 6/30 ○ ○ ○

５章

　集合と論証

p.150～p.160
（p.156～p.174） １節　集合と論証 12 7/7 ○ ○ ○

レポートNo.7～No.12の復習

p.4～p.18
（なし）

１．整数の計算
２．小数・分数の計算 1 10/6 ○ ○

p.19～p.29
（なし）

３．計算の利用
４．正負の数の計算 2 10/20 ○ ○ ○

p.32～p.57
（p.8～p.45）

１節　文字と式
２節　実数 3 10/27 ○ ○

p.58～p.71
（p.46～p.59）

３節　方程式と不等式 4 11/4 ○ ○ ○

p.74～p.91
（p.62～p.86）

１節　２次関数とそのグラフ 5 11/10 ○ ○

p.92～p.101
（p.87～p.94）

２節　２次関数の値の変化 6 12/1 ○ ○ ○

レポートNo.1～No.6の復習

３　評価

　スクーリング，レポート，試験を評価対象とします。特に，レポート・試験は観点別学習状況の評価として，ＡＢＣの３つの段階で評価します。

　これをもとに総括し，評定に換算します。

年　間　学　習　計　画　表

教科：数学 科目：(月)数学Ⅰ 履修年次：１年次 単位数 レポート枚数
必要出席
時間数

○基本的な判定
　Ａ：十分満足できる状況
　Ｂ：おおむね満足できる状況
　Ｃ：努力を要する状況

○観点別学習状況の評価について

【知識・技能】

Ａ：基礎的な知識の習得状況，概念
　　的な理解の定着状況が大変良好
　　である。
Ｂ：基礎的な知識の習得状況，概念
　　的な理解の定着状況が良好であ
　　る。

【思考・判断・表現】

Ａ：Ｂに加えて，根拠を明確にして
　　自分の考えをまとめている。
Ｂ：自分の考えを，言葉や数，式，
　　図，表，グラフなどを用いて
　　数学的に表現し課題に取り組ん
　　でいる。

【主体的に学習に取り組む態度】

Ａ：Ｂに加えて，数学的に考える
　　ことの良さを記述したり，
　　これからの学習目標や見通し
　　を立てたりしている。
Ｂ：自分の取組状況の良い点，改善
　　すべき点を自覚した振り返りが
　　できている。問題点を改善する
　　ために，これまでの学習内容を
　　意識し，数学的に試行錯誤しな
　　がら取り組んでいる。

評価の目安

12/15

10/6

10/27

評価の観点レポート

7/14

11/10

学習目標

使用教材・副教材

12/1

方程式と不等式，２次関数，三角比，データの分析，集合と論証について理解し，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，
的確に活用する能力を伸ばし，数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。

教科書：新数学Ⅰ・新数学Ⅰ 解答編（東京書籍）　　　　　学習書：新数学Ⅰ（ＮＨＫ出版）

前期試験前講習

後
　
　
　
期

数の計算

１章

　数と式

２章

　２次関数

ｽｸｰﾘﾝｸﾞ
実施日

３章

　三角比

４章

　データの分析

5/19

6/16

6/2

6/30

学
期

前
　
　
　
期

学習内容

後期試験前講習



 

年 間 学 習 計 画 表（月曜スクーリング） 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：理 科 科目：科学と人間生活 履修年次： １年次 単位数 
前期：１ 

後期：１ 
レポート枚数 

前期：３ 

後期：３ 
必要時間数 

前期：４ 

後期：４ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標  
自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割について、身近な物事・現象に関する観察、実験などを通して理

解し、科学的な見方や考え方を養うとともに、科学に対する興味・関心を高める。 

使用教材・副教材 教科書：科学と人間生活（東京書籍） 

 

２ 学習計画 

学

期 
単元 学習内容 

スクーリング 

実施日 
レポート 

評価の観点 

評価方法 知 識 

技 能 

思 考 

判 断 

表 現 

自主的に学習に 

取り組む態度 
月曜日 № 期限日 

前

期 

３編 

光や熱の 

科学 

光の性質とその利用 

 

 

 

熱の性質とその利用 

光の進み方と基本的な性質を理解する 

（光の波としての性質） 

見える光と見えない光について理

解する 

熱とは何かを理解する 

（熱運動・熱量・熱の移動） 

ｴﾈﾙｷﾞｰの利用について理解する 

５／１２ 

５／２６ 
４ ５／２６ ◎ ○ ○ 

・レポート・試験 

内容が理解できているか。 

丁寧に取り組んでいるか。 

 

 

・スクーリング態度 

積極的に参加しているか。 

  

４編 

宇宙や地球

の科学 

太陽と地球 太陽と月がつくる暦について理解

する     （潮の干満と潮位） 

太陽の放射ｴﾈﾙｷﾞｰについて理解す

る         （温室効果） 

大気と海洋の大循環について理解

し、気候と気象災害について理解

する       （前線と台風） 

６／ ９ 

６／２３ 
５ ６／２３ ◎ ○ ○ 

自然景観と自然災害 ﾌﾟﾚｰﾄ運動と地表の景観の成り立

ちを理解する  （ﾌﾟﾚｰﾄ・断層） 

火山がつくる景観の成り立ちにつ

いて理解する 

流水がもたらす作用による景観に

ついて理解する 

自然災害の種類を理解し、防災に

ついて考える 

（地震災害・火山災害・気象災害） 

７／ ７ 

７／１４ 
６ ７／１４ ◎ ○ ○ 

評 価 
観点別学習評価は、レポート・テストを３つの観点でそれぞれ評価し、スクーリングの態度などを加えて３観点についてＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

後

期 

１編 

生命の科学 

 

さまざまな微生物 微生物の種類・特徴を理解する 

微生物の生態系でのはたらき・役

割を理解する（自然浄化） 

微生物と食料・医薬品についての

関わりを理解する 

（発酵の種類と利用） 

１０／２０ 

１１／ ４ 
１ １１／ ４ ◎ ○ ○ 

 

 

・レポート・試験 

内容が理解できているか。 

丁寧に取り組んでいるか。 

 

 

・スクーリング態度 

積極的に参加しているか。 

  

ヒトの生命現象 ヒトの眼球の構造とはたらきを理

解し、視覚について学習する 

体内における血糖の役割を理解

し、その調節について理解する 

免疫の仕組みについて理解する 

遺伝子と DNA のはたらきを理解する 

１１／１７ 

１２／ ８ 
２ １２／ ８ ◎ ○ ○ 

２編 

物質の科学 

材料とその再利用 

 

衣料と食料 

リサイクルについて学習し、金

属・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの性質を理解する 

繊維の種類と性質を理解する 

（天然繊維と合成繊維） 

三大栄養素の性質とはたらきを理

解する 

１２／１５ 

１２／２２ 
３ １２／２２ ◎ ○ ○ 

評 価 
観点別学習評価は、レポート・テストを３つの観点でそれぞれ評価し、スクーリングの態度などを加えて３観点についてＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

＊評価の観点 

知識・技能   …… 自然と人間生活との関わりや科学技術が人間生活に果たしてきた役割と自然界への影響等について、教科書・レポートを中心に観察や実験を通

して理解し、自然と人間の共存と繁栄について考えられる知識・技能を身につける。 

思考・判断・表現…… 人間生活が自然から受けている様々な影響や、人間生活が与える影響を適切に判断し、科学的な視点に立って自然と科学の関連性を考え、問題 

を解決する資質が身についている。 

主体的に学習に …… 自然や科学現象に関する基礎知識の習得をもとに、自ら興味・関心や疑問を持ち、積極的に検索して関連した情報を収集して、適切な方法で問 

取り組む態度     題の解決に取り組んでいる。 

 



年 間 学 習 計 画 表（月曜スクーリング） 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：理科 科目：化学基礎 履修年次： １年次 単位数 
前期：1 

後期：1 
リポート枚数 

前期：３ 

後期：３ 
必要時間数  

前期：４ 

後期：４ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標  
日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、目的意識を持って観察、実験を行い、科学的に探求する能力と態度を育てる

とともに、化学の基本的な概念や原理・法則を理解し、化学的な見方や考え方を養う。 

使用教材・副教材 教科書：新編 化学基礎（東京書籍） 

 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 学 習 内 容 

実施日 レポート No.  

期限日 

評価の観点 

評 価 方 法 知識・技能 思考・判断・

表現 

主体的に取

り組む態度 月  

前 

 

 

 

 

 

 

 

期 

３編 

物質の変

化 

１章 

物質量と

化学変化 

1.原子量・分子量と物質量 

 

 

2.化学変化の量的関係 

 

・物質量と粒子数、質量、

気体の体積との関係を学

ぶ。 

・化学反応式及び化学反応

に関与する物質とその量

的関係を理解する。 

5/12  

 

5/19 

 ４ 5/25 ○ ◎ ○ 

・レポートの内容を理解して

いるか。 

 

・自由課題へ自主的に取り組

んでいるか。 

 

・授業に積極的に参加したか。 

 

・定期考査 

２章 

酸と塩基 

1.酸と塩基. 

2.水素イオン濃度と PH 

3.中和反応と塩の生成 

4.中和の量的関係と中和

滴定 

・酸、塩基の強弱と電離度大

小の関係及び水素イオン

濃度と PH の関係を学習

する。 

・中和反応に関する物質の

量的な関係を学習する。 

6/2 

 

6/16 

 ５ 6/22 ○ ◎ ○ 

３章 

酸化と還

元 

1.酸化と還元 

 

2.酸化還元反応の利用 

 

・酸化と還元が電子の授受

によることを理解する。 

・酸化還元反応と日常生活

との関わりを学習する。 

6/30 

 

7/14 

 ６ 7/16 ○ ○ ○ 

          

評  

価 

観点別学習評価は、３段階の評価資料にもとづいて、ABC で評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

１編 

化学と人

間生活 

２章 

物質の構

成と構成

元素 

１．物質の成分 

 

２．物質の構成元素 

 

３．物質の三態 

 

・物質の分離・精製や元素の

確認実験などを通して、単

体、化合物及び混合物につ

いて理解する。 

・粒子の熱運動と物質の三

態変化との関係について

学習する 

10/6 

 

10/27 

 １ 11/2 ◎ ○ ○ 

・レポートの内容を理解し 

ているか。 

 

・自由課題へ自主的に取り 

組んでいるか。 

 

・授業に積極的に参加した

か。 

 

・定期考査 

２編 

物質の構

成 

１章 

原子の構

造と元素

の周期表 

１.原子の構造 

 

 

２.電子配置と周期表 

 

・原子の構造及び陽子、中性

子、電子の性質を理解す

る。 

・元素の周期律及び原子の

電子配置と周期表の属や

周期との関係を学習す

る。 

11/10 

 

12/1 

 ２ 12/7 ○ ◎ ○ 

２章 

化学結合 

１．イオンとイオン結合 

２．分子と共有結合 

３．金属と金属結合 

４．化学結合と物質の分 

  類 

・イオンの生成を電子配置

と関連づけて理解し、イオ

ン結合でできた物質の性

質を学習する。 

・共有結合を電子配置と関

連づけ、分子性物質の性質

を学習する。 

・金属結合及び金属の性質を

学習する。 

12/8 

 

12/15 

 ３ 12/17 ○ ○ ◎ 

 後期のまとめ 後期の復習 12/22   授業態度 

評  

価 

観点別学習評価は、３段階の評価資料にもとづいて、ABC で評価します。 

評定は、各観点の評価（ABC）にもとづいて、５段階で算出します。 

＊ 評価の観点 

知識・技能 ―――― 対象とする事象について探求するために必要な知識及び技能を身につけている。 

思考・判断・表現 ― 多角的、総合的に事象を捉え、数学や理科などに関する課題を設定して探求し、課題を解決する力を身につけている。 

主体的に学習に ―― 様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとしている。探求の過程を振り返って評価・改善 

取り組む態度     しようとしている。 



年 間 学 習 計 画 表（月曜スクーリング） 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科：理 科 科目：生物基礎 履修年次： １年次 単位数 
前期：１ 

後期：１ 
レポート枚数 

前期：３ 

後期：３ 
必要時間数 

前期：４ 

後期：４ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標  
日常生活や社会との関連を図りながら生物や生命現象への関心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度

を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

使用教材・副教材 教科書：新編 生物基礎（東京書籍） 

 

２ 学習計画 

学

期 
単元 学習内容 

スクーリング 

実施日 
レポート 

＊評価の観点 

評価方法 知 識 

技 能 

思 考 

判 断 

表 現 

主体的に 

学習に 

取り組む

態度 
月曜日 № 期限日 

前

期 

３編 

ヒトの体の

調節 

免疫のはたらき 免疫とそれにかかわる細胞のはた

らきについて理解する 

自然免疫と適応免疫のしくみを理

解する 

免疫と疾患について理解する 

（アレルギーとＨＩＶ） 

５／１２ 

５／１９ 

 

４ 
５／１９ ◎ ○ ○ 

・レポート・試験 

内容が理解できているか。 

丁寧に取り組んでいるか。 

 

 

・スクーリング態度 

積極的に参加しているか。 

  

４編 

生物の 

多様性と生

態系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植生と遷移 

 

 

 

世界の陸上のバイオーム 

日本のバイオーム 

生態系の役割を理解する 

陸上にみられる植生の多様性と環

境とのかかわりを理解する 

植生の遷移について理解する 

気温と降水量の違いによって様々

なバイオームが成立している事を

理解する 

６／ ２ 

６／１６ 
５ ６／１６ ◎ ○ ○ 

生態系と生物の多様性 生態系における生物の多様性と役

割を理解する 

生態系における生物間の関係を理

解する 

生態系のバランスと人間活動との

かかわりを理解する 

６／３０ 

７／１４ 
６ ７／１４ ◎ ○ ○ 

評 価 
観点別学習評価は、レポート・テストを３つの観点でそれぞれ評価し、スクーリングの態度などを加えて３観点についてＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

後 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

１編 

生物の特徴 

 

 

生物の多様性と共通性 

 

 

生命活動とエネルギー 

生物は多様でありながら共通性を

もっていることを理解する 

細胞の構造とはたらきを理解する 

生命活動に必要なエネルギーと代

謝について理解する（ＡＴＰ） 

酵素のはたらきを理解する 

１０／ ６ 

１０／２７ 
１ １０／２７    

・レポート・試験 

内容が理解できているか。 

丁寧に取り組んでいるか。 

 

 

・スクーリング態度 

積極的に参加しているか。 

  

２編 

遺伝子と 

そのはたらき 

遺伝情報とＤＮＡ 

 

 

 

 

 

遺伝情報とタンパク質

の合成 

遺伝情報を担う物質であるＤＮＡ

の構造とはたらきを理解する 

体細胞分裂を理解する 

ＤＮＡの複製により、遺伝情報が

伝えられることを理解する 

タンパク質の構造を理解する 

ＤＮＡの情報に基づいてタンパク

質が合成されることを理解する 

１１／１０ 

１２／ １ 
２ １２／ １ ◎ ○ ○ 

３編 

ヒトの体の

調節 

ヒトの体を調節する 

しくみ 

体内環境が保たれていることを理

解する（体液と循環） 

神経系による情報伝達を理解する

内分泌腺とホルモンによる情報伝

達について理解する 

血糖濃度の調節を理解する 

１２／ ８ 

１２／１５ 
３ １２／１５ ◎ ○ ○ 

学習のまとめ ○後期レポート №１～３の復習 １２／２２  ○ ○ ◎ 積極的に取り組んでいるか。 

評 価 
観点別学習評価は、レポート・テストを３つの観点でそれぞれ評価し、スクーリングの態度などを加えて３観点についてＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて、５段階で評定を算出します。 

 

＊評価の観点 

知識・技能   …… 生物や生物現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、生物学的な基礎知識を習得する。また、日常生活や社会との関連を図りながら

生物や生命現象について関心をもち、意欲的に探究しようとするなど、生物を多角的に捉えられる科学的な見方や考え方を身に付けている。 

思考・判断・表現…… 生物学的な基礎知識をもとに、生物や生命現象の中に課題を見いだし、探究する過程を通して、様々な事象を生物学的に考察し、導き出した考 

えを的確に表現している。 

主体的に学習に …… 生物や生命現象に関する基礎知識の習得をもとに、自ら興味・関心や疑問を持ち、積極的に検索して関連した情報を収集して、適切な方法で問 

取り組む態度     題の解決に取り組んでいる。    



年 間 学 習 計 画 表（月曜スクーリング） 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：外国語 科目：英語コミュニケーションⅠ 履修年次： １年次 単位数 
前期：2 

後期：2 
レポート枚数 

前期：６ 

後期：６ 
必要時間数 

前期：８ 

後期：８ 

１ 学習目標 

学 習 目 標 英語コミュニケーションにおける見方、考え方を働かせ、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりする資質・能力を養う。 

使用教材・副教材 All Aboard! English Communication Ⅰ（東京書籍）、 All Aboard! English Communication Ⅰ学習書（NHK 出版） 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 

 

学習内容  

 

実施日 
 

レポート 

No・期限日 

※評価の観点 

評価方法 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的 

態度  月曜日 

前 
 
 
 
 
 
 

期 

Lesson 6 

A Funny Picture 

from the Edo Period 

・好きな絵について、英語で述

べることができる。 

・人や物に焦点をあてて、「○○

は･･･される」と説明できる。 

・浮世絵を紹介する純のスピーチを

理解し、自分の好きな絵や写真につ

いて英語で述べる。 

《受け身》 

5 /12 

5 /19 
7 5 /21 ◎ ○ ○ 

・レポート・

試験・スクー

リングにおけ

る言語活動 

 

Lesson 7 

A Dairy of Hope 

・関心のある人物について、英

語で説明することができる。 

・２つ以上のものを比べて説明

できる。 

・アンネ・フランクの日記を通じて、

戦争は人々の暮らしにどのような

影響を与えるかを考える。 

《比較表現》 

5 /26 8 5 /28 ○ ◎ ○ 

Lesson 8 

A Door to a New Life 

・人の生活を豊かにするロボッ

トについて考え、英語で提案

することができる。 

・「･･･したことがある」という

経験を説明できる。 

・ロボットが給仕するカフェや分身

ロボットが開発されたことを知り、

ロボットが新しい生活を切り開き

始めた現実を考える。 

《現在完了形》 

6 / 2 9 6 / 4 ○ ○ ◎ 

Lesson 9 

Fighting Plastic 

Pollution 

・環境を守るためにできること

について、英語で述べること

ができる。 

・人や物に「･･･している」「･･･

された」という説明を加える

ことができる。 

・プラスチックごみの問題について、

自分たちにできることを考える。 

 

《名詞を後ろから説明する分詞》 

 （現在分詞）（過去分詞） 

6 / 9  

6 /16 
10 6 /18 ◎ ○ ○ 

Lesson 10 

Pigs from across the 

Sea 

・海外の文化や社会に対する理

解を深める活動について、英

語で述べることができる。 

・人や物について説明を加える

ことができる。 

・第二次世界大戦後、飢えに苦しむ沖

縄の人々に対して行われた人道援

助を理解し、世界と結びつきを深め

るためにできることを発表する。 

《関係代名詞: who, which》 

6 /23 

6 /30 
11 7 / 2 ○ ◎ ○ 

Reading 2 

The Wizard of Oz 

・世界の名作を鑑賞し、名作の

名作たるゆえんを考えること

ができる。 

・不思議なオズの国で起こる出来事

を通じて、主人公の気持ちの変化を

理解することができる。 
7 / 7 12 7 / 9 ○ ○ ◎ 

前期復習 前期学習事項まとめ 問題演習 7 /14   ○ ○ ◎ 
・問題への取

り組み 

評 価 
観点別学習評価は、スクーリング・レポート・テストにおける取り組みを３観点について A・B・C で評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて５段階で算出します。 

学 

期 

単 元 学習内容 実施日 
レポート No. 

提出期限 

知能 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的 

態度 

・レポート・

試験・スクー

リングにおけ

る言語活動 

後 
 
 
 
 
 
 

期 

Warm-Up 1-3 

Pre-Lesson 1-2 

My name is Ito 

Neko 

I like Junk Food! 

・アルファベット、教室で使う

表現、辞書の使い方に慣れ

る。 

・自己紹介ができるようにな

る。 

・アルファベット、教室で使う表現 

辞書の使い方、疑問詞 

・伊藤ネコの自己紹介を参考に自己紹

介する。 

《be 動詞 ・一般動詞》 

10/ 6 

10/20 
1 10/22 ○ ○ ◎ 

Lesson 1 

Breakfast around 

the World 

・好きな食べ物について、英語

で述べることができる。 

・「過去にしたこと」を話せる。 

・世界にはどのような食事があるか理

解し、自分の家の食事を紹介する。 

《過去形》 
10/27 2 10/29 ◎ ○ ○ 

Lesson 2 

Australia’s Cute 

Quokkas 

・好きな動物について、英語で

述べることができる。 

「今していること」を伝えら

れる。 

・オーストラリアロットネスト島に生

息するクオッカを参考にしながら、

好きな動物について紹介する。 

《進行形》 

11/ 4 3 11/ 5 ○ ◎ ○ 

Lesson 3 

A Train Driver in 

Sanriku 

・ある場所への行き方とそこ

でできることについて、英語

で述べることができる。 

・自分ができることを伝えら

れる。 

・東日本大震災で被害を受けた三陸鉄

道で働く女性運転士の仕事を通じ

て、働くことについて理解を深める。 

《助動詞：can, will》（道案内） 

11/10 4 11/12 ○ ○ ◎ 

Lesson 4 

A Miracle Mirror 

 

・行ってみたい場所について、

英語で述べることができる。 

・今週末にやりたいことを伝

えられる。 

・ボリビアのウユニ塩原を紹介する。 

・E-メールを理解し、行ってみたい場

所について英語で述べる。 

《to 不定詞》（英文 Eメールの書き方） 

11/17 

12/ 1 
5 12/ 3 ◎ ○ ○ 

Lesson 5 
Learning from the Sea 

Reading 1 

Short Stories in 

English 

・将来の夢について、英語で述

べることができる。 

・先週末に楽しんだことを伝

えられる。 

・小ばなしで聞き手を楽しま

せることができる。 

・水族館部がある高校で学ぶ生徒の学

校生活を理解し、自分の将来の夢に

ついて発表する。 

《動名詞》 

・英語で書かれた小ばなしを楽しむ。 

  12/ 8 

  12/15 
6 12/17 ○ ◎ ○ 

後期復習 後期学習事項まとめ 問題演習 12/22 
  

○ ○ ◎ 
・問題への取

り組み 

評 価 
観点別学習評価は、スクーリング・レポート・テストにおける取り組みを３観点について A・B・C で評価します。 

評定は、３観点の評価に基づいて５段階で算出します。 

※評価の観点 

知識・技能 ・・・英語の特徴やきまりに関する事項を理解している。 

思考・判断・表現・・・情報を整理しながら考えなどを形成し、英語で表現したり、伝え合ったりしている。 

     主体的に学習に取り組む態度・・・自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとしている。 



年 間 学 習 計 画 表 (月曜スクーリング) 
                                    青森県立北斗高等学校 通信制の課程 

教科： 家 庭 科目：家庭総合 履修年次：２年次 
単位数：前期 ２ 

    後期 ２  

レポート枚数：前期 ５ 

  後期 ５ 

必要時間数：前期 ４  

       後期 ４ 

 

１ 学習目標 

学 習 目 標 
１  人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な科学的な理解と技能を体験的・総合的に身に付 

ける。 

２ 家庭や地域及び社会における生活の課題を、科学的な根拠に基づいて生涯を見通して解決する力を養う。 

３ 生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図る実践的態度を養う。 

使 用 教 材 ・ 副 教 材 家庭総合―自立・共生・創造（東京書籍）・家庭総合―自立・共生・創造（NHK 出版） 

 

２ 学習計画 

 

学  

 

期 

 

 

単 元 

 

 

学習内容 

スクーリング

実施日 

レポート 

№ 期限日 

評価の観点  

 

評価方法 知識 

技能 

思考 

判断 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

期 

第６章 

食生活をつくる 

食品の選択と安全 

調理の基礎 

食生活の文化と知恵 

・食の安全と衛生について

理解する 

・おいしさの構成要素につ

いて科学的に理解する 

5/12 6 5/12 ○ ○ ○ 

 

 

 

 

スクーリング参加 

の積極性 

 

内容の理解度 

 

期限内のレポート 

合格 

 

第７章 

衣生活をつくる 

被服の役割を考える 

被服を管理する 

衣生活の文化と知恵 

・被服材料、被服衛生、被

服管理について科学的に

理解する 
5/26 7 5/26 ◎ ○ ○ 

第８章 

住生活をつくる 

住生活の変遷と住居の

機能 

安全で快適な住生活の

計画 

住生活の文化と知恵 

・住まいと人の関わりにつ

いて理解する 

・安全や環境に配慮した住

生活の計画・管理ができ

る 

6/9 8 6/9 ◎ ○ ○ 

第９章 

経済生活を営む 

購入・支払いのルールと

方法 

消費者の権利と責任 

・契約の重要性や消費者保

護の仕組みについて理解

する 
6/23 9 6/23 ○ ○ ◎ 

第１０章 

持続可能な生活を営

む 

持続可能な社会を目指 

して 

・生活と環境との関わりや

持続可能な消費について

理解する 
6/30 10 6/30 ○ ○ ◎ 

 
前期講習 前期のまとめ 対策・復習プリント 7/7 

  
○ 

 
◎ 

態度、対策・復習プ

リントの取組 

 

評   価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいてＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

 

 

 

後 

  

 

 

 

期 

 

第１章 

生涯を見通す 

第２章 

人生をつくる 

人生を展望する 

目標を持って生きる 

家族・家庭をみつめる 

・生涯発達の視点から、青

年期の課題、意思決定の

重要性について理解する 
10/20 1 10/20 ○ ○ ◎ 

 

 

 

 

 

 

スクーリング参加 

の積極性 

 

内容の理解度 

 

期限内のレポート 

合格 

 

第３章 

子どもと共に育つ 

 

命を育む 

子どもの育つ力を知る 

・青年期や妊娠時の健康管

理について理解する 

・命の誕生、身体と心の発

達について理解する 

11/4 2 11/4 ○ ◎ ○ 

子どもと関わる 

これからの保育環境 

・子供を取り巻く社会環境

の変化や課題、子供の福

祉について理解する 

11/17 3 11/17 ○ ◎ ○ 

第４章 

超高齢社会を共に生

きる 

第５章 

共に生き共に支える 

高齢期の心身の特徴 

高齢者の自立を支える 

社会保障の考え方 

・高齢期の心身の特徴、自

立生活の支援や介護につ

いて理解する 

・社会保障や社会福祉につ

いて理解する 

12/1 4 12/1 ○ ◎ ○ 

第６章 

食生活をつくる 

 

食生活の課題について

考える 

食事と栄養・食品 

・食と人との関わりについ

て理解する。 

・栄養と食品の性質につい

て科学的に理解する 

12/8 5 12/8 ◎ ○ ○ 

後期講習 後期のまとめ 対策・復習プリント 12/22 
  

○ 
 

◎ 
態度、対策・復習プ

リントの取組 

 

評   価 
観点別学習評価は、３観点を評価資料にもとづいてＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

 ＊評価の観点 

知識・技能  …………… 人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な科学的な理解と技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 ……… 家庭や地域及び社会における生活の課題を、科学的な根拠に基づいて生涯を見通して解決する力を身に付けている。 

   主体的に学習に  ……… 生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図り、実践しようとしている。 

   取り組む態度            



 

年 間 学 習 計 画 表（月曜スクーリング） 
  青森県立北斗高等学校 通信制の課程  

教科：情 報 科目： 情 報 Ⅰ 履修年次： １年次 単位数 
前期：１ 

後期：１ 
レポート枚数 

前期：２ 

後期：２ 
必要出席時間数 

前期：３ 

後期：３ 

１ 学習目標 

学習目標 

〇情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画す

るための資質・能力を育成する。 

〇情報の信頼性や信憑性を見極めたり確保したりする能力の育成を図るとともに、知的財産や個人情報の保護と活用をはじめ、科学的な理解に基づ

く情報モラルの育成を図る。 

使用教材・副教材 教科書： 新編情報Ⅰ（東京書籍） 

２ 学習計画 

学

期 
単 元 学 習 内 容 

スクーリング

実施日 
レポートNo. 

提出期限日 

評価の観点 

評 価 方 法 

（評 価 資 料） 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断 

・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度 月 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第３章 

コンピュ

ータを活

用する 

１ コンピュータとは何か 

・ハードウェアとソフトウェア 

２ アルゴリズムの表現 

３ プログラムの基本構造 

４ 発展的なプログラム 

５ モデル化とシミュレーショ

ン 

実技課題 

アルゴリズムの表現 

・コンピュータの基本構成に

ついて理解する。 

・ハードウェアとソフトウェアに

ついて理解する。 

・アルゴリズムの必要性を理

解し、表現方法について学

習する。 

・プログラムの作り方や制御

構造について学習する。 

5/19 

 

6/ 2 

3 6/ 2 ◎ ○ ○ ・レポート 

 内容をよく理解してい 

 るか。 

 提出期限を守っている 

 か。 

 

・授業の取組み 

 積極的に参加したか。 

 

・実技課題が未提出の場

合は不合格とする。 

第４章 

データを

活用する 

１ ネットワークとインターネッ

ト 

・インターネットの仕組み 

・サーバとクライアント 

２ 情報セキュリティ 

３ データの形式 

４ データーベースの活用 

実技課題 

Python でプログラミング 

・情報通信ネットワークとは何

か学習する。 

・ネットワークを構成するハード

ウェアについて学習する。 

・サーバの役割について学習

する。 

・データとは何か学習する。 

・データベースの役割がどのよ

うなものか理解し、活用例を学

習する。 

6/16 

 

6/30 

4 6/30 ◎ ○ ○ 

 前期試験前講習 前期の復習 7/14 
 

  ○ ・講習への取組み 

評 価 
観点別学習評価は、知識・技能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間性等の３観点より総合的にＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第１章 

情報で問

題を解決

する 

１ 問題解決の流れ 

２ 情報モラル 

３ 個人情報の流出 

４ 著作権 

５ 情報技術の発展 

実技課題 

作ろう！マイルール 

・問題を発見・解決するため

の一連の流れを理解する。 

・情報社会で生活していくた

めの情報モラルを理解する。 

・個人情報とはどのようなもの

か理解する。 

・著作権について理解する。 

10/ 6 

 

10/27 

1 10/27 ◎ ○ ○ 

・定期考査 

 

・レポート 

 内容をよく理解してい 

 るか。 

 提出期限を守っている 

 か。 

 

・スクーリングの取組み 

 積極的に参加したか。 

 

・実技課題が未提出の場

合は不合格とする。 

第２章 

情報を伝

える 

１ コミュニケーション手段の

変化 

２ デジタルの世界へ 

・数値と文字のデジタル表現 

・音と画像のデジタル表現 

・色と動画のデジタル表現 

３ 情報デザイン 

４ ユニバーサルデザイン 

実技課題 

図解表現 

・メディアとコミュニケーション

の変遷について学習する。 

・デジタルデータとは何か学

習する。 

・デジタルデータのメリットと

デメリットを理解する。 

・2 進法と情報の単位につい

て学習する。 

・情報デザインとは何か学習

する。 

11/10 

 

12/ 1 

2 12/ 1 ◎ ○ ○ 

 後期試験前講習 後期の復習 12/15 
 

  ○ ・講習への取組み 

評 価 
観点別学習評価は、知識・技能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間性等の３観点より総合的にＡＢＣで評価します。 

評定は、各観点の評価（ＡＢＣ）にもとづいて、５段階で算出します。 

※評価の観点 

知識・技能    ……  情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知識について理解し、技術を身に付けているとともに、情報化の進展する社会の 

特質及びそのような社会と人間との関わりについて理解している。 

思考・判断・表現 ……  事象を情報とその結びつきの視点から捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に用いている。 

主体的に学習に  ……  情報社会との関わりについて考えながら、問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用し、自ら評価し改善しようとして 

取り組む態度     いる。 


